
資
料
紹
介

井
上
哲
次
郎
「
巽
軒
日
記
―
大
正
五
年
　
下
半
期
―
」

村
　
上
　
こ
ず
え 

森
　
本
　
祥
　
子

翻
刻
に
あ
た
っ
て

　

明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
哲
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
、
井
上

哲
次
郎
（
一
八
五
五
〜
一
九
四
四
）
の
日
記
『
巽
軒
日
記
』
の
大
正
五
年

下
半
期
分
に
つ
い
て
引
続
き
紹
介
し
た
い
。
こ
の
年
、
長
男
（
三
子
）
宣

光
が
二
十
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
る
。
井
上
は
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
な

お
、
凡
例
に
つ
い
て
は
第
31
号
で
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
割
愛
す
る
。

巽
軒
日
記大

正
五
年
（
西
暦
一
九
一
六
）［
丙
辰
］
下
半
期

七
月

一
日
、
午
前
、
曇
天
、
東
亜
協
会
及
び
日
本
大
学
よ
り
来
状
、
○
電
報
を

岡
上
梁
に
送
る
、
○
森
良
三
郎
来
る
、
○
「
タ
ゴ
ー
ル
氏
の
講
演
に
就

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

て1

」
六
合
雑
誌
及
び
東
亜
の
光
に
出
づ
、
○
縫
子
を
三
井
銀
行
へ
、
女

中
ゆ
ふ
を
東
海
銀
行
へ
遣
は
す
、
○
小
宮
山
源
太
郎
よ
り
来
状
、
○
午

后
、
原
達
平
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
しマ

むマ

、
○
金
百
四
十
四
円
拾
銭

の
為
換
入
り
の
書
状
を
小
宮
山
源
太
郎
に
送
る
、
○
今
井
政
次
来
る
、

乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
書
状
を
帝
国
学
士
院
に
送
る
、
○
竹
内

康
二
来
る
、
乃
ち
之
に
写
物
を
付
与
す
、
○
書
状
を
岡
上
梁
に
送
る
、

○
夜
、
服
部
宇
之
吉
の
歓
迎
会
に
学
士
会
事
務
所
に
赴
く
、
小
牧
昌
業
、

古
城
貞
吉
、
峰
間
信
吉
等
と
会
見
す
、

二
日
、
午
前
、
晴
天
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
授
賞
式
あ
り
、
大
隈
重
信
、

元
田
肇
、
德
川
家
達
、
德
川
達
孝
、
德
川
賴
倫
、
土
方
久
元
等
と
会
見

す
、
○
午
后
、
三
時
半
頃
帰
宅
、
○
不
在
中
計
見
東
山
来
る
、
○
大
野

太
衞
よ
り
来
状
、
○
原
達
平
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
タ
ゴ
ー
ル
講
演

批
評
、
新
人
に
出
づ
、
○
原
稿
を
訂
正
す
、
○
藤
井
健
治
郎
よ
り
漬
物

壱
樽
を
送
来
る
、
○
夜
、
市
川
源
三
来
る
、
○
原
達
平
よ
り
来
状
、
○

原
稿
を
原
達
平
に
送
る
、
○
「
申
命
記
」
及
び
「
詩
経
」
を
読
む
、
○

此
日
、
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
清
子
、
高
子
等
と
動
物
園
に
赴
く
、

三
日
、
午
前
、
晴
天
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
午
后
、
一
時
半

頃
帰
宅
、
○
不
在
中
林
泰
輔
来
る
、
○
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
宮
本
覚
純
、

土
井
壯
良
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
大
野
太
衞
、
武
藤
儀
亮
よ
り

来
状
、
○
書
状
を
久
保
良
澄
に
送
る
、
○
「
申
命
記
」
を
読
む
、
○
「
林
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泰
輔
に
関
す
る
談
話
」
東
京
日
々
に
出
づ
、
○
夜
、
峯
間
信
吉
、
伊
藤

吉
之
助
来
る
、
○
「
優
波
尼
沙
土
物
語
」
の
序
を
草
す
、

四
日
、
午
前
、
半
晴
、
藤
井
健
治
郎
来
る
、
○
「
優
波
尼
沙
土
物
語
」
の

序
を
草
す
、
○
山
﨑
洋
服
店
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
文
部
省
よ
り
使
者

来
る
、
○
教
員
検
定
委
員
会
臨
時
委
員
被
仰
付
（
七
月
三
日
）
○
三
枝

光
太
郎
及
び
杉
山
直
喜
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
金
港
堂

よ
り
印
税
を
送
来
る
、
○
友
枝
高
彦
来
る
、
○
三
井
銀
行
に
赴
き
、
尋

い
で
大
学
図
書
館
に
到
る
、
○
縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
夜
、
興
学

会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
不
在
中
文
学
者
よ
り
中
元
の
贈
物
来
る
、

○
モ
ー
ト
ン
、
プ
リ
ン
ス
及
び
堀
内
尚
同
并
にLondon 
T
im
es

社
よ

り
来
状
、○「
日
本
経
済
叢
書
」を
送
来
る
、○
文
部
省
よ
り
書
類
来
る
、

五
日
、
午
前
、
曇
天
、「
申
命
記
」
を
読
む
、
○
教
授
会
に
山
上
御
殿
に

赴
く
、
○
午
后
、
引
続
き
教
授
会
に
臨
む
、
○
不
在
中
加
藤
駒
二
来
る
、

○
帝
国
学
士
院
、
辻
本
卯
藏
、
計
見
東
山
及
び
文
部
省
よ
り
来
状
、
○

文
部
省
よ
り
「
宗
教
要
覧
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
光
風
館
の
招
き
に
応

じ
て
田
端
の
自
笑
亭
に
赴
く
、
峯
間
信
吉
外
二
名
来
る
、
○
雨
、

六
日
、
午
前
、
曇
天
、
杉
山
直
喜
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
澁
澤
栄
一
よ

り
来
状
、
○
木
村
龍
寛
来
る
、
乃
ち
之
に
序
文
を
付
与
す
、
○
計
見
東

山
、
藤
岡
藏
六
来
る
、
○
伊
藤
秀
吉
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、

○
「
申
命
記
」
を
読
む
、
○
午
后
、
広
文
堂
よ
り
風
呂
敷
を
送
来
る
、

○
書
状
を
山
﨑
達
之
輔
及
び
桑
木
嚴
翼
に
送
る
、
○
塩
谷
温
来
る
、
○

運
動
に
小
石
川
台
町
方
面
に
赴
く
、
○
服
部
宇
之
吉
よ
り
「
東
洋
倫
理

綱
要
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
大
倉
書
店
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

○
此
日
、
製
本
屋
来
る
、

七
日
、
午
前
、
曇
天
、
鈴
木
弘
、
波
多
野
精
一
、
島
本
愛
之
助
、
征
矢
野

晃
雄
来
る
、
○
「
申
命
記
」
を
読
む
、
○
祝
物
を
水
道
町
の
押
田
宅
に

贈
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、

○
兒
玉
𥧄
太
郎
、
茶
器
壱
箱
を
携
来
る
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、

○
淺
井
綱
雄
、
藤
本
眞
光
、
高
野
傳
五
郎
、
瀬
尾
武
次
郎
、
東
亜
協
会
々

員
と
な
る
、
○
村
川
繁
太
郎
よ
り
来
状
、
○
夜
、
山
口
察
常
来
る
、
○

「
詩
経
」
を
読
む
、

八
日
、
午
前
、
晴
天
、「
申
命
記
」
を
読
む
、
○
電
話
使
用
料
金
一
六
、五

○
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
梶
口
德
次
郎
よ
り
来
状
、

○
飯
田
義
七
よ
り
「
勇
猛
精
進
」
三
冊
を
送
来
る
、
○
「
哲
学
と
宗
教

1

1

1

1

1

」

勇
猛
精
進
に
出
づ
、
○
「
敬
宇
詩
集
」
を
読
む
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

○
午
后
、
速
記
を
訂
正
し
て
之
を
三
枝
光
太
郎
に
送
る
、
○
哲
学
卒
業

生
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
梶
口
德
次
郎
よ
り
小
包
を
送
来
る
、
○
吉

田
豊
吉
よ
り
来
状
、
○
夜
、
丁
酉
倫
理
会
に
赴
く
、
蟹
江
義
丸
十
三
年

忌
の
為
な
り
、
○
岡
上
梁
及
び
東
津
秀
子
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
橘
惠

勝
よ
り
林
檎
壱
箱
を
送
来
る
、
○
日
露
協
約
発
表
せ
ら
る
、

九
日
、
午
前
、
曇
天
、
橘
惠
勝
よ
り
来
状
、
○
「
申
命
記
」
を
読
む
、
○

山
内
計
作
、
十
時
彌
、
島
本
愛
之
助
、
上
野
䆴
太
郎
来
る
、
○
礒
江
潤

よ
り
菓
子
壱
箱
を
送
来
る
、
○
菊
池
大
麓
よ
り
「
大
学
問
題
に
就
て
」

を
送
来
る
、
○
午
后
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
蓮
沼
門
三
、
藤
田
季
莊
来

る
、
○
夜
、
哲
学
科
卒
業
学
生
の
謝
恩
会
に
西
川
洋
食
部
に
赴
く
、
○

同
文
館
よ
り
文
房
具
を
、日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
よ
り
団
扇
を
送
来
る
、

十
日
、
午
前
、
曇
天
、
卒
業
式
に
大
学
に
赴
く
、
○
冨
井
政
章
、
佐
々
木

忠
次
郎
等
と
会
談
す
、
○
北
澤
写
真
館
に
入
り
て
撮
影
す
、
○
不
在
中
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柏
原
文
太
郎
、
贈
物
を
携
来
る
、
○
午
后
、「
申
命
記
」
を
読
む
、
○

岩
井
勇
藏
来
る
、
乃
ち
之
に
反
物
を
付
与
す
、
○
小
雨
、
○
森
良
三
郎

中
元
の
贈
物
を
携
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
花
見
喜
代
次
、
敷
島

壱
箱
を
携
来
る
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
葡
萄
酒
半
打
を
送
来
る
、
○
驟

雨
、
○
竹
内
康
二
写
物
を
携
来
る
、
○
夜
、
休
養
、
○
此
頃
、「
大
日

本
仏
教
全
書
」
を
送
来
る
、

十
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
伊
藤
秀
吉
よ
り
筆
記
を
送
来
る
、
○
杉
浦
初
太

郎
よ
り
来
状
、
○
高
木
武
、
岡
島
誘
来
る
、
○
書
状
を
岡
上
梁
及
び
小

宮
山
源
太
郎
に
送
る
、
○
書
状
を
鹿
田
静
七
に
送
る
、
○
筆
記
を
訂
正

す
、
○
藤
田
季
莊
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
光
風
館
よ
り
硯
箱
を
送
来
る
、

○
「
申
命
記
」
を
読
む
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
廣
井
辰
太
郎
来
る
、

○
法
貴
慶
次
郎
よ
り
菓
子
壱
箱
を
送
来
る
、
○
林
平
次
郎
よ
り
ハ
ン
ケ

チ
壱
打
を
、
姉
﨑
宅
よ
り
菓
子
壱
箱
を
送
来
る
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正

す
、
○
旭
野
慧
憲
の
訃
報
来
る
、
○
書
状
を
旭
野
晃
に
送
る
、
○
尹
文

子
を
読
む
、
○
此
日
、
菓
子
を
一
宮
弘
人
に
、
反
物
を
源
七
に
送
る
、

○
「
日
本
国
粋
全
書
」
第
十
六
輯
を
送
来
る
、

十
二
日
、
午
前
、
雨
天
、
原
稿
を
谷
田
三
郎
に
送
る
、
○
金
三
、〇
〇
を

中
村
清
二
に
送
る
、
○
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
午
后
、
四
時

半
頃
帰
宅
、○
前
川
文
栄
閣
及
び
弘
道
館
よ
り
各
々
サ
イ
ダ
ー
壱
箱
を
、

文
明
協
会
よ
り
食
卓
用
テ
ー
ブ
ル
カ
ケ
を
送
来
る
、
○
小
池
橘
太
郎
及

び
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
貞
金
近
松
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
券
を
、
田
邊

禎
夫
よ
り
砂
糖
壱
樽
を
送
来
る
、
○
「
申
命
記
」
を
読
む
、
晩
成
処
よ

り
中
元
の
贈
物
を
送
来
る
、
○
夜
、
モ
ル
ト
ン
、
プ
リ
ン
ス
の
招
待
に

帝
国
ホ
テ
ル
に
赴
く
、
宮
岡
恒
次
郎
、
福
岡
秀
猪
、
成
瀬
仁
藏
、
黒
岩

周
六
等
と
会
見
す
、
○
近
成
多
一
よ
り
来
状
、
○
上
田
敏
の
訃
報
来
る
、

○
此
日
、
贈
物
を
御
殿
場
番
人
に
送
る
、
○
珍
書
同
好
会
よ
り
「
橘
牕

文
集
」
を
送
来
る
、

十
三
日
、
午
前
、
曇
天
、
蟹
江
操
子
よ
り
来
状
、
○
冨
山
房
よ
り
中
元
の

贈
物
を
送
来
る
、
○
「
申
命
記
」
を
読
了
り
て
「
約
書
亜
記
」
を
読
む
、

○
雨
、
○
縫
子
、
女
中
ゆ
ふ
を
従
へ
て
買
物
に
外
出
す
、
○
六
盟
館
よ

り
ハ
ン
ケ
チ
二
打
を
送
来
る
、
○
尹
文
子
を
読
む
、
○
午
后
、
尹
文
子

を
読
了
す
、
○
深
作
安
文
よ
り
砂
糖
と
「
実
践
倫
理
要
義
」
と
を
送
来

る
、
○
中
田
栄
吉
、
四
宮
兼
之
来
る
、
○
中
元
の
贈
物
を
大
久
保
の
田

邊
、
柏
原
文
太
郎
及
び
森
良
三
郎
に
送
る
、
○
鬻
子
を
読
む
、
○
浅
倉

屋
よ
り
菓
子
壱
箱
を
送
来
る
、
○
大
倉
書
店
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
を
送
来

る
、
○
上
田
敏
の
葬
式
に
谷
中
斎
場
に
赴
く
、
坪
内
雄
藏
、
森
林
太
郎
、

江
原
素
六
、
新
村
出
、
狩
野
直
喜
等
と
会
見
す
、
○
夜
、
鬻
子
を
読
む
、

○
丸
善
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
券
を
送
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

十
四
日
、
午
前
、
半
晴
、「
約
書
亜
記
」
を
読
む
、
○
近
藤
哲
雄
、
土
田

誠
一
、
蜂
谷
秀
吉
来
る
、
○
鹿
田
静
七
よ
り
、「
長
沼
澹
齋
行
状
記
」

と
「
薇
山
文
槁
」
と
を
送
来
る
、
○
「
長
沼
澹
齋
行
状
記
」
を
読
む
、

○
「
国
民
道
徳
要
領
」
二
冊
を
購
入
す
、
○
原
亮
一
郎
よ
り
漬
物
壱
樽

を
、
齋
藤
基
次
郎
よ
り
正
宗
壱
箱
を
送
来
る
、
○
中
元
の
贈
物
を
桂
辨

三
、田
中
次
郎
及
び
十
時
弥
に
送
る
、○
午
后
、「
薇
山
文
槁
」を
読
む
、

○
甫
守
謹
吾
よ
り
来
状
、
○
在
英
国
補
永
茂
助
よ
りEvening 

T
im
es &

 Echo

を
送
来
る
、
○
文
部
省
に
赴
く
、
○
雨
、
○
博
文
館

よ
り
ビ
ー
ル
壱
箱
を
送
来
る
、
○
鬻
子
を
読
む
、
○
上
野
陽
一
よ
り
校

正
を
送
来
る
、
○
夜
、
原
稿
と
書
状
と
を
上
野
陽
一
に
送
る
、
○
鬻
子
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を
読
了
す
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、

十
五
日
、
午
前
、
半
晴
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
東
海
銀
行
に

遣
は
す
、
○
縫
子
、
大
久
保
の
田
邊
宅
に
赴
く
、
○
深
作
安
文
来
る
、

○
「
約
書
亜
記
」
を
読
む
、
○
木
村
龍
寛
、
ビ
ー
ル
壱
箱
と
「
優
波
尼

沙
土
物
語
」
と
を
携
来
る
、
○
午
后
、
笹
川
及
び
吉
田
修
夫
よ
り
各
々

ビ
ー
ル
半
打
を
送
来
る
、
○
大
嶋
正
德
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○

益
之
進
胃
弱
を
患
ふ
、渡
邊
真
来
診
す
、○
三
枝
光
太
郎
、東
亜
協
会
々

員
と
な
る
、
○
澁
澤
栄
一
及
び
中
野
武
営
の
招
待
に
よ
りM
orton 

Prince

の
送
別
会
に
帝
国
ホ
テ
ル
に
赴
く
、
目
賀
田
種
太
郎
、
金
子

堅
太
郎
、
新
渡
戸
稻
造
、
增
田
義
一
、
大
倉
喜
八
郎
等
と
会
談
す
、
○

夜
、
十
時
頃
帰
宅
、
○
上
野
陽
一
及
び
三
枝
光
太
郎
よ
り
来
状
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
柏
原
文
太
郎
妻
及
び
姉
﨑
老
母
来
る
、
○
「
約

書
亜
紀
」
を
読
む
、
○
山
内
計
作
来
る
、
○
午
后
、「
約
書
亜
紀
」
を

読
む
、
○
書
状
を
岡
上
梁
、
伊
藤
秀
吉
、
三
枝
光
太
郎
、
伊
藤
秀
吉
、

新
渡
戸
稲
造
等
に
送
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
運
動
に
巣
鴨
方
面
に

出
づ
、
○
夜
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
書
状
を
山
口
龍
藏
に
送
る
、

十
七
日
、
午
前
、
半
晴
、
縫
子
、
八
時
三
十
分
の
特
急
に
駕
し
、
東
京
駅

よ
り
福
岡
市
に
向
ふ
、
○
修
養
団
本
部
よ
り
来
状
、
○
成
瀨
仁
藏
よ
り

タ
ゴ
ー
ル
のT
he Spirit of Japan

を
送
来
る
、
○
「
約
書
亜
記
」

を
読
む
、
○
桂
辨
三
よ
り
赤
葡
萄
二
罎
を
送
来
る
、
○
午
后
、「
国
民

道
徳
概
論
」
を
訂
正
す
、
○
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
豊
田
實
、
東
亜
協
会
々

員
と
な
る
、
○
「
噫
衰
へ
た
る
か
な
国
民
道
徳

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
や
ま
と
新
聞
に
出
づ
、

○
電
報
を
田
邊
春
枝
に
送
る
、
○
藤
田
季
莊
来
る
、
○
礼
状
を
成
瀨
仁

藏
に
送
る
、
○
夜
、「
国
民
道
徳
概
論
」
を
訂
正
す
、
○
書
状
を
や
ま

と
新
聞
社
に
送
る
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
岡
上
梁
、
近
藤
哲
雄
及
び
山
口
龍
藏
よ
り
来
状
、

○O
. 
Rosenberg

よ
り
「
漢
字
典
」
と
「
仏
教
研
究
名
辞
集
」
と
を

送
来
る
、
○
宮
本
和
吉
来
る
、
○
「
約
書
亜
記
」
を
読
む
、
○
書
状
を

林
泰
輔
、
小
宮
山
源
太
郎
、
山
口
察
常
及
び
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
に
送
る
、

○Élie M
etchnikoff

逝
去
（
十
五
日
）
の
報
あ
り
、
享
年
七
十
二
、

○
蓮
沼
門
三
来
る
、
○
午
后
、「
国
民
道
徳
概
論
」
を
訂
正
す
、
○
加

藤
文
雄
来
る
、
○
中
島
利
一
郎
よ
り
来
状
、
○
「
噫
衰
へ
た
る
国
民
道

1

1

1

1

1

1

1

1

徳1

」
や
ま
と
新
聞
に
出
づ
、
○
夜
、
半
澤
玉
城
よ
り
来
状
、
○
原
稿
と

書
状
と
を
半
澤
玉
城
に
送
る
、
○
雷
鳴
小
雨
、
○
書
状
を
加
藤
文
雄
に

送
る
、
○
「
国
民
道
徳
概
論
」
を
訂
正
す
、

十
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
田
邊
禎
夫
、
島
本
愛
之
助
、
田
邊
浩
、
林
泰
輔

及
び
大
倉
書
店
々
員
来
る
、
○
「
約
書
亜
記
」
を
読
む
、
○
井
上
成
美

よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
券
を
、
吉
田
静
致
よ
り
菓
子
壱
箱
と
「
国
民
道
徳
要

領
」
と
を
送
来
る
、
○
午
后
、「
約
書
亜
記
」
を
読
む
、
○
「
国
民
道

徳
概
論
」
を
訂
正
す
、
○
書マ

書マ

を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、
○
夜
、
帰
一

協
会
に
中
央
亭
に
赴
く
、
豊
川
良
平
、
水
野
鍊
太
郎
、
高
木
壬
太
郎
等

と
会
談
す
、
○
不
在
中
製
本
屋
、
菓
物
壱
箱
を
携
来
る
、
○
此
日
、
福

岡
市
東
林
寺
に
於
て
養
父
井
上
鐡
英
二
十
五
年
の
法
事
を
行
ふ
、
○

佐
々
井
信
太
郎
よ
り
書
状
及
び
「
報
徳
教
の
根
本
義
」
を
送
来
る
、

二
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
山
口
察
常
、
柴
田
義
教
及
び
実
業
之
日
本
社
よ

り
来
状
、
○
「
約
書
亜
記
」
を
読
む
、
○
南
波
登
發
来
る
、
○
書
状
を

鹿
田
静
七
及
び
や
ま
と
新
聞
社
に
送
る
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
「
文
子
」

を
読
む
、
○
書
状
を
佐
々
井
信
太
郎
に
送
る
、
○
午
后
、「
文
子
」
を
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読
む
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
「
噫
衰
へ
た
る
国
民
道
徳

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
や
ま
と
新

聞
に
出
づ
、
○
運
動
に
巣
鴨
方
面
に
出
づ
、
○
縫
子
よ
り
来
状
、
○
夜
、

松
村
任
三
よ
り
「
語
原
類
解
」
を
送
来
る
、
○
福
岡
県
教
育
会
長
武
谷

水
城
よ
り
来
状
、○「
大
戦
後
の
国
民
教
育
に
就
て

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」福
岡
県
教
育
会
々

報
に
出
づ
、
○
中
島
利
一
郎
よ
り
来
状
、
○
押
田
翼
母
及
び
安
子
来
る
、

○
速
記
を
訂
正
す
、
○
此
日
、
日
露
協
約
祝
賀
会
、
上
野
精
養
軒
に
開

催
せ
ら
る
、
○D

r. M
orton Prince

よ
り
来
状
、

廿
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
書
状
を
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○Bergson, 

M
atter and M

em
ory

を
読
む
、
○
島
本
愛
之
助
、
近
藤
哲
雄
来
る
、

○
向
井
又
藏
来
る
、
有
故
不
遇
、
○
書
庫
を
整
理
す
、
○
午
后
、
林
泰

輔
、
中
島
利
一
郎
、
半
澤
玉
城
、
高
瀨
武
次
郎
よ
り
来
状
、
○
引
続
き

Bergson, M
atter and M

em
ory

を
読
む
、
○
岩
井
勇
藏
来
る
、
○

「
約
書
亜
記
」
を
読
了
す
、
○
文
子
を
読
む
、
○
独
逸
協
会
学
校
よ
り

来
状
、
○
「
噫
衰

1

1

へ
た
る
国
民
道
徳

1

1

1

1

1

1

1

」
や
ま
と
新
聞
に
出
づ
、
○
「
神1

社
は
宗
教
的
機
関
に
あ
ら
ざ
る
か

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
皇
道
に
出
づ
、
○
文
明
協
会
よ
り

「
戦
時
及
戦
後
の
経
済
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
縫
子
よ
り
電
報
来
る
、

○
文
子
を
読
む
、
○
阿
部
維
巖
よ
り
来
状
、
速
記
を
訂
正
す
、

廿
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
小
笠
原
實
成
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
松
井
茂
及

び
阿
部
維
巖
に
送
る
、
○
井
上
經
重
来
る
、
○
書
状
を
林
泰
輔
に
送
る
、

○Bergson, M
atter and M

em
ory

を
読
む
、
○
山
口
察
常
及
び
大

倉
書
店
員
来
る
、
○
「
噫
衰
へ
た
る
国
民
道
徳

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
や
ま
と
新
聞
に
出
づ
、

○
午
后
、
丸
善
に
大
英
百
辞
典
の
予
約
を
申
込
む
、
○
引
続
き

Bergson, M
atter and M

em
ory

を
読
む
、
○
山
口
龍
藏
及
び
有
賀

敦
義
よ
り
来
状
、
○
植
木
屋
来
る
、
○
文
子
を
読
了
す
、
○
夜
、「
士

師
記
」
を
読
む
、
○
縫
子
、
福
岡
市
よ
り
帰
る
、
○T

agore, T
he 

Spirit  of  Japan

及
び
「
朱
子
心
学
録
」
を
読
む
、
○
此
日
、
鈴
木
弘

来
る
、

廿
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
藤
岡
勝
二
、
大
島
直
治
、
高
木
武
、
市
村
瓚
次

郎
来
る
、
○
鈴
木
三
重
吉
妻
の
訃
報
来
る
、
○
斯
文
学
会
よ
り
来
状
、

○
午
后
、
板
垣
絹
子
、
贈
物
を
携
来
る
、
○T

agore, T
he Spirit of 

Japan

を
読
む
、
○
原
稿
を
有
終
会
に
送
る
、
○
書
状
を
山
口
龍
藏
に

送
る
、
○
「
士
師
記
」
を
読
む
、
○
押
田
安
子
、
法
学
士
三
宅
秔
一
と

結
婚
式
を
日
比
谷
大
神
宮
に
挙
ぐ
、
○
「
井
上
哲
次
郎
流
の
漢
学

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
鳥

獣
文
に
出
づ
、
○
書
状
を
鈴
木
三
重
吉
に
送
る
、
○
原
稿
を
訂
正
す
、

○
吉
田
豊
吉
よ
り
来
状
、
○
夜
、
久
保
良
澄
よ
り
来
状
、
○
原
稿
を
訂

正
す
、

廿
四
日
、
午
前
、
半
晴
、
小
雨
、
益
之
進
、
高
子
、
女
中
の
ぶ
と
御
殿
場

別
荘
に
赴
く
、
○
甫
守
謹
吾
来
る
、
○
雑
誌
類
を
整
理
す
、
○
井
上
静

香
来
る
、
有
故
不
遇
、
○
正
勝
を
大
学
に
遣
は
す
、
○
縫
子
、
柏
原
文

太
郎
及
び
齋
藤
省
三
宅
を
訪
ふ
、
○
午
后
、
陰
晴
不
定
、
井
上
經
重
来

る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
宮
嶋
麗
子
来
る
、
○
縫
子
、
姉
﨑

及
び
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
運
動
に
大
塚
方
面
に
赴
く
、
○
書
状
を
松
山

堂
に
送
る
、
○
夜
、「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
吉
田
熊
次
夫
妻
来
る
、

廿
五
日
、
午
前
、
半
晴
、
東
京
府
属
峯
村
金
作
来
る
、
○
「
教
界
春
秋
」

を
草
す
、
○
宅
地
祖
金
七
、五
八
府
税
市
税
金
二
、五
七
合
計
金

一
〇
、一
五
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
尾
上
八
郎
、
団
扇
と
「
遠
樹
」
と

を
携
来
る
、
○
新
保
德
壽
よ
り
来
状
、
○
大
倉
書
店
よ
り
原
稿
を
送
来

る
、
○
午
后
、
鈴
木
栄
弥
、
小
中
村
清
名
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
正
勝
、
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御
殿
場
別
荘
に
赴
く
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
速
達
に
て
日
清
印
刷
に
送

る
、
○
大
倉
喜
八
郎
の
使
者
来
る
、
○
「
士
師
記
」
を
読
む
、
○
藤
田

定
市
よ
り
来
状
、
○
夜
、「
国
民
道
徳
概
論
」
を
訂
正
す
、
○
書
状
を

山
口
察
常
に
送
る
、
○
「
古
事
記
伝
」
を
読
む
、

廿
六
日
、
午
前
、
半
晴
、
有
風
、
速
記
を
黒
澤
逸
郎
に
送
る
、
○
出
口
競

来
る
、
有
故
不
遇
、
○
日
清
印
刷
よ
り
「
東
亜
の
光
」
口
絵
を
送
来
る
、

○
齋
藤
愛
子
来
る
、
○
書
斎
を
整
理
す
、
○
益
之
進
よ
り
縫
子
に
来
状
、

○
廣
島
秀
太
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
原
稿
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、

○
「
日
本
経
済
叢
書
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
曇
天
、
書
斎
を
整
理
す
、

○
「
士
師
記
」
を
読
む
、
○
「
東
亜
の
光
」
口
絵
解
題
を
日
清
印
刷
に

送
る
、
○
亀
谷
聖
馨
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
製
本
屋
に
送
る
、
○
夜
、

縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
書
状
を
文
科
大
学
に
送
る
、
○
雨
、

廿
七
日
、
午
前
、
雨
天
、
有
風
、
岩
橋
遵
成
、
小
笠
原
実
成
、
山
口
察
常

来
る
、
○
野
中
元
三
郎
、
木
村
来
太
郎
及
び
平
松
時
賢
よ
り
来
状
、
○

書
状
を
野
中
元
三
郎
に
送
る
、
○
午
后
、「
宗
教
研
究
」
を
読
む
、
○

毛
利
八
良
平
来
る
、
○
「
士
師
記
」
を
読
む
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
八

木
光
貫
、
三
成
慶
太
郎
よ
り
来
状
、
○
夜
、「
国
民
道
徳
概
論
」
を
訂

正
す
、
○
文
科
大
学
、
市
村
瓚
次
郎
及
び
鈴
木
俊
行
よ
り
来
状
、
○
「
丁

酉
倫
理
」
を
読
む
、

廿
八
日
、
午
前
、
雨
天
、
藤
田
定
市
よ
り
来
状
、
○
八
田
三
喜
、
島
本
愛

之
助
、
井
上
静
香
、
宮
島
麗
子
、
吉
田
雪
子
来
る
、
○
文
科
大
学
の
使

者
来
る
、
乃
ち
之
に
書
類
を
付
与
す
、
○
「
士
師
記
」
を
読
む
、
○
「
国

民
道
徳
概
論
」
二
百
部
の
奥
附
を
三
省
堂
に
付
与
す
、
○
文
科
大
学
、

冨
岡
永
馬
、
木
村
金
之
助
、
山
口
龍
藏
よ
り
来
状
、
○
午
后
「
士
師
記
」

を
読
む
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
床
屋
に
赴
く
、
○

「
大
国
民
」
を
読
む
、
○
「
鼠
璞
十
種
」（
第
二
）
を
送
来
る
、
○
島

本
愛
之
助
よ
り
来
状
、

廿
九
日
、
午
前
、
雨
天
、
有
風
、
松
山
直
藏
、
大
倉
書
店
及
び
六
盟
館
よ

り
来
状
、
○
益
之
進
よ
り
縫
子
に
来
状
、
○
「
士
師
記
」
を
読
了
す
、

○
書
状
を
藤
田
定
市
及
び
山
口
察
常
に
送
る
、
○
「
大
国
民
」
を
読
む
、

○
製
本
屋
来
る
、
○
書
状
を
木
村
金
之
助
に
送
る
、
○
午
后
、「
国
民

道
徳
概
論
」
を
訂
正
す
、
○
書
状
を
柴
田
義
教
に
送
る
、
○
深
作
安
文

よ
り
来
状
、
○
小
中
村
清
名
、
菓
物
壱
籠
を
携
来
る
、
○
夜
、
風
雨
険

悪
、
○
「
国
民
道
徳
概
論
」
を
訂
正
す
、

三
十
日
、
午
前
、
曇
天
、
深
作
安
文
よ
り
「
国
民
道
徳
要
義
」
を
送
来
る
、

○
村
川
繁
太
郎
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
鈴
木
栄
弥
及
び
深
作
安
文
に
送

る
、
○
得
能
文
、
堀
内
尚
同
来
る
、
○
中
熊
直
喜
よ
り
来
状
、
○
縫
子
、

大
久
保
に
赴
く
、
○
午
后
、
雑
誌
類
を
整
理
す
、
○
計
見
東
山
、
阿
部

莊
二
、三
宅
秔
一
、
仝
安
子
来
る
、
○
「
路
得
記
」
及
び
「
丁
酉
倫
理
」

を
読
む
、
○
岩
﨑
歌
郎
よ
り
来
状
、
○
夜
、
藤
田
季
莊
、
伊
藤
吉
之
助

来
る
、
○
松
田
孫
治
郎
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
製
本
屋
来
る
、

丗
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
渡
邊
貞
五
郎
及
び
浩
々
居
よ
り
来
状
、
○
書
状

を
竹
内
康
二
に
送
る
、
○
「
東
亜
の
光
」（
十
一
の
八
）
成
る
、
○
湯

島
切
通
の
南
山
堂
に
赴
き
、
尋
い
で
芳
賀
矢
一
、
田
代
義
德
、
岡
田
和

一
郎
、
仝
和
子
の
洋
行
を
送
る
為
に
東
京
駅
に
赴
く
、
○
石
黒
忠
悳
、

エ
リ
シ
エ
フ
、
福
原
繚
次
郎
、
濵
尾
新
、
隈
川
宗
雄
等
と
会
談
す
、
○

午
后
、
三
浦
謹
之
助
、
三
宅
鑛
一
及
び
其
家
族
と
中
央
亭
に
会
食
す
、

○
不
在
中
岩
井
勇
藏
及
び
小
中
村
清
名
来
る
、
○
修
養
団
よ
り
水
蜜
壱
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籠
を
送
来
る
、
○
南
山
堂
よ
り
「
精
神
病
学
集
要
」
及
び
松
本
高
三
郎

の
「
精
神
病
学
」
を
送
来
る
、
○
「
精
神
病
学
集
要
」
を
読
む
、
○
夜
、

吉
田
熊
次
宅
に
赴
く
、
三
宅
鑛
一
亦
来
る
、

八
月

一
日
、
午
前
、
晴
天
、
岡
野
義
三
郎
、
芳
賀
矢
一
よ
り
来
状
、
○
岩
井
勇

藏
、
森
良
三
郎
来
る
、
○
上
田
恭
輔
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
野

井
槙
太
郎
よ
り
来
状
、
○
竹
内
康
二
来
る
、
○
江
戸
川
方
面
に
赴
き
、

盆
栽
を
求
め
て
帰
る
、
○
金
原
善
三
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
書
状
を

井
上
正
勝
及
び
蓮
沼
門
三
に
送
る
、
○
吉
田
熊
次
、
三
宅
鑛
一
来
る
、

○
「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○
遠
山
政
三
、
西
澤
冨
則
、
中
城
陟
、

山
口
龍
藏
よ
り
来
状
、
○
夜
、
書
状
を
遠
山
政
三
及
び
中
城
陟
に
送
る
、

○
「
夏
休
を
何
と
す
る

1

1

1

1

1

1

1

」
青
年
雑
誌
に
出
づ
、

二
日
、
午
前
、
晴
天
、
一
〇
、一
〇
東
京
駅
出
発
、
渡
邊
世
祐
及
び
其
他

と
汽
車
中
に
会
談
す
、
○
午
后
、
二
、一
一
御
殿
場
着
、
直
に
別
荘
に

赴
く
、
○
小
宮
山
源
太
郎
来
る
、
○
留
守
宅
青
柳
嚴
雄
、
鈴
木
三
重
吉
、

吉
利
純
、
征
矢
野
晃
雄
等
よ
り
来
状
、
○
中
城
陟
来
る
、
○
有
馬
祐
政

の
使
者
、
菓
子
壱
箱
を
携
来
る
、
○
栢
原
文
太
郎
、
吉
田
熊
次
、
村
松

清
陰
来
る
、
○
大
学
よ
り
「
大
日
本
史
料
」
を
送
来
る
、

三
日
、
午
前
、
晴
天
、
小
宮
山
源
太
郎
父
子
来
る
、
○
午
后
、
三
、一
九

御
殿
場
出
発
、「
東
亜
の
光
」
を
読
む
、
○
六
、五
五
東
京
駅
着
、
○
夜
、

休
養
、
○
此
日
、
吉
田
静
致
、
柴
田
義
教
、
松
浦
一
等
よ
り
来
状
、
○

小
雨
、
○
深
作
安
文
、
竹
林
規
矩
夫
よ
り
来
状
、
○
遠
藤
隆
吉
よ
り
「
日

本
国
粋
全
書
」（
第
三
輯
）
を
送
来
る
、
○
此
頃
、
宣
光
有
病
、

四
日
、
午
前
、
晴
天
、
川
越
守
男
よ
り
来
状
、
羽
塲
順
承
、
村
松
清
陰
、

島
本
愛
之
助
来
る
、
○
「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○
阿
部
重
孝
、
横

田
郷
助
よ
り
来
状
、
○
午
后
、「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○
樋
口
龍

峡
よ
り
来
状
、
○
修
養
団
よ
り
電
報
来
る
、
○
書
状
を
兒
玉
実
德
及
び

中
城
陟
に
送
る
、
○
加
藤
玄
智
、
原
安
三
郎
よ
り
来
状
、
○
九
段
方
面

に
赴
き
、
錦
華
鳥
二
羽
を
買
求
む
、
○
夜
、
鹿
島
增
藏
よ
り
来
状
、
○

書
状
を
鹿
島
增
藏
に
送
る
、
○
小
雨
、
○
原
稿
を
訂
正
す
、
○
此
日
、

植
木
屋
来
る
、

五
日
、
午
前
、
半
晴
、
山
﨑
亀
太
郎
、
蓮
沼
門
三
、
笹
倉
新
治
、
藤
田
季

莊
、
上
岡
市
太
郎
、
四
宮
兼
之
よ
り
来
状
、
○
有
馬
祐
政
、
中
城
陟
、

神
戸
清
来
る
、
○
燕
䑓
風
雅
等
凡
そ
拾
壱
部
を
松
山
堂
よ
り
購
入
す
、

○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○
午
后
、「
仏
教
大
辞
典
」
の
序
を

草
す
、
○
若
木
貞
一
来
る
、
○
大
倉
書
店
員
来
る
、
乃
ち
之
に
「
仏
教

大
辞
典
」
の
序
を
付
与
す
、
○
「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○
五
味
亮

太
来
る
、
○
夜
、「
東
亜
の
光
」
を
読
む
、
○
妹
尾
勇
吉
よ
り
来
状
、

六
日
、
午
前
、
半
晴
、
栗
林
己
巳
藏
よ
り
来
状
、
○
村
澤
喜
代
人
代
理
中

島
壽
及
び
森
良
三
郎
来
る
、○
米
国
政
府
は
丁
抹
よ
り
西
印
度
諸
島（
セ

ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
、
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ズ
及
び
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
）
を

二
千
五
百
万
弗
に
て
購
入
せ
り
と
の
報
あ
り
、
○
堀
内
尚
同
、
菓
子
壱

箱
を
携
来
る
、
○
田
中
三
津
男
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
神
戸
清
及
び
五

味
亮
太
に
送
る
、
○
原
稿
と
写
真
と
を
羽
塲
順
承
に
付
与
す
、
○
午
后
、

陰
晴
不
定
、「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○
片
岡
久
太
郎
、
其
長
男
を

拉
し
て
来
る
、
○
「
学
生
宝
鑑
」
を
訂
正
す
、
○
夜
、
江
部
淳
夫
よ
り

来
状
、
○
「
歴
史
地
理
」
を
読
む
、
○
修
養
団
よ
り
来
状
、

七
日
、
午
前
、
晴
天
、
吉
田
熊
次
夫
妻
及
び
藤
田
季
莊
よ
り
来
状
、
○
「
撤
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母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、
○
書
斎
を
整
理
す
、
○
雑

誌
類
を
読
む
、
○
濵
家
熊
雄
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
雷
鳴
、
縫
子
、
御

殿
場
別
荘
に
赴
く
、
○
修
養
団
よ
り
電
報
来
る
、
○
金
港
堂
員
櫛
引
成

太
来
る
、
○Plato, Phaedo

を
読
む
、
○
夜
、
庵
谷
盛
太
郎
よ
り
「
選

挙
之
革
正
」
を
送
来
る
、
○
「
学
生
宝
鑑
」
を
訂
正
す
、
○Plato, 

Phaedo

を
読
む
、

八
日
、
午
前
、
半
晴
、
原
田
為
市
及
び
鹿
島
增
藏
よ
り
来
状
、
○
中
島
壽
、

山
田
次
郎
吉
、
井
上
成
美
来
る
、
○
海
軍
大
将
男
爵
上
村
彦
之
丞
昨
日

逝
く
の
報
あ
り
、
享
年
六
十
八
、
○
「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○
午
后
、

引
続
き
「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○
雑
誌
類
を
読
む
、
○
「
菜
根
譚
」

を
読
む
、
○
運
動
に
大
塚
方
面
に
出
づ
、
○
松
尾
円
治
よ
り
来
状
、
○

地
震
、
○
夜
、Plato, Phaedo

を
読
了
す
、
○
「
続
日
本
記
」
を
読
む
、

○
文
部
省
及
び
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
植
木
屋
来
る
、

九
日
、
午
前
、
雨
天
、
大
倉
書
店
及
び
神
戸
清
よ
り
来
状
、
○
「
撤
母
耳

前
書
」
を
読
む
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
及
び
神
戸
清
に
送
る
、
○
校

正
を
大
倉
書
店
に
送
る
、
○
半
晴
と
な
る
、
○
「
続
日
本
記
」
を
読
む
、

○
書
状
を
鹿
島
增
藏
に
送
る
、
○
六
合
雑
誌
社
よ
り
来
状
、
○
午
后
、

陰
晴
不
定
、
書
斎
の
整
理
を
な
す
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
書
状
を
松
山

堂
に
送
る
、
○
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
夜
、
石
橋
智
信
よ
り
来
状
、
○
鹿

島
增
藏
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○Plato, Protagoras

を
読
む
、
○
歯
痛
を
患
ふ
、
○
夜
半
雷
鳴
、
○
此
日
、
竹
内
康
二
来
る
、

十
日
、
午
前
、
陰
晴
不
定
、
井
上
縫
子
、
大
野
太
衞
、
田
中
義
能
、
よ
り

来
状
、
○
齋
藤
阿
具
よ
り
書
状
と
印
刷
物
と
を
送
来
る
、
○
書
状
を
縫

子
及
び
齋
藤
阿
具
に
送
る
、
○
高
野
敬
錄
来
る
、
○Plato, Protagoras

を
読
む
、
○
雷
雨
、
○
兒
玉
実
德
よ
り
来
状
、
○
午
后
、「
撤
母
耳
前
書
」

を
読
む
、
○
中
城
陟
よ
り
来
状
、
○
井
川
作
之
助
、
朝
比
奈
知
泉
の
紹

介
状
を
携
来
る
、
○
「
退
食
閒
話
」
及
び
「
続
日
本
記
」
を
読
む
、
○
夜
、

「
正
蒙
」
を
読
む
、
○
縫
子
、
御
殿
場
よ
り
帰
来
る
、

十
一
日
、
午
前
、
曇
天
、
有
風
、
吉
田
豊
吉
、
高
野
敬
錄
来
る
、
○
大
学

の
歯
科
に
赴
く
、
○
不
在
中
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
「
撤
母
耳
前
書
」

を
読
む
、
○
松
山
堂
よ
り
「
帝
範
臣
軌
」
外
二
三
書
類
を
送
来
る
、
○

午
后
、
引
続
き
「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○Plato, 

Protagoras

を
読
む
、
○
運
動
に
西
大
久
保
方
面
に
赴
く
、
○
不
在
中
修
養
団
員
来

る
、
○
夜
、
野
田
義
夫
及
び
北
尾
日
大
よ
り
来
状
、
○
「
正
蒙
」
を
読

了
り
て
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、
○
雨
、
○
「
国
民
道
徳
研
究
の
必
要

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」

丁
酉
倫
理
に
出
づ
、

十
二
日
、
午
前
、
曇
天
、
大
学
の
歯
科
に
赴
く
、
○
山
口
察
常
来
る
、
○

「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
む
、
○
不
在
中
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
阿
部
維

巖
及
び
山
上
佐
平
次
よ
り
来
状
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、
○
午
后
、

書
状
を
中
島
德
藏
及
び
木
村
来
太
郎
に
送
る
、
○
修
養
団
員
来
る
、
○

島
本
愛
之
助
来
る
、
乃
ち
之
に
高
橋
龍
雄
の
原
稿
を
付
与
す
、
○
村
澤

悦
雄
よ
り
来
状
、
○
文
学
士
村
澤
喜
代
人
逝
く
、
○
運
動
に
巣
鴨
方
面

に
赴
く
、
○
伊
藤
秀
吉
、
人
を
遣
は
し
て
、
御
礼
を
送
来
る
、
○
夜
、

一
文
を
草
し
て
富
士
山
下
の
修
養
団
講
習
会
に
送
る
、
○
「
一
夫
一
婦

1

1

1

1

の
道

1

1

」
廓
清
に
出
づ
、
○
雨
、

十
三
日
、
午
前
、
曇
天
、
有
風
、
修
養
団
よ
り
来
状
、
○
高
野
敬
錄
来
る
、

乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
「
撤
母
耳
前
書
」
を
読
了
す
、
○
「
象

山
語
録
」
を
読
む
、
○
「
帝
範
臣
軌
」
及
び
「
公
羊
穀
梁
」
二
伝
を
購
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入
す
、
○
堀
内
尚
同
来
る
、
○
午
后
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
高
野
敬
錄

の
筆
記
を
訂
正
す
、
○
吉
田
豊
吉
及
び
八
田
三
喜
よ
り
来
状
、
○
伊
藤

秀
吉
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、

○
夜
、
原
稿
を
中
央
公
論
社
の
使
者
に
付
与
す
、
○
書
状
を
島
本
愛
之

助
に
送
る
、
○
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○
雨
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
有
風
、
入
澤
宗
壽
、
菓
子
壱
箱
を
携
来
る
、
○

大
学
の
歯
科
に
赴
く
、
○
伊
藤
秀
吉
よ
り
筆
記
来
る
、
○
綿
貫
哲
雄
よ

り
来
状
、
○
大
倉
書
店
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
大
倉
書
店
に
送
る
、

○
税
務
署
よ
り
所
得
税
通
知
書
来
る
、
○
午
后
、
一
、四
〇
東
京
駅
出

発
、
車
中
廣
池
千
九
郎
と
会
談
す
、
○
五
、四
二
御
殿
場
着
、
直
に
別

荘
に
赴
く
、
○
夜
、
休
養
、
○
月
色
如
昼
、
児
女
大
に
庭
園
に
遊
ぶ
、

十
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
「
東
亜
の
光
」
を
読
む
、

○
午
后
、「
東
亜
の
光
」
を
読
む
、
○
書
状
を
縫
子
及
び
島
本
愛
之
助

に
送
る
、
○
原
稿
を
伊
藤
秀
吉
に
送
る
、
○
天
曇
る
、
○
児
輩
を
拉
し

て
山
野
の
間
に
逍
遥
す
、
○
歯
痛
少
し
く
軽
快
、
○
夜
、
休
養
、
○
夜
、

歯
痛
又
起
る
、
○
留
守
宅
鹿
島
增
藏
、
橋
本
文
壽
、
森
山
章
之
丞
、
澁

澤
栄
一
、
よ
り
来
状
、
○
鹿
島
增
藏
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
岩
井
勇

藏
来
る
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
山
﨑
亀
太
郎
、
山
出
半
次
郎
来
る
、
○
一
、

五
〇
御
殿
場
出
発
、
○
午
后
、
一
、五
〇
東
京
駅
着
、
○
歯
科
医
門
石

に
駿
河
台
に
赴
く
、
○
塙
任
よ
り
来
状
、
○
文
部
省
よ
り
印
刷
物
を
送

来
る
、
○
夜
、
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○
歯
痛
の
為
に
休
養
、

○
此
日
、
竹
本
長
吉
来
る
、

十
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
修
養
団
よ
り
来
状
、
○
「
撤
母
耳
後
書
」
を
読

む
、
○
宮
本
和
吉
来
る
、
○
蓮
沼
門
三
よ
り
来
状
、
○
「
象
山
語
録
」

を
読
む
、
○
午
后
、
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
大
倉
書
店
よ
り
校
正
来

る
、
○
校
正
を
大
倉
書
店
に
送
る
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
結
婚
と
両
性

問
題
」
を
送
来
る
、
○
「
象
山
語
録
」
及
び
「
画
聖
雲
舟
」
を
読
む
、

○
夜
、「
画
聖
雲
舟
」
を
読
む
、
○
「
続
日
本
記
」
を
読
む
、
○
歯
痛

軽
快
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、「
撤
母
耳
後
書
」
を
読
む
、
○
宮
本
和
吉
来
る
、

○
大
文
館
よ
り
写
真
を
返
来
る
、
○
「
続
日
本
記
」
を
読
む
、
○
午
后
、

「
続
日
本
紀
」
を
読
む
、
○
柏
原
文
太
郎
来
る
、
○
中
村
孝
也
よ
り
来

状
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、
○
夜
、
原

稿
を
訂
正
す
、
○
正
勝
、
御
殿
場
よ
り
帰
る
、
○
原
稿
を
同
文
館
に
送

る
、○
吉
田
豊
吉
よ
り
来
状
、○
此
日
、「
日
本
経
済
叢
書
」を
送
来
る
、

十
九
日
、
午
前
、
雨
天
、
伊
藤
常
次
郎
、
市
川
喜
七
よ
り
来
状
、
○
「
撤

母
耳
後
書
」
を
読
む
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
井
上
俊
雄
よ
り
来

状
、
○
午
后
、
十
時
彌
来
る
、
○
「
撤
母
耳
後
書
」
を
読
む
、
○
「
続

日
本
記
」
を
読
む
、
○
縫
子
、
菓
子
壱
箱
を
携
へ
て
十
時
弥
宅
に
赴
く
、

○
「
近
思
録
解
題
」
を
訂
正
し
て
之
を
冨
山
房
に
送
る
、
○
夜
、
加
地

国
平
来
る
、
○
小
林
正
策
よ
り
来
状
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、
○

此
日
、
篠
田
義
信
よ
り
来
状
、

二
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
宮
﨑
道
正
の
訃
報
来
る
、
○
「
撤
母
耳
後
書
」

を
読
む
、
○
岩
橋
遵
成
来
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
帰
途
小
山
良

子
と
会
談
す
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○
午
后
、

珍
書
同
好
会
よ
り
「
紅
毛
天
地
二
図
贅
説
」
を
送
来
る
、
○
「
象
山
語

録
」
を
読
む
、
○
書
状
を
水
野
鍊
太
郎
及
び
田
所
美
治
に
送
る
、
○
運
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動
に
大
塚
方
面
に
出
づ
、
○
夜
、
高
橋
穰
よ
り
来
状
、
○Bergson, 

M
atter and M

em
ory

を
読
む
、
○Platon, Protagoras

及
び
「
礼

器
」
を
読
む
、

廿
一
日
、
午
前
、
曇
天
、
吉
田
修
夫
よ
り
来
状
、
○
冨
山
房
員
来
る
、
○

「
撤
母
耳
後
書
」
を
読
む
、
○
「
華
厳
経
」
を
読
む
、
○
歯
科
医
門
石

に
赴
く
、
○
不
在
中
遠
藤
隆
吉
来
る
、
○
深
作
安
文
、
大
峡
秀
栄
よ
り

来
状
、
○H

enri Bergson, M
atter and M

em
ory

を
読
む
、
○
午

后
、
岩
井
勇
藏
、
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
文
部
省
よ
り
検
定
答
案
来
る
、

○
引
続
きBergson, M

atter and M
em
ory

を
読
む
、
○
小
山
良
子

よ
り
漬
物
を
送
来
る
、
○
検
定
答
案
を
読
む
、
○
夜
、
検
定
答
案
を
読

む
、
○Plato, Protagoras

を
読
む
、
○
「
華
厳
経
」
及
び
「
郊
特
性
」

を
読
む
、
○
愛
知
県
知
事
松
井
茂
よ
り
来
状
、

廿
二
日
、
午
前
、
雨
天
、H

enry Clifford Stuart 
よ
りA

 Prophet 
in his ow

n Country

を
送
来
る
、
○
「
撤
母
耳
後
書
」
を
読
了
す
、

○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
「
列
王
紀
略
上
」
を
読
む
、
○
「
華
厳
経
」

を
読
む
、
○
午
后
、H

enri Bergson, M
atter and M

em
ory

を
読

む
、
○
「
日
本
大
蔵
経
」
を
送
来
る
、
○
修
養
団
よ
り
来
状
、
○
「
喪

服
小
記
」
を
読
む
、
○
夜
、「
喪
服
小
記
」
を
読
了
す
、
○H

arald 
H
öffding, 

M
odern 

Philosophers

を
読
む
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り

来
状
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、
○
此
日
、
阿
部
維
巖
、
別
荘
に
来

訪
す
、

廿
三
日
、
午
前
、
雨
天
、「
列
王
紀
略
上
」
を
読
む
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
大

学
に
遣
は
す
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
雨
歇
む
、
○
午
后
、
雨

天
、「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
常
盤
大
定
よ
り
来
状
、
○
原
稿
を
日

清
印
刷
に
送
る
、
○
「
日
本
国
粋
全
書
」（
第
十
輯
）
を
送
来
る
、
○

手
塚
光
貴
よ
り
来
状
、
○
「
儒
教
の
女
性
観

1

1

1

1

1

1

」
婦
人
公
論
に
出
づ
、
○

「
大
伝
」
を
読
む
、
○
夜
、「
少
儀
」
を
読
了
す
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、

○
益
之
進
、
高
子
、
御
殿
場
別
荘
よ
り
帰
来
る
、
○
阿
部
維
巖
よ
り
椎

茸
を
、
加
藤
玄
智
よ
り
菓
子
を
送
来
る
、
○
東
山
別
荘
の
写
真
、
淑
女

画
報
に
出
づ
、
○H

öffding, M
odern Philosophers

を
読
む
、

廿
四
日
、
午
前
、
曇
天
、
阿
部
維
巖
、
小
林
正
策
等
よ
り
来
状
、
○
押
田

よ
の
来
る
、
○
「
列
王
紀
略
上
」
を
読
む
、
○
「
神
学
之
研
究
」
を
送

来
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
天
霽
る
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読

む
、
○
午
后
、
晴
天
、
書
状
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、
○
增
田
惟
茂
、

渡
邊
徹
来
る
、
○
「
楽
記
」
を
読
む
、
○
日
清
印
刷
よ
り
「
東
亜
の
光
」

口
絵
来
る
、
○
「
東
亜
の
光
」
口
絵
解
題
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
書

状
を
山
﨑
亀
太
郎
及
び
小
宮
山
源
太
郎
に
送
る
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り

報
告
書
来
る
、
○
夜
、「
楽
記
」
を
読
む
、
○
「
続
日
本
紀
」
を
読
む
、

廿
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
西
山
全
太
郎
、
旭
野
晃
、
及
び
谷
地
図
書
館
よ

り
来
状
、
豊
田
臻
、
島
本
愛
之
助
、
西
洞
道
野
、
堀
内
尚
同
来
る
、
○

「
列
王
紀
略
上
」
及
び
「
楽
記
」
を
読
む
、
○
午
后
、
曇
天
、「
楽
記
」

を
読
了
す
、
○
書
状
を
岡
野
義
三
郎
、
横
田
郷
助
、
上
岡
市
太
郎
、
笹

倉
新
治
、
中
熊
直
喜
、
吉
田
静
致
、
西
澤
冨
則
、
松
浦
一
、
田
中
義
能
、

野
田
義
夫
、
高
橋
穰
、
原
田
為
市
に
送
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、

○
多
木
悦
造
よ
り
来
状
、
○
「
華
厳
経
」
を
読
む
、
○
遠
雷
、
○
夜
、

島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
日

清
印
刷
に
送
る
、
○
書
状
を
栗
林
己
巳
藏
、
八
木
光
貫
、
新
保
德
壽
、

多
木
悦
造
、
江
部
淳
夫
、
冨
岡
永
馬
、
吉
田
修
夫
、
石
橋
智
信
、
松
山
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直
藏
、
小
澤
錦
十
郎
、
橋
本
文
壽
、
深
作
安
文
に
送
る
、
○

H
öffding, M

odern Philosophers

を
読
む
、

廿
六
日
、
午
前
、
曇
天
、
大
日
本
雄
弁
会
よ
り
来
状
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
東

海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
「
列
王
紀
略
上
」
を
読
む
、
○
書
状
を
鈴
木
俊

行
、
加
藤
玄
智
、
竹
林
規
矩
夫
、
亀
谷
聖
馨
、
松
田
孫
四
郎
に
送
る
、

○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
吉
川
た
み
、
縫
子
に
来
訪
す
、
○
「
象
山

語
録
」
を
読
む
、
○
縫
子
、
小
包
を
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○
午
后
、「
象

山
語
録
」
を
読
む
、
○
書
状
を
吉
利
純
、
綿
貫
哲
雄
、
濵
家
熊
雄
、
阿

部
維
巖
、
大
峡
秀
栄
、
青
柳
嚴
雄
に
送
る
、
○
上
野
彦
松
来
る
、
○
「
国

民
道
徳
概
論
」
を
訂
正
す
、
○
「
祭
法
」
を
読
む
、
○
山
本
誠
兵
衞
よ

り
来
状
、
○
講
和
大
要
、
仙
台
県
立
高
等
女
学
校
「
友
の
栞
」
に
出
づ
、

○
夜
、「
祭
義
」
を
読
む
、
○
書
状
を
山
﨑
貞
一
郎
に
送
る
、
○
「
続

日
本
紀
」
を
読
む
、

廿
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
旅
行
中
の
吉
田
熊
次
よ
り
来
状
、
○
「
江
戸
時

代
文
芸
資
料
」（
第
二
）
を
送
来
る
、
○
高
木
武
、
堀
謙
德
、
竹
本
長

吉
等
来
る
、
○
「
列
王
紀
略
上
」
を
読
む
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
葡
萄

壱
籠
を
送
来
る
、
○
縫
子
、
益
之
進
を
拉
し
て
神
田
の
医
師
に
赴
く
、

○
「
祭
義
」
を
読
む
、
○
午
后
「
祭
義
」
を
読
了
し
、
更
に
「
祭
統
」

を
読
む
、
○
書
状
を
遠
藤
隆
吉
に
送
る
、
○
「
国
民
道
徳
概
論
」
を
訂

正
す
、
○
運
動
に
大
塚
方
面
に
出
づ
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、
○

勇
雄
病
あ
り
、
渡
邊
真
来
診
す
、
○
不
在
中
製
本
屋
来
る
、
○
夜
、
河

井
朝
雄
よ
り
来
状
、
○H

öffding, M
odern Philosophers

を
読
む
、

○
川
田
銕
彌
、
使
者
を
遣
は
し
、
書
状
を
送
来
る
、
○
「
華
厳
経
」
を

読
む
、

廿
八
日
、
午
前
、
晴
天
、「
列
王
紀
略
上
」
を
読
む
、
○
川
田
銕
弥
の
漢

文
を
添
削
す
、
○
「
象
山
語
録
」
及
び
「
楽
統
」
を
読
む
、
○
山
﨑
亀

太
郎
よ
り
来
状
、
○
地
震
、
○
午
后
、
川
田
銕
弥
、
岩
井
勇
藏
来
る
、

○
「
経
解
」
を
読
了
す
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
「
国
民
道
徳
と

基
督
教
」
を
読
む
、
○
勇
雄
軽
快
、
○
夜
、「
国
民
道
徳
と
基
督
教
」

を
読
む
、
○H

öffding, M
odern Philosophers

を
読
む
、
○
文
科

大
学
よ
り
来
状
、

廿
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
貝
原
謙
及
び
栗
原
英
之
助
よ
り
来
状
、
○
羅
馬

尼
、
墺
洪
国
に
対
し
て
二
十
七
日
宣
戦
を
布
告
し
た
り
と
の
報
あ
り
、

○
林
勃
爾
来
る
、
○
縫
子
、
吉
田
宅
に
赴
く
、
○
書
状
を
野
上
俊
夫
に

送
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
「
列
王
紀
略
上
」
を
読
む
、
○
午

后
、
大
に
書
庫
内
を
整
理
す
、
○
夜
、
岩
橋
遵
成
の
送
別
会
に
上
野
精

養
軒
に
赴
く
、
鈴
木
三
重
吉
、
中
川
謙
二
郎
、
淺
野
利
三
郎
、
清
水
平

一
郎
、
加
藤
久
米
四
郎
、
泉
道
雄
、
遠
藤
隆
吉
、
宇
野
哲
人
、
服
部
宇

之
吉
等
と
会
談
す
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、
○
此
日
、
御
殿
場
番

人
よ
り
野
菜
を
送
来
る
、

三
十
日
、
午
前
、
大
日
本
学
術
協
会
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
大
文
館
よ

り
校
正
を
送
来
る
、
○
校
正
を
大
文
館
に
送
る
、
○
押
田
よ
の
来
る
、

○
「
列
王
紀
略
上
」
を
読
了
す
、
○
岩
橋
遵
成
送
別
の
詩
を
作
る
、
曰

く
、
満
月
風
光
天
地
秋
。
孤
身
好
向
崎
陽
游
。
商
家
徳
育
今
尤
切
。
功

績
当
期
第
一
流
。
○
午
后
、
書
状
を
岩
橋
遵
成
に
、
原
稿
を
神
道
出
雲

教
本
院
に
送
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
「
陽
明
学
真
髄
」
を
読

む
、
○
大
倉
書
店
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
大
倉
書
店
に
送
る
、
○

大
東
京
社
よ
り
来
状
、
○
「
欧
州
大
戦
と
国
民
道
徳

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
帝
国
文
学
に
出
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づ
、
○
夜
、「
象
山
語
録
」
及
び
「
哀
公
問
」
を
読
む
、
○H

öffding, 
M
odern Philosophers

を
読
む
、
○
有
風
、

丗
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
大
久
保
高
明
来
る
、
○
縫
子
、
益
之
進
を
拉
し

て
神
田
の
医
士
に
赴
く
、
○
日
清
印
刷
よ
り
「
東
亜
の
光
」
十
部
を
送

来
る
、
○
「
東
亜
の
光
」（
十
一
の
九
）
成
る
、
○
書
状
を
谷
地
図
書

館
及
び
石
越
図
書
館
に
送
る
、
○
午
后
、「
儒
行
篇
」
を
読
む
、
○
大

倉
書
店
よ
り
印
税
を
送
来
る
、
○
「
列
王
紀
略
下
」
を
読
む
、
○
歯
科

医
門
石
に
赴
く
、
○
川
田
銕
弥
よ
り
乾
葡
萄
と
書
状
と
を
送
来
る
、
○

書
状
を
川
田
銕
弥
に
送
る
、
○
峯
間
信
吉
、
国
友
德
芳
よ
り
来
状
、
○

夜
、T

heodor Fechner, U
eber die Seelenfrage

及
び
「
や
ま
と

心
」
を
読
む
、

九
月

一
日
、
午
前
、
晴
天
、
阿
部
維
巖
、
山
﨑
亀
太
郎
、
及
び
其
他
よ
り
来
状
、

○
大
倉
書
店
よ
り
校
正
来
る
、
○
校
正
を
大
倉
書
店
に
送
る
、
○
十
時

彌
よ
り
来
状
、
大
久
保
高
明
よ
り
「
牛
」
及
び
「
紐
育
市
内
外
の
地
所
」

を
送
来
る
、
○
長
谷
川
文
明
、
森
良
三
郎
来
る
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
三
井

銀
行
に
遣
は
す
、
○
書
状
を
同
文
館
及
び
川
田
銕
弥
に
送
る
、
○
「
列

王
紀
略
下
」を
読
む
、○
島
本
愛
之
助
来
る
、○
午
后
、「
列
王
紀
略
下
」

を
読
む
、
○
星
岩
治
来
る
、
不
遇
、
○
「
冠
義
」
及
び
「
昏
義
」
を
読

む
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
書
状
を
長
谷
川
福
平
に

送
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
「
象
山
語
録
」
を
読
む
、
○
製
本

屋
来
る
、
○
野
中
元
三
郎
よ
り
来
状
、
○
夜
、
吉
田
熊
次
夫
妻
来
る
、

○Plato, Proto マ
マgoras

を
読
了
す
、
○
神
田
左
京
よ
り
来
状
、
○
「
華

厳
経
」
を
読
む
、
○
深
夜
、
地
震
、

二
日
、
午
前
、
晴
天
、
本
化
日
將
よ
り
来
状
、
○
「
列
王
紀
略
下
」
を
読

む
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
神
田
の
書
肆
に
立
寄
り
て
法
帖
三
と

三
体
広
千
字
文
と
を
買
求
む
、
○
不
在
中
得
能
文
妻
来
る
、
○
在
秋
田

高
島
平
三
郎
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
高
橋
里
美
、
宇
野
哲
人
来
る
、
○

揮
毫
、
○
「
列
王
紀
略
下
」
を
読
む
、
○
書
状
を
貝
原
謙
に
送
る
、
○

中
央
公
論
社
よ
り
使
者
来
る
、
○
「
郷
飲
酒
義
」
を
読
む
、
○
夜
、「
郷

飲
酒
義
」
を
読
む
、
○
雑
誌
「
大
国
民
」
を
読
む
、

三
日
、
午
前
、
雨
天
、
岸
田
蒔
夫
、
山
﨑
貞
一
郎
、
蓮
沼
門
三
、
清
水
文

弥
及
び
乃
木
会
、
興
学
会
よ
り
来
状
、
○
岩
橋
遵
成
、
塩
谷
溫
来
る
、

○
「
列
王
紀
略
下
」
及
び
「
射
義
」
を
読
む
、
○
山
﨑
直
方
来
る
、
○

福
原
鐐
二
郎
及
び
石
越
記
念
図
書
館
よ
り
来
状
、○
午
后
、「
象
山
語
録
」

を
読
了
す
、
○
揮
毫
、
○
益
之
進
を
拉
し
て
運
動
に
大
塚
方
面
に
出
づ
、

○
「
二
程
全
書
」
を
読
む
、
○
不
在
中
製
本
屋
来
る
、
○
夜
、
書
状
を

金
龍
寺
の
藤
﨑
禪
智
に
送
る
、
○H

öffding, M
odern Philosophers

を
読
む
、
○
「
二
程
全
書
」
を
読
む
、
○
此
日
、
山
内
計
作
来
る
、

四
日
、
午
前
、
晴
天
、
谷
地
図
書
館
よ
り
来
状
、
○
「
列
王
紀
略
下
」
を

読
む
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
午
后
、
岩
井
勇
藏
、
小マ

宮マ

源
太
郎

来
る
、「
燕
義
」
を
読
む
、
○
姉
﨑
益
子
、
小
児
三
人
を
拉
し
て
来
る
、

○
「
聘
義
」
を
読
む
、
○
書
状
を
中
城
陟
に
送
る
、
○Bergson, 

M
atter and M

em
ory

を
読
む
、○
夜
、吉
田
熊
次
宅
に
赴
く
、○「
二

程
全
書
」
を
読
む
、
○
「
中
学
漢
文
」
を
訂
正
す
、

五
日
、
午
前
、
晴
天
、
深
作
安
文
よ
り
来
状
、
○
「
列
王
紀
略
下
」
を
読

む
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
第
三
号
借
屋
人
中
野
林
藏
去
る
、
○
「
喪
服

四
制
」
を
読
む
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
有
風
、
○
大
野
太
衞
よ
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り
来
状
、
○
「
師
範
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
晩
成
処
に
付
与
す
、
○

午
后
、
塚
本
い
の
子
、
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
喜
田
貞
吉
の
「
肥
人
考
」

を
読
む
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○
「
中
学
漢
文
」
を
訂
正

す
、
○
夜
、
布
川
孫
市
よ
り
来
状
、
○
「
中
学
漢
文
」
を
訂
正
す
、
○

遠
雷
、
○Bergson, M

atter and M
em
ory

及
びK

uno Fischer, 
Leibniz und seine Schule

を
読
む
、
○
重
田
定
一
よ
り
来
状
、

六
日
、
午
前
、
半
晴
、
山
田
準
よ
り
来
状
、
○
「
列
王
紀
略
下
」
を
読
む
、

○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
不
在
中
西
田
敬
止
来
る
、
○
桑
原
隲
藏
よ

り
「
支
那
人
の
文
弱
と
保
守
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
山
内
計
作
来
る
、

○
腎
臓
炎
の
疑
あ
り
、
渡
邊
真
来
診
す
、
○
山
田
準
よ
り
「
陽
明
学
研

究
」
及
び
「
新
納
時
升
翁
勉
強
説
及
党
弊
論
」
を
送
来
る
、
○
英
文
神

道
論
を
草
す
、
○
夜
、
引
続
き
英
文
神
道
論
を
草
す
、
○
「
二
程
全
書
」

を
読
む
、

七
日
、
午
前
、
晴
天
、
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
「
列
王
紀
略
下
」
を
読
む
、

○
入
澤
内
科
医
院
に
赴
き
、
尿
の
試
験
を
乞
ふ
、
其
結
果
腎
臓
炎

4

4

4

4

4

4

、
糖4

尿
病
共
に
痕
跡
な
き
こ
と
明
瞭
と
な
れ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
○
「
坊
記
」
を
読
む
、
○

午
后
、
書
状
を
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○
英
文
神
道
論
を
草
す
、
○
「
続

日
本
紀
」
を
読
む
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
不
在
中
文
部
省
よ
り

検
定
試
験
答
案
を
送
来
る
、
○
検
定
答
案
を
読
む
、
○
神
道
出
雲
教
院

よ
り
来
状
、
○
夜
、
検
定
答
案
を
読
む
、
○
「
続
日
本
紀
」
を
読
む
、

八
日
、
午
前
、
曇
天
、
史
学
会
事
務
所
よ
り
来
状
、
○
深
作
安
文
、
花
山

溫
飩
を
携
来
る
、
○
書
状
を
史
学
会
及
び
山
田
準
に
送
る
、
○
「
列
王

紀
略
下
」
を
読
む
、
○
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
午
后
、「
列
王
紀
略
下
」

を
読
む
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
検
定
答
案

を
読
む
、
○
夜
、
宣
光
一
年
休
学
の
願
書
を
吉
田
賢
龍
宛
に
岡
上
梁
に

送
る
、
○
検
定
答
案
を
読
む
、
○
有
終
会
よ
り
有
終
三
冊
を
送
来
る
、

○
「
神
勅
と
国
体

4

4

4

4

4

」
有
終
に
出
づ
、
○
書
状
を
服
部
宇
之
吉
に
送
る
、

九
日
、
午
前
、
晴
天
、
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎

に
送
る
、
○
「
列
王
紀
略
下
」
を
読
む
、
○
小
林
正
策
来
る
、
○
検
定

答
案
を
読
む
、
○
「
坊
記
」
を
読
む
、
○
午
后
、
検
定
答
案
を
読
む
、

○
「
表
記
」
を
読
む
、
○
友
枝
高
彦
、
木
村
儀
助
来
る
、
○
歯
科
医
門

石
に
赴
く
、
○
電
車
中
亀
井
忠
一
と
会
談
す
、
○
夜
、
検
定
答
案
を
読

む
、
○
「
続
日
本
紀
」
を
読
む
、
○
此
日
、
千
頭
清
臣
逝
く
、
享
年

六
十
一
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、

十
日
、
午
前
、
晴
天
、
小
笠
原
実
成
、
山
口
龍
藏
、
阿
部
勇
、
久
米
嵓
よ

り
来
状
、
○
伊
藤
吉
之
助
、
来
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く

4

4

4

4

4

4

4

4

、
八
月

4

4

十
六
日
以
来
二
十
四
回
施
術

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
填
金
歯
拾
枚

4

4

4

4

4

、
総
代
金
六
五
、

4

4

4

4

44

七
〇
〇

4

4

4

、
也4

、
○
不
在
中
岩
波
茂
雄
来
る
、
○
午
后
、
津
隈
亮
来
る
、

○
検
定
答
案
を
読
む
、
○
林
勃
爾
、
三
宅
秔
一
、
仝
安
子
来
る
、
○
「
列

王
紀
略
下
」
を
読
む
、
○
夜
、「
表
記
」
を
読
む
、
○
検
定
答
案
」マ
マ

を

読
む
、

十
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
有
風
、
遣
露
特
使
閑
院
大
将
宮
御
出
発
、
○
山

﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○
「
列
王
紀

略
下
」
を
読
了
り
、「
歴
代
志
略
上
」
を
読
む
、
○
千
頭
清
臣
の
訃
報

来
る
、
○
午
后
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
小
笠
原
実
成
、
押
見
龍
江
、
東

亜
協
会
々
員
と
な
る
、○
書
状
を
森
林
太
郎
及
び
中
央
新
聞
社
に
送
る
、

○
「
露
国
の
学
者
招
聘
」
に
関
す
る
談
話
、
中
外
商
業
新
報
に
出
づ
、

○
検
定
答
案
を
読
む
、
○
金
港
堂
よ
り
修
身
原
稿
一
冊
を
送
来
る
、
○
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夜
、「
表
記
」
を
読
了
す
、
○
「
人
類
学
雑
誌
」
を
読
む
、
○
岡
上
梁

よ
り
宣
光
に
電
報
来
る
、
○
検
定
答
案
を
読
む
、
○
縫
子
、
吉
田
宅
に

赴
く
、
○
稍
々
秋
冷
を
催
ふ
す
、
夜
半
月
色
如
昼
、

十
二
日
、
午
前
、
曇
天
、
小
雨
、
秦
政
治
郎
よ
り
海
魚
一
箱
と
書
状
と
を

送
来
る
、
○
御
殿
場
よ
り
野
菜
を
送
来
る
、
○
電
報
を
岡
上
梁
に
鹿
児

島
に
送
り
、
次
い
で
又
書
状
を
送
る
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
書

状
を
秦
政
治
郎
及
び
止
善
書
院
に
送
る
、
○
伊
藤
秀
吉
よ
り
使
者
を
遣

は
し
、
御
礼
を
送
来
る
、
○
検
定
答
案
を
読
む
、
○
「
雑
記
」
を
読
む
、

○
「
歴
代
志
略
上
」
を
読
む
、
○
午
后
、「
雑
記
」
を
読
む
、
○
検
定

答
案
を
読
む
、
○
小
山
鞆
繪
来
る
、
○
蓮
沼
門
三
来
る
、
不
遇
、
○
森

林
太
郎
よ
り
来
状
、○
益
之
進
を
拉
し
て
運
動
に
小
日
向
方
面
に
赴
く
、

○
夜
、
検
定
答
案
を
読
む
、
○
此
日
、
製
本
屋
来
る
、

十
三
日
、
午
前
、
雨
天
、
乃
木
大
将
祭
日
、
四
宮
兼
之
よ
り
来
状
、
○
学

習
院
に
赴
く
、
○
千
頭
清
臣
の
葬
式
に
青
山
斎
場
に
赴
く
、
穂
積
陳
重
、

中
隈
敬
藏
、
德
冨
猪
一
郎
、
○
水
野
鍊
太
郎
、
佐
々
木
忠
次
郎
等
と
会

見
す
、
○
不
在
中
淺
野
長
武
来
る
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に

赴
く
、
○
検
定
答
案
を
読
む
、
○
久
保
良
澄
よ
り
来
状
、
○
夜
、
検
定

答
案
を
読
む
、
○
「
二
程
全
書
」
及
び
「
雑
記
」
を
読
む
、

十
四
日
、
午
前
、
雨
天
、
報
あ
り
、
云
く
、
八
月
三
十
一
日
迄
の
独
軍
死

傷
数
は
三
、三
七
六
、一
三
四
人
に
し
て
其
中
八
十
萬
以
上
は
戦
死
な

り
。
○
宣
光

4

4

、
病
死
す

4

4

4

、
享
年
二
十
二

4

4

4

4

4

、
○
吉
田
熊
次
、
竹
本
長
吉
来

る
、
○
吉
田
熊
次
と
昼
餐
を
共
に
す
、
○
午
后
、
吉
川
直
治
（
警
部
補
）

と
神
林
悌
一
（
検
疫
委
員
）
来
る
、
○
「
師
範
修
身
」
二
百
部
の
奥
附

を
晩
成
処
に
付
与
す
、
○
小
宮
山
源
太
郎
来
る
、
○
帰
一
協
会
よ
り
来

状
、
○
村
上
專
精
よ
り
「
真
宗
全
史
」
と
書
状
と
を
送
来
る
、
○
森
良

三
郎
来
る
、
○
千
頭
暎
臣
よ
り
来
状
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○
電
報
を

岡
上
梁
に
送
る
、
○
峯
間
信
吉
よ
り
来
状
、
○
夜
、
宣
光
入
棺
、
○
竹

本
長
吉
を
平
田
盛
胤
宅
に
遣
は
す
、
○
宣
光
の
死
亡
通
知
を
親
戚
及
び

特
別
の
関
係
者
に
発
送
す
、○
吉
田
賢
龍
及
び
岡
上
梁
よ
り
電
報
来
る
、

○
夜
半
、
姉
﨑
正
治
来
る
、

十
五
日
、
午
前
、
半
晴
、
宣
光
死
亡
の
通
知
書
数
通
を
発
送
す
、
○
電
報

を
田
邊
唯
司
に
送
る
、
○
森
良
三
郎
、
井
上
成
実
、
姉
﨑
袖
子
、
仝
正

治
、
仝
增
子
、
井
上
波
野
、
桑
木
嚴
翼
、
松
本
亦
太
郎
、
柏
原
文
太
郎
、

島
本
愛
之
助
、
岩
井
勇
藏
、
石
橋
臥
波
、
柏
原
文
太
郎
妻
、
林
勃
爾
、

伊
藤
吉
之
助
、
宮
坂
赫マ
マ

宗
、
遠
藤
隆
吉
、
等
来
る
、
○
雑
司
ヶ
谷
共
葬

墓
地
弍
等
地
六
坪
の
使
用
券
を
金
七
八
、〇
〇
に
て
購
入
す
、
○
斯
文

学
会
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
葉
山
萬
次
郎
、
齋
藤
基
次
郎
妻
、
押
田
翼

妻
等
来
る
、
○
二
時
半
頃
出
棺
、
途
中
列
を
廃
し
、
雑
司
ヶ
谷
斎
場
に

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

赴
き

4

4

、
神
葬
を
執
行
す
、
会
葬
者
約
五
十
人

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

、
吉
田
熊
次
、
井
上
成
美
、

柏
原
文
太
郎
等
は
落
合
村
火
葬
場
に
到
る
、
○
地
震
、
○
来
弔
者
約

二
十
名
、○
香
奠
は
井
上
成
美（
一
〇
）、今
福（
二
）、濵
本
信
一（
二
）、

宮
坂
喆
宗
（
二
）、
齋
藤
省
三
（
三
）、
島
本
愛
之
助
（
一
）、
浦
谷
熊

吉
（
一
）、
姉
﨑
正
治
（
三
）、
葉
山
萬
次
郎
（
二
）、
辻
本
卯
藏
（
二
）、

桐
原
貞
吉
（
二
）、
齋
藤
精
輔
（
二
）、
日
本
百
科
大
辞
典
完
成
会
（
二
）、

田
邊
禎
夫
（
二
）、
押
田
翼
（
五
）、
一
宮
弘
人
（
一
）、
林
高
美
（
二
）、

田
邊
為
三
郎
（
三
）、
総
計
金
四
七
、〇
〇
、〇
榊
を
送
来
る
者
、
吉
田

熊
次
、
押
田
三
郎
、
田
邊
唯
司
、
柏
原
文
太
郎
、
外
に
二
対
、
○
夜
、

田
邊
唯
司
よ
り
電
報
来
る
、○
悉
く
会
葬
者
に
礼
状
を
発
送
す
、○「
雑
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録
」
を
読
む
、
○
法
学
博
士
井
上
密
の
訃
報
来
る
、
○
久
保
良
澄
よ
り

電
報
来
る
、
○
「
歴
代
志
略
上
」
を
読
む
、

十
六
日
、
午
前
、
曇
天
、
縫
子
、
正
勝
を
拉
し
て
落
合
村
火
葬
場
に
赴
き
、

遺
骨
を
携
来
る
、
○
竹
本
長
吉
、
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
高
木
武
、
香
奠

（
一
）
を
、
笹
川
貞
子
、
香
奠
（
三
）
を
、
常
盤
大
定
、
香
奠
（
二
）

を
携
来
る
、
○
中
島
慎
一
、
菓
子
料
（
二
）
を
携
来
る
、
○
大
谷
庄
治

来
弔
す
、
○
午
后
、
上
原
才
一
郎
、
香
奠
（
三
）
を
携
来
る
、
○
丸
井

圭
次
郎
、
中
島
德
藏
、
鈴
木
弘
、
宮
本
覚
純
、
九
鬼
周
造
、
濵
本
繁
子
、

来
弔
す
、
○
伊
藤
吉
之
助
よ
り
香
奠
（
一
）
を
送
来
る
、
○
吉
田
熊
次
、

柏
原
文
太
郎
妻
来
る
、
○
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
に
就
い
て
」
を
草
す
、

○
齋
藤
基
次
郎
、
香
奠
（
五
）
を
、
紀
平
正
美
妻
、
香
奠
（
三
）
を
携

来
る
、
○
大
倉
保
五
郎
よ
り
香
奠
（
五
）
を
送
来
る
、
香
奠
料
総
計
金

七
二
、〇
〇
、〇
岩
橋
遵
成
よ
り
来
状
、
○
夜
、
鈴
木
某
、
第
三
号
に
移

来
る
、
○
竹
本
長
吉
来
る
、
○
引
続
き
、
論
文
を
草
す
、

十
七
日
、
午
前
、
曇
天
、
望
月
信
亨
及
び
山
﨑
商
店
等
よ
り
来
状
、
○
亀

井
忠
一
、
香
奠
（
五
）
を
携
来
る
、
○
計
見
東
山
来
る
、
有
故
不
遇
、

○
岩
波
義
雄
、
甫
守
謹
吾
来
る
、
○
瀧
精
一
来
弔
す
、
○
金
港
堂
よ
り

原
稿
を
送
来
る
、○Josiah Royce

逝
去
の
報
あ
り
、○
大
島
正
德
妻
、

茶
を
携
来
る
、
○
樋
口
秀
雄
妻
亦
香
奠
（
三
）
を
携
へ
て
来
弔
す
、
○

す
み
れ
会
よ
り
商
品
券
五
円
を
送
来
る
、
○
午
后
、
箕
作
元
八
来
弔
す
、

○
藤
井
健
治
郎
よ
り
弔
電
来
る
、
○
天
霽
る
、
○
得
能
文
、
菓
子
壱
箱

を
携
来
る
、
○
高
倉
智
海
来
る
、
乃
ち
口
述
試
験
を
行
ふ
、
○
鳥
居
龍

藏
来
る
、
○
論
文
を
草
す
、
○
岩
波
書
店
よ
り
哲
学
叢
書
五
冊
を
送
来

る
、
○
魚
住
惇
吉
よ
り
来
状
、
○
夜
、
千
葉
鑛
藏
、
香
奠
（
三
）
を
携

来
る
、
○
吉
田
賢
龍
、
岡
上
梁
及
び
造
士
館
学
友
会
よ
り
弔
詞
来
る
、

○
田
邊
唯
司
よ
り
弔
詞
と
香
奠
（
五
）
と
を
送
来
る
、
○
田
辺
春
枝
よ

り
縫
子
に
来
状
、
○
「
欧
州
大
戦
と
国
民
教
育

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
小
学
校
に
出
づ
、
○

箕
作
元
八
よ
り
「
外
交
時
報
」
を
送
来
る
、
○
論
文
を
草
す
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
野
田
義
夫
、
箕
作
元
八
よ
り
来
状
、
○
論
文
を

草
す
、
○
珍
書
同
好
会
よ
り
「
為
兼
卿
和
歌
抄
」
を
送
来
る
、
○
「
大

日
本
仏
教
全
書
」
及
び
巻
物
二
軸
を
送
来
る
、
○
所
得
税
金
四
〇
、

三
八
、
府
税
市
税
金
七
、四
二
、
合
計
金
四
七
、八
〇
を
郵
便
局
に
納
む
、

○
井
上
俊
雄
よ
り
弔
詞
来
る
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
、
小
宮
山
源
太

郎
及
び
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○
午
后
、
岩
井
勇
藏
、
森
良
三
郎
来
る
、

○
論
文
を
草
す
、
○
藤
岡
藏
六
来
弔
す
、
○
藤
井
健
治
郎
、
香
奠
（
二
）

を
封
入
せ
る
書
状
を
送
来
る
、
○
松
浦
一
、
增
田
惟
茂
来
弔
す
、
○
井

上
波
野
菓
子
料
（
三
）
を
携
へ
て
来
る
、
○
田
辺
禎
夫
よ
り
弔
詞
来
る
、

○
帝
国
教
育
会
よ
り
来
状
、
○
藤
田
季
莊
来
る
、
○
夜
、
論
文
を
草
す
、

○
此
日
、
廣
瀨
了
義
来
る
、
有
故
不
遇
、

十
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
峯
堅
雅
、
文
科
大
学
、
日
本
弘
道
会
、
金
龍
寺

及
び
山
﨑
洋
服
店
よ
り
来
状
、
○
村
上
も
と
子
よ
り
紅
茶
を
送
来
る
、

○
書
状
を
日
本
弘
道
会
及
び
山
﨑
洋
服
店
に
送
る
、
○
論
文
を
草
す
、

○
「
イ
オ
ミ
子
キ
フ
ロ
」
よ
り
弔
電
来
る
、
○
伊
藤
秀
吉
来
る
、
乃
ち

談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
「
中
学
漢
文
」
二
百
部
の
奥
附
を
光
風
館
に

付
与
す
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○
午
后
、
河
野
元
三
来
弔
す
、
○
尾
上

八
郎
、
香
奠
（
二
）
を
携
へ
て
来
弔
す
、
○
龍
山
義
亮
よ
り
来
状
、
○

論
文
を
草
す
、
○
冨
田
貞
松
よ
り
香
奠
（
三
）
入
り
の
書
状
を
送
来
る
、

○
阿
部
維
巖
よ
り
来
状
、
○
岩
井
勇
藏
、
渡
邊
政
吉
来
る
、
○
野
田
義
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夫
よ
り
香
奠
（
三
）
を
送
来
る
、
○
谷
山
惠
林
来
弔
す
、
○
夜
、「
歴

代
志
略
上
」
を
読
む
、
○
久
保
良
澄
及
び
井
上
す
ゑ
よ
り
来
状
、
○
書

状
を
岡
上
梁
に
送
る
、
○
「
女
子
修
身
」
を
訂
正
す
、

二
十
日
、
午
前
、
曇
天
、
井
上
健
兒
、
香
奠
（
五
）
入
り
の
書
状
を
送
来

る
、
○
吉
武
誠
、
齋
藤
壽
七
よ
り
弔
状
来
る
、
○
吉
田
修
夫
及
び
丸
善

等
よ
り
来
状
、
○
「
女
子
修
身
」
を
訂
正
す
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
大
学
に

遣
は
し
、
書
状
と
小
包
と
を
中
島
力
造
に
送
る
、
○
「
歴
代
志
略
上
」

を
読
む
、○
押
田
翼
よ
り
弔
状
来
る
、○
午
后
、半
晴
、「
歴
代
志
略
上
」

を
読
む
、
○
「
女
子
修
身
」
を
訂
正
す
、
○
中
島
德
藏
妻
香
奠
（
二
）

を
携
へ
て
来
る
、
○
金
港
堂
員
来
る
、
乃
ち
之
に
「
女
子
修
身
」
第
一

巻
を
付
与
す
、
○
岩
井
勇
藏
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
島
本
愛
之
助
に
送

る
、
○
姉
﨑
老
母
、
友
枝
高
彦
、
市
村
瓚
次
郎
来
弔
す
、
○
馬
上
孝
太

郎
、
学
習
院
女
学
部
を
代
表
し
、
香
奠
（
五
）
を
携
来
る
、
○
井
上
淳
、

齋
藤
庸
一
郎
、
仝
儀
八
、
よ
り
弔
状
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、

○
古
城
貞
吉
母
千
鶴
子
の
訃
報
来
る
、○
夜
、「
女
子
修
身
」を
訂
正
す
、

○
十
日
祭
の
案
内
状
を
発
送
す
、

廿
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
加
藤
久
米
四
郎
及
び
土
屋
敦
冨
よ
り
来
状
、
○

井
上
淳
よ
り
香
二
箱
を
送
来
る
、
○
書
状
を
二
松
堂
書
店
に
送
る
、
○

高
木
武
、
四
海
民
藏
、
押
田
翼
母
来
る
、
○
「
中
学
漢
文
」
を
訂
正
す
、

○
「
歴
代
志
略
上
」
を
読
む
、
○
午
后
、
伊
藤
秀
吉
よ
り
筆
記
を
送
来

る
、
○
「
中
学
漢
文
」
を
訂
正
す
、
○
柏
原
文
太
郎
及
び
押
田
翼
内
よ

り
来
状
、
○
光
風
館
員
森
園
豊
吉
来
る
、
乃
ち
之
に
「
中
学
漢
文
」
二

冊
を
付
与
す
、
○
原
稿
を
伊
藤
秀
吉
に
送
る
、
○
宣
光
の
墓
表
を
書
す
、

○
下
田
次
郎
来
弔
す
、
○
「
二
程
全
書
」
を
読
む
、
○
金
港
堂
員
来
る
、

乃
ち
之
に
原
稿
を
付
与
す
、
○
大
倉
廣
三
郎
印
税
を
携
来
る
、
○
姉
﨑

ま
す
よ
り
来
状
、
○
夜
、
林
勃
爾
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
岩
波
茂
雄
に

送
る
、
○
香
奠
合
計
金
一
一
八
、〇
〇
也
、

廿
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
冨
田
順
吉
及
び
政
喜
よ
り
金
三
円
の
為
換
入
り

の
書
状
を
送
来
る
、
○
井
上
成
美
、
吉
田
充
天
、
及
び
皇
道
遺
訓
国
基

会
よ
り
来
状
、
○
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
書
状
を
丸
善
と
心
理
学
会
に

送
る
、
○
牛
方
哲
介
来
る
、
有
故
不
遇
、
○
井
上
成
美
、
柏
原
文
太
郎

夫
妻
、
吉
田
熊
次
夫
妻
、
姉
﨑
袖
子
、
仝
增
子
、
齋
藤
基
次
郎
妻
、
押

田
翼
妻
、
林
勃
爾
等
来
る
、
○
神
官
二
人
来
り
て
十
日
祭
式
を
行
ふ
、

○
来
会
者
に
昼
餐
を
出
す
、
○
午
后
、
雑
司
ヶ
谷
墓
地
に
墓
表
を
立
て
、

祭
式
を
行
ふ
、○
中
島
德
藏
よ
り
原
稿
料
を
送
来
る
、○「
歴
代
志
略
上
」

を
読
む
、
○
姉
﨑
正
治
よ
りN

ichiren. T
he Buddhist Prophet

を

送
来
る
、
○
帝
国
大
学
、
飯
尾
岑
三
郎
、
豊
田
昻
及
びEm

ile H
eck

よ
り
来
状
、
○
書
状
を
豊
田
昻
及
び
大
日
本
教
育
書
院
に
送
る
、
○
二

松
堂
よ
り
「
真
行
草
字
鑑
」
と
「
六
朝
書
道
論
」
と
を
送
来
る
、
○
「
続

日
本
紀
」
を
読
む
、
○
夜
、「
続
日
本
紀
」
を
読
む
、
○
小
雨
、
○
英

文
神
道
を
草
す
、
○
除
服
、

廿
三
日
、
秋
季
皇
霊
祭
、
午
前
、
雨
天
、
皇
道
遺
訓
国
基
会
よ
り
「
大
和

之
礎
」
を
送
来
る
、
○
礼
状
を
皇
道
遺
訓
国
基
会
に
送
る
、
○
岩
波
茂

雄
、
山
田
準
、
柳
井
ハ
ル
ヲ
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
柳
井
ハ
ル
ヲ
及
び

島
本
愛
之
助
に
送
る
、
○
経
済
雑
誌
社
よ
り
「
類
聚
国
史
」
を
送
来
る
、

○
書
状
を
貝
原
謙
に
送
る
、
○
香
奠
（
三
）
入
り
の
書
状
を
古
城
貞
吉

に
送
る
、
○
文
部
省
よ
り
第
四
十
二
年
報
を
送
来
る
、
○
書
状
を
文
科

大
学
に
送
る
、
○
午
后
、
朝
永
三
十
郎
及
び
旭
野
慧
憲
資
金
募
集
会
よ
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り
来
状
、
○
正
勝
、
益
之
進
を
拉
し
て
雑
司
ヶ
谷
墓
地
に
赴
く
、
帰
途

小
泉
八
雲
の
墓
に
謁
す
、
○
不
在
中
大
島
正
德
、
葡
萄
壱
籠
を
携
来
る
、

○
松
本
亦
太
郎
よ
り
来
状
、○「
日
本
国
粋
全
書
」（
十
七
）を
送
来
る
、

○
金
港
堂
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
書
状
を
增
田
惟
茂
に
送
る
、
○
夜
、

「
女
子
修
身
」
を
訂
正
す
、
○
東
洋
哲
学
研
究
、

廿
四
日
、
午
前
、
雨
天
、
島
本
愛
之
助
及
び
吉
田
豊
吉
よ
り
来
状
、
○
「
歴

代
志
略
上
」
を
読
む
、
○
亀
井
忠
一
父
子
来
る
、
○
「
教
界
春
秋
」
を

草
す
、
○
午
后
、
太
宰
施
門
来
る
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
鈴

木
弘
、
大
学
院
報
告
を
携
来
る
、
○
礼
状
拾
余
通
を
発
送
す
、
○
夜
、

哲
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
服
部
宇
之
吉
の
講
演
あ
り
、

廿
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
山
﨑
亀
太
郎
、
三
宅

秔
一
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
萩
野
由
之
香
奠
（
二
）
を
携
来
る
、
○
「
江

戸
時
代
文
芸
資
料
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
甫
守
謹
吾
、
岩
井
勇
藏
来

る
、
○
有
風
、
○
武
藤
儀
亮
よ
り
弔
状
来
る
、
○
在
京
城
鳥
居
龍
藏
よ

り
来
状
、
○
「
現
時
の
宗
教
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
の
談
話
、
皇
道
に
出
づ
、
○

「
古
今
日
本
軍
記
文
選
」
の
序
を
草
し
て
之
を
甫
守
謹
吾
に
送
る
、
○

柏
原
文
太
郎
妻
及
び
征
矢
野
晃
雄
来
る
、
○
「
現
代
の
哲
学
者
」
書
類

を
征
矢
野
晃
雄
に
付
与
す
、
○
鈴
木
俊
行
、
菓
子
壱
箱
を
携
へ
て
来
弔

す
、
○
大
日
本
教
育
書
院
よ
り
「
源
氏
物
語
評
釈
」
を
送
来
る
、
○
井

上
末
よ
り
来
状
、
○
「
日
本
経
済
叢
書
〔
」〕
第
廿
八
巻
を
送
来
る
、

○
夜
、「
歴
代
志
略
上
」
を
読
む
、
○
帰
一
協
会
よ
り
香
奠
（
三
）
入

り
の
書
状
来
る
、
○
文
部
省
よ
り
書
状
と
書
類
と
を
送
来
る
、
○
藤
田

季
莊
来
る
、

廿
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
書
状
を
帝
国
学
士
院
に
送
る
、
○
土
田
誠
一
来

る
、
○
加
藤
久
米
四
郎
よ
り
来
状
、
○
金
弍
円
を
旭
野
慧
憲
遺
子
教
育

資
金
募
集
会
に
送
る
、○Bergson, M

atter and M
em
ory

を
読
む
、

○
山
口
龍
藏
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
小
山
鞆
繪
に
送
る
、
○
丸
善
よ
り

来
状
、
○
午
后
、
学
習
院
女
学
部
よ
り
来
状
、
○
亀
井
忠
一
来
る
、
○

日
清
印
刷
よ
り
「
東
亜
の
光
」
口
絵
を
送
来
る
、
○
大
観
会
よ
り
来
状
、

○Bergson, M
atter and M

em
ory

を
読
む
、
○
「
東
亜
の
光
」
口

絵
解
題
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
宗
参
寺
に
於
て
山
鹿
素
行
の
為
に
法

要
を
営
む
、
有
故
不
遇
、
○
書
状
を
甫
守
謹
吾
に
送
る
、
○
温
度
摂
氏

三
十
度
に
昇
る
、
○
竹
内
康
二
よ
り
来
状
、
○
夜
、
心
理
学
会
開
催
の

野
上
俊
夫
歓
迎
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
此
日
、「
歴
代
志
略
上
」

を
読
了
す
、

廿
七
日
、
午
前
、
半
晴
、
小
宮
山
源
太
郎
及
び
杉
浦
初
太
郎
よ
り
来
状
、

○
学
習
院
に
赴
く
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
及
び
小
宮
山
源
太
郎
に
送

る
、
○
「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、
○
午
后
、
縫
子
、
高
子
を
拉
し
て

雑
司
ヶ
谷
に
赴
く
、
○Rudolf 

Eucken, 
Einführung 

in 
eine 

Philosophie des Geisteslebens

を
読
む
、
○
日
清
印
刷
よ
り
校
正

を
送
来
る
、
○
校
正
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
帝
国
教
育
会
及
び
丁
酉

倫
理
会
よ
り
来
状
、
○
文
科
大
学
よ
り
追
試
験
の
答
案
を
送
来
る
、
○

夜
、
引
続
きEinführung in eine Philosophie

を
読
む
、
○
書
状

を
文
科
大
学
に
送
る
、

廿
八
日
、午
前
、曇
天
、帝
国
学
士
院
、岡
上
梁
及
び
原
田
為
市
よ
り
来
状
、

○
雨
、
○Rudolf Eucken, Einführung in eine Philosophie des 

Geisteslebens

を
読
む
、
○
金
港
堂
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
勉
強
、

○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
今
井
登
志
喜
、
大
学
に
来
訪
す
、
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○
伊
澤
千
世
子
及
び
浦
谷
ふ
み
来
る
、
○
「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、

○
天
霽
る
、
○
牛
方
哲
介
来
り
、
船
田
三
平
の
為
に
書
を
需
む
、
○
江

戸
川
印
刷
よ
り
校
正
を
送
来
る
、
乃
ち
校
正
を
使
者
を
付
与
す
、
○
夜
、

貝
原
謙
よ
り
来
状
、
○
「
女
子
修
身
」
を
訂
正
す
、
○
此
日
、
吉
武
静

子
よ
り
縫
子
に
来
状
、
○
甘
木
の
ト
ラ
キ
よ
り
縫
子
に
書
状
と
香
奠

（
〇
、五
〇
）
を
送
来
る
、

廿
九
日
、
午
前
、
曇
天
、
三
上
義
夫
、
高
木
武
来
る
、
○
服
部
宇
之
吉
妻
、

商
品
券
（
二
）
を
携
へ
て
来
弔
す
、
○
松
本
文
三
郎
、
小
山
鞆
繪
、
小

宮
山
源
太
郎
、
武
藤
儀
道
、
豊
田
昻
及
び
鈴
木
周
作
よ
り
来
状
、
○
島

本
愛
之
助
来
る
、
○
縫
子
、
三
越
に
赴
く
、
○
午
后
、
新
村
喜
一
郎
来

る
、
○
大
橋
五
郎
よ
り
書
状
と
「
我
が
日
の
本
」
を
送
来
る
、
○
「
中

学
修
身
」
二
百
五
十
部
の
奥
附
を
文
学
社
に
付
与
す
、
○
益
之
進
を
拉

し
て
日
本
美
術
院
展
覧
会
に
赴
く
、
○
書
状
を
姉
﨑
正
治
及
び
島
本
愛

之
助
に
送
る
、
○
夜
、
勉
強
、
○
鹿
児
島
よ
り
宣
光
の
荷
物
三
箇
を
送

来
る
、

三
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
土
田
誠
一
来
訪
す
、

○
宮
坂
喆
宗
来
る
、
○
勉
強
、
○
午
后
、
史
学
に
大
学
に
赴
き
、「
原1

始
神
道
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

」
約
二
時
半
間
講
演
す
、
聴
衆
約
二
百
名
、
○
不
在

中
高
野
辰
之
、
八
波
則
吉
、
鈴
木
古
城
来
る
、
○
「
女
子
修
身
」
第
四

巻
の
原
稿
を
金
港
堂
員
に
付
与
す
、
○
不
在
中
吉
田
熊
次
及
び
竹
本
長

吉
来
る
、
○
永
地
秀
太
来
弔
す
、
○
夜
、「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、

○
帝
国
学
士
院
及
び
興
学
会
よ
り
来
状
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、

十
月

一
日
、
午
前
、
曇
天
、
松
浦
一
、
山
内
計
作
、
森
良
三
郎
、
四
宮
兼
之
来

る
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
村
澤
喜
代
人
の
追
悼
会
に

鉄
舟
寺
に
赴
く
、
木
下
国
明
、
河
野
秀
男
、
柿
西
藤
一
郎
等
会
見
す
、

○
山
田
時
之
助
来
弔
す
、
○
不
在
中
高
野
定
吉
来
る
、
○
書
状
を
小
宮

山
源
太
郎
及
び
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
遺
伝
と
境

遇
」
を
送
来
る
、
○
東
亜
協
会
よ
り
来
状
、
○
高
橋
亨
よ
り
「
朝
鮮
人

特
性
之
研
究
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
勉
強
、

二
日
、
午
前
、
雨
天
、
穗
積
陳
重
、
吉
田
豊
吉
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
小

宮
山
源
太
郎
に
送
る
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
姉
﨑
老
母
来
る
、

○
近
藤
春
雄
、
阿
部
維
巖
及
び
斯
文
学
会
よ
り
来
状
、
○
菓
子
を
吉
田

熊
次
、
樋
口
秀
雄
、
姉
﨑
正
治
、
一
宮
弘
人
及
び
向
の
桐
原
等
に
送
る
、

○
午
后
、
岩
井
勇
藏
、
大
壁
早
治
、
綿
貫
哲
雄
来
る
、
○
「
歴
代
志
略

下
」
を
読
む
、
○
羽
場
順
承
よ
り
「
現
代
大
家
論
集
」
を
送
来
る
、
○

「
欧
州
の
大
戦
と
国
民
道
徳

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
現
代
大
家
論
集
に
出
づ
、
○
「
中
学
漢

文
」
を
訂
正
す
、
○
菓
子
を
押
田
翼
、
鈴
木
俊
行
、
伊
藤
吉
之
助
、
亀

井
忠
一
、
萩
野
由
之
、
伊
澤
修
二
、
大
倉
保
五
郎
、
田
邊
為
三
郎
、
井

上
成
美
、
服
部
宇
之
吉
、
中
島
愼
一
、
齋
藤
基
次
郎
、
濵
本
信
一
、
林

高
美
、
上
原
才
一
郎
、
辻
本
卯
藏
、
島
本
愛
之
助
、
宮
坂
喆
宗
、
中
島

德
藏
、
千
葉
鑛
藏
、
紀
平
正
美
、
得
能
文
、
今
福
忍
、
常
盤
大
定
、
笹

川
貞
子
、
尾
上
八
郎
、
浦
谷
熊
吉
、
高
木
武
、
齋
藤
精
輔
、
柏
原
文
太

郎
、森
良
三
郎
等
凡
そ
三
十
六
名
に
送
る
、○
夜
、「
東
亜
の
光
」（
十
一

の
十
）
成
る
、
○
「
中
学
漢
文
」
を
訂
正
す
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、

○
夜
半
、
文
部
省
の
使
者
、
書
状
を
携
来
る
、
○
此
日
、
書
状
を
山
内

計
作
に
送
る
、

三
日
、
午
前
、
雨
天
、
文
科
大
学
、
向
陵
会
及
び
紀
平
正
美
よ
り
来
状
、
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○
建
部
遯
吾
、
香
奠
（
二
）
を
携
へ
て
来
弔
す
、
○
書
状
を
岡
上
梁
、

吉
田
豊
吉
及
び
三
宅
秔
一
に
送
る
、
○
故
宣
光
二
十
日
祭
を
行
ふ
、
神

官
一
名
来
り
て
式
を
な
す
、
来
会
者
、
吉
田
雪
子
、
姉
﨑
益
子
、
柏
原

文
太
郎
妻
の
三
人
な
り
、
○
石
川
春
陽
よ
り
来
状
、
○
「
歴
代
志
略
下
」

を
読
む
、
○
午
后
、
袱
紗
を
井
上
健
兒
、
仝
淳
、
仝
末
、
仝
成
美
、
冨

田
順
吉
、
仝
貞
松
、
吉
武
誠
、
田
邊
唯
司
、
野
田
義
夫
、
飯
尾
岑
三
郎
、

藤
井
健
治
郎
に
送
る
、
○
雑
誌
類
を
読
む
、
○
夜
、
峰
間
信
吉
来
る
、

○
螺
山
会
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
螺
山
会
に
送
る
、
○
此
日
、
菓
子
を

葉
山
萬
次
郎
及
び
大
島
正
德
に
送
る
、

四
日
、
午
前
、
曇
天
、
高
木
武
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
赴
く
、
○
女
中

ゆ
ふ
を
文
部
省
に
遣
は
す
、
○
「
神
勅
と
国

1

1

1

1

」
後
援
に
出
づ
、
○
石
越

記
念
図
書
館
に
出
づ
、
○
小
松
弘
隆
三
日
逝
く
と
の
報
道
あ
り
、
享
年

六
十
八
、
○
午
后
、
教
授
会
に
大
学
に
赴
く
、
○
不
在
中
小
山
鞆
繪
来

る
、
○
縫
子
、
正
勝
、
益
之
進
を
拉
し
て
雑
司
ヶ
谷
に
赴
く
、
○
久
保

良
英
よ
り
来
状
、
○
前
田
不
二
三
来
る
、
○
書
状
を
武
藤
儀
道
、
仝
儀

亮
、
近
藤
春
雄
、
久
保
良
英
に
送
る
、
○
中
島
力
造
よ
り
「
英
国
功
利

説
の
研
究
」
を
受
く
、
○
四
宮
兼
之
、
菊
池
寛
来
る
、
○
同
文
館
よ
り

御
礼
を
送
来
る
、
○
小
松
弘
隆
の
訃
報
来
る
、
○
夜
、
雨
天
、「
歴
代

志
略
下
」
を
読
む
、
○W

ilhelm
 
Jerusalem

, 
Introduction 

to 
Philosophi

マ
マ

e

を
読
む
、

五
日
、
午
前
、
曇
天
、
小
山
鞆
繪
、
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、
○

W
ilhelm

 Jerusalem
, Introduction to Philosophy

を
読
む
、
○

大
隈
内
閣
総
辞
職
、
寺
内
総
督
大
命
を
受
く
と
の
報
あ
り
、
○
勉
強
、

○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○
雨
歇
む
、
○
午
后
、
曇
天
、
講
義

に
大
学
に
赴
く
、
○
大
学
よ
り
直
に
故
小
松
弘
隆
の
葬
式
に
芝
増
上
寺

に
赴
く
、
○
不
在
中
杉
浦
重
剛
来
弔
す
、
○
「
農
業
修
身
」
一
百
部
の

奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
下
條
信
敏

よ
り
来
状
、
○
光
風
館
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
高
木
壬
太
郎
、
福
井

晋
太
郎
等
よ
り
来
状
、
○
「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、
○
史
学
会
よ
り

菓
子
壱
箱
を
送
来
る
、
○
夜
、「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、
○
「
中
学

漢
文
」
を
訂
正
す
、
○
学
士
院
の
立
皇
太
子
式
の
賀
表
を
修
正
す
、

六
日
、
午
前
、
曇
天
、
前
田
不
二
三
、
深
作
安
文
、
島
本
愛
之
助
、
峯
間

信
吉
、
手
塚
光
貴
来
る
、
○
午
后
、
帝
国
学
士
院
の
委
員
会
に
山
上
御

殿
に
赴
く
、
○
目
黒
書
店
よ
り
開
業
廿
五
年
の
記
念
品
を
送
来
る
、
○

「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、
○
夜
、
興
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○

書
状
を
島
本
愛
之
助
、
福
井
晋
太
郎
、
高
木
壬
太
郎
、
杉
浦
重
剛
、
目

黒
甚
七
に
送
る
、
○
市
村
瓚
次
郎
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
市
村
瓚
次
郎

及
び
山
口
龍
藏
に
送
る
、

七
日
、
午
前
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
東
海
銀
行

に
遣
は
す
、
○
電
話
使
用
料
金
一
六
、五
〇
〇
也
を
郵
便
局
に
納
む
、

○
八
波
則
吉
、
高
野
辰
之
来
る
、
○
「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、
○
高

瀨
武
次
郎
よ
り
来
状
、
香
奠
（
一
）
封
入
し
あ
り
、
○
午
后
、「
歴
代

志
略
下
」
を
読
む
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、
○
大
壁
早
治
よ
り
来
状
、

○
田
中
舘
愛
橘
在
職
廿
五
年
祝
賀
会
に
植
物
園
に
赴
く
、
田
中
正
平
、

桑
木
或
雄
、
團
琢
磨
、
池
田
菊
苗
、
冨
井
政
章
、
奥
田
義
人
等
と
会
談

す
、
○
不
在
中
松
本
愛
重
、
山
岸
光
宣
来
る
、
○
山
中
立
木
よ
り
来
状
、

○
夜
、
八
時
半
頃
帰
宅
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、
○
夜
半
、
地
震
、

八
日
、
午
前
、
曇
天
、
塚
原
政
次
及
び
在
米
国
芳
賀
矢
一
よ
り
来
状
、
○
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藤
井
甚
太
郎
、
鈴
木
弘
、
土
井
壯
良
来
る
、
○
「
神
道
の
本
義

1

1

1

1

1

」
報
知

新
聞
に
出
づ
、
○
「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、
○
午
后
、「
歴
代
志
略
下
」

を
読
む
、
○
吉
田
熊
次
来
り
て
正
勝
及
び
益
之
進
を
拉
し
て
雑
司
ヶ
谷

墓
地
に
赴
く
、
○
藤
岡
藏
六
、
速
水
滉
来
る
、
○
高
橋
亨
よ
り
来
状
、

○
三
上
参
次
来
る
、
○
書
状
を
冨
田
仙
助
に
送
る
、
○
「
礼
記
」
を
読

む
、
○
書
状
を
帝
国
学
士
院
に
送
る
、
○
夜
、「
礼
記
」
を
読
む
、
○

研
究
、
○
此
日
、
田
邊
春
枝
よ
り
縫
子
に
来
状
、

九
日
、
午
前
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
間
野
遺
乘
及
び
山
﨑
亀

太
郎
よ
り
来
状
、
○
「
神
道
の
本
義

1

1

1

1

1

」
報
知
新
聞
に
出
づ
、
○
午
后
、

小
雨
、
柿
西
藤
一
郎
、
岩
井
勇
藏
、
間
端
吾
来
る
、
○
「
歴
代
志
略
下
」

を
読
む
、
○
書
状
を
山
内
計
作
に
送
る
、
○
志
村
祐
次
郎
、
伊
藤
照
肅

東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
文
部
省
よ
り
書
類
来
る
、
○
雑
誌
類
を
読

む
、
○
冨
田
貞
松
、
及
び
文
科
大
学
よ
り
来
状
、
○
橘
惠
勝
よ
り
弔
状

と
香
奠
（
二
）
と
を
送
来
る
、
○
夜
、
雨
天
、
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、

○
雑
誌
類
を
読
む
、

十
日
、
午
前
、
曇
天
、
亀
井
忠
一
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
太
宰

施
門
、
市
河
三
喜
、
塚
原
政
次
、
小
山
鞆
繪
に
送
る
、
○
「
歴
代
志
略

下
」
を
読
む
、
○
書
状
を
丸
善
及
び
帝
国
教
育
会
に
送
る
、
○
午
后
、

雨
天
、
論
文
を
草
す
、
○
床
屋
に
赴
く
、
○
「
古
学
哲
学
」「
朱
子
哲
学
」

「
陽
明
哲
学
」
各
々
五
十
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
夜
、
藤

井
甚
太
郎
よ
り
来
状
、
○
論
文
を
草
す
、
○
書
状
を
松
本
文
太
郎
に
送

る
、
○
英
文
神
道
を
草
す
、

十
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
赴
く
、
○

午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
井
上
健
兒
、
日
本
弘
道
会
及

び
神
風
会
等
よ
り
来
状
、
○
「
中
村
敬
宇
先
生
を
憶
ふ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
東
京
女
子
高

等
師
範
記
念
講
演
集
に
出
づ
、
○
「
神
道
の
本
義

1

1

1

1

1

」
報
知
新
聞
に
出
づ
、

○
阿
部
莊
二
、
菓
物
壱
籠
を
携
へ
て
来
弔
す
、
○
「
国
民
道
徳
概
論
」

三
百
部
の
奥
附
を
三
省
堂
に
付
与
す
、
○
「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、

○
丸
善
よ
り
洋
書
数
種
を
送
来
る
、
○
夜
、「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、

○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
、
小
宮
山
源
太
郎
及
び
冨
山
房
に
送
る
、
○

W
ilhelm

 Jerusalem
, Introduction to Philosophy

を
読
む
、

十
二
日
、
午
前
、
曇
天
、
書
状
を
丸
善
に
送
る
、
○W

ilhelm
 

W
indelband, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
女
中
ゆ

ふ
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
小
雨
、
○
勉
強
、
○
冨
田
仙
助
よ
り
来

状
、
○
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
ー
よ
り
贈
れ
る
「
神
社
参
拝
に
就
い
て
」
を
読
む
、

○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
柏
原
文
太
郎
妻
来
る
、
○
雨
、
○

「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、
○
夜
、
雨
天
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○

岩
橋
遵
成
よ
り
来
状
、
○
「
歴
代
志
略
下
」
を
読
む
、
○
此
日
、
井
上

道
喜
よ
り
縫
子
に
来
状
、

十
三
日
、
午
前
、
雨
天
、
阿
部
維
巖
よ
り
来
状
、
○
柏
原
文
太
郎
、
島
本

愛
之
助
来
る
、
○
小
杉
熈
、
香
奠
（
一
）
を
携
来
る
、
○
益
之
進
、
微

恙
あ
り
、
○
「
歴
代
志
略
下
」
を
読
了
す
、
○
午
后
、「
以
賽
亜
書
」

を
読
む
、
○
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、
○

夜
、
岡
上
梁
よ
り
来
状
、
○
丸
善
よ
りM

ontgom
ery, 

Leibniz. 
D
iscourse on M

etaphysics

を
送
来
る
、
○
雨
歇
む
、
○
「
礼
記
」

を
読
む
、
○
嶋
津
久
基
、
論
文
を
携
来
り
て
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
大
学
宣
誓
式
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、

○
論
文
を
草
す
、
○
久
保
良
英
来
る
、
乃
ち
共
に
西
川
洋
食
店
に
赴
き
、
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昼
餐
を
喫
す
、
○
不
在
中
山
下
弥
三
郎
、
村
上
專
精
来
る
、
○
丸
善
よ

りStanley H
all, A

dolescence.

を
送
来
る
、
○
午
后
、
重
田
定
一
、

菓
子
壱
箱
と
「
史
説
史
話
」
と
を
携
来
る
、
○
山
下
勝
三
郎
来
る
、
有

故
不
遇
、
○
エ
ツ
ク
の
為
に
金
拾
円
を
太
宰
施
門
に
付
与
す
、
○
日
下

部
常
吉
、
岡
田
彦
七
郎
来
る
、
○
清
子
、
墓
参
に
雑
司
ヶ
谷
に
赴
く
、

○
夜
、
宣
光
三
十
日
祭
に
当
る
を
以
て
神
官
来
リ
て
式
を
行
ふ
、
○
文

科
大
学
々
友
会
よ
り
来
状
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、

十
五
日
、
午
前
、
雨
天
、
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、
○
永
地
秀
太
、
今
福

忍
、
浦
谷
熊
吉
、
山
下
勝
三
郎
来
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○

縫
子
、
児
等
を
拉
し
て
婦
人
子
供
博
覧
会
に
赴
く
、
○
午
后
、
哲
学
会

に
大
学
に
赴
く
、
○
東
京
堂
よ
り
「
水
戸
学
」
を
送
来
る
、
○
「
洪
範
」

を
読
む
、
○
雨
歇
む
、
○
夜
、
勉
強
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
山
内
計
作
来
る
、
○

E. A
. Gordon, Sym

bols of the W
ay

を
送
来
る
、
○
巢
山
了
然
、

及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
高
野
定
吉
来
る
、
○
午
后
、
岩
井
勇
藏
、
深

作
安
文
来
る
、
○
書
状
を
孔
子
誕
辰
会
及
び
其
他
に
送
る
、
○
村
上
專

精
在
職
廿
五
年
祝
賀
会
に
植
物
園
に
赴
く
、
三
好
愛
吉
、
吉
田
修
夫
、

濵
尾
新
等
と
会
談
す
、
○
教
育
検
定
委
員
会
よ
り
来
状
、
○
夜
、「
以

賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、

十
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
神
嘗
祭
、
山
中
立
木
及
び
丸
善
等
よ
り
来
状
、

○
渡
邊
政
吉
来
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
論
文
を
草
す
、
○

「
史
説
史
話
」
を
読
む
、
○
書
状
を
高
野
岩
三
郎
及
び
中
島
利
一
郎
に

送
る
、
○
午
后
、
論
文
を
草
す
、
○
清
子
、
益
之
進
と
共
に
三
越
に
赴

く
、
○
村
上
專
精
来
る
、
○
運
動
に
小
日
向
方
面
に
出
づ
、
○
夜
、
論

文
を
草
す
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
論
文
を
草
す
、
○
原
稿
を
島
本
愛
之
助
に
送
る
、

○
午
后
、
久
保
良
英
来
る
、
○
日
本
学
会
案
内
状
拾
通
を
発
送
す
、
○

昭
文
堂
よ
り
「
日
本
軍
記
文
選
」
と
商
品
券
と
を
送
来
る
、
○
「
以
賽

亜
書
」
を
読
む
、
○
山
下
勝
三
郎
よ
り
来
状
、
○
「
袱
紗
」
を
橘
惠
勝
、

高
瀨
武
次
郎
、
小
杉
熈
、
間
端
吾
に
送
る
、
○
夜
、「
以
賽
亜
書
」
を

読
む
、
○
書
状
を
山
下
勝
三
郎
に
送
る
、Bergson, 

M
atter 

and 
M
em
ory

を
読
む
、

十
九
日
、
午
前
、
曇
天
、
久
保
良
澄
及
び
心
理
学
会
等
よ
り
来
状
、
○

W
ilhelm

 W
indelband, Geschichte der Philosophie

を
読
む
、

○
勉
強
、
○
在
英
国Bristol

補
永
茂
助
よ
りD

aily Sketch

を
送
来

る
、
○
午
后
、
雨
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
不
在
中
宮
本
和
吉
、

及
び
法
貴
慶
次
郎
来
る
、○
古
城
貞
吉
よ
り
書
状
と
贈
物
と
を
送
来
る
、

○
押
田
翼
母
来
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、

○
夜
、
宮
本
和
吉
来
る
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、
○
「
神
道
の
本
義

1

1

1

1

1

」

鹿
児
島
新
聞
に
出
づ
、
○
中
島
半
狂
よ
り
来
状
、
○Stanley 

H
all, 

A
dolescence

を
読
む
、
○
「
神
社
は
宗
教
的
機
関
に
あ
ら
さ
る
か

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」

報
徳
に
出
づ
、

二
十
日
、
午
前
、
雨
天
、
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
島
本
愛
之
助
、
高

木
武
、
征
矢
野
晃
雄
来
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
及
びStanley 

H
all, 

A
dolescence

を
読
む
、
○
午
后
、
学
士
院
の
委
員
会
に
山
上
御
殿
に

赴
く
、
○
夜
、
日
本
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
雨
歇
む
、
○
法
貴

慶
次
郎
よ
り
来
状
、
○
「
神
道
の
本
義

1

1

1

1

1

」
九
州
新
聞
及
び
鹿
児
島
新
聞

に
出
づ
、
○
此
日
、
姉
﨑
正
治
寄
送
の
「
法
華
経
行
者
日
蓮
」
を
大
学

東京大学文書館紀要 第44号（2026.  3）

－21（50）－



よ
り
持
帰
る
、

廿
一
日
、
午
前
、
濃
霧
既
に
し
て
快
晴
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
不
在

中
草
野
甚
太
郎
来
る
、
○
金
拾
円
を
南
宗
寺
に
送
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」

を
読
む
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
冨
岡
永
馬
よ
り
来
状
、
○
「
礼
記
」
を

読
む
、
○
午
后
、
晴
天
、「
礼
記
」
を
読
む
、
○Leibniz, 

La 
m
onadologie

を
読
む
、
○
縫
子
、
柏
原
文
太
郎
宅
に
赴
く
、
○
孔
子

誕
辰
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
市
村
瓚
次
郎
、
土
屋
弘
、
東
敬
治
等
の

講
演
あ
り
、
○
夜
、
九
時
帰
宅
、
○
岡
田
良
平
、
帝
国
学
士
院
、
教
科

書
会
等
よ
り
来
状
、
○
「
神
道
の
本
義

1

1

1

1

1

」
鹿
児
島
新
聞
に
出
づ
、
○
益

之
進
、
高
等
師
範
に
赴
き
、
幻
燈
を
観
る
、
○
冨
岡
永
馬
よ
り
林
檎
壱

箱
を
送
来
る
、

廿
二
日
、午
前
、晴
天
、草
野
甚
太
郎
来
る
、○
修
養
団
よ
り
来
状
、○「
以

賽
亜
書
」
及
び
「
家
語
」
を
読
む
、
○
湖
南
の
老
儒
王
闓
運
逝
く
、
享

年
八
十
六
、
の
報
あ
り
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
土
屋
鳳
洲
よ

り
「
晩
晴
楼
詩
鈔
」
及
び
「
晩
晴
楼
文
鈔
」
を
送
来
る
、
○
中
村
正
修

来
る
、
○
柏
原
文
太
郎
宅
よ
り
松
茸
を
送
来
る
、
○
午
后
、Leibniz, 

La  m
onadologie

を
読
む
、
○
小
山
良
子
、
林
檎
壱
籠
を
携
来
る
、
○

運
動
に
池
袋
村
及
び
長
崎
村
方
面
に
赴
く
、
○
夜
、
高
橋
熹
齋
及
び
其

他
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
山
口
察
常
、
麻
生
正
藏
、
丸
善
、
帰
一
協
会
、

心
理
学
会
及
び
清
水
平
一
郎
に
送
る
、
○Leibniz, La m

onadologie

及
び
「
礼
記
」
を
読
む
、
○
書
状
を
帝
国
学
士
院
に
送
る
、

廿
三
日
、
午
前
、
曇
天
、
深
作
安
文
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
、

山
口
龍
藏
、
湯
原
元
一
、
冨
岡
永
馬
、
土
屋
弘
、
林
平
次
郎
、
小
山
鞆

繪
及
び
兒
玉
實
德
に
送
る
、
○
矢
板
大
安
、（
栃
木
県
視
学
）
安
達
常

正
（
仝
師
範
校
長
）
来
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
高
倉
智
海

来
る
、
○
午
后
、
晴
天
、
山
本
卯
一
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
「
以
賽
亜

書
」
を
読
む
、
○
加
藤
玄
智
、
山
下
弥
三
郎
、
九
鬼
周
造
来
る
、
○
島

本
愛
之
助
来
る
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、
○
夜
、
山
﨑
亀
太
郎
、
小
宮

山
源
太
郎
来
る
、
○Leibniz, La m

onadologie

を
読
む
、

廿
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
橘
惠
勝
よ
り
来
状
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、

○
書
状
を
高
橋
亨
、
高
瀨
武
次
郎
、
蓮
沼
門
三
及
び
岩
橋
遵
成
に
送
る
、

○
六
合
館
よ
り
「
新
撰
字
鏡
」
を
送
来
る
、
○
書
状
を
松
信
定
雄
、
中

島
半
狂
、
法
貴
慶
次
郎
、
石
川
春
陽
、
冨
田
仙
助
及
び
島
本
愛
之
助
に

送
る
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
大
学
に
遣
は
す
、
○
岩
波
書
店
よ
り
「
精
神
科

学
の
基
本
問
題
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
書
状
を
小
笠
原
実
成
、
岩
井

勇
藏
及
び
丸
善
洋
書
店
に
送
る
、
○
岸
田
蒔
夫
来
る
、
○
「
教
界
春
秋
」

を
草
す
、
○
天
曇
り
て
有
風
、
○
夜
、
島
本
愛
之
助
よ
り
来
状
、
○
「
教

界
春
秋
」
を
草
す
、
吉
田
雪
子
来
る
、

廿
五
日
、
午
前
、
半
晴
、
山
﨑
達
之
輔
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
山
﨑
達
之

輔
に
送
る
、
○
原
稿
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
金
壱
円
を
池
野
成
一
郎

の
為
に
野
原
茂
六
に
送
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○Leibniz, 

La 
m
onadologie

を
読
む
、
○
午
后
、
引
続
きLeibniz, 

La 
m
onadologie

を
読
む
、
○
珍
書
展
覧
会
に
江
東
に
赴
く
、
○
縫
子
、

雑
司
ヶ
谷
に
赴
き
、
尋
い
で
三
越
に
到
る
、
○
文
科
大
学
及
び
廣
池

千
九
郎
よ
り
来
状
、
○
夜
、
廣
池
千
九
郎
よ
り
松
茸
壱
籠
を
送
来
る
、

○
「
礼
記
」
を
読
む
、
○
十
時
彌
よ
り
松
茸
壱
籠
を
送
来
る
、
○

Leibniz, D
iscourse on M

etaphysics

を
読
む
、

廿
六
日
、
午
前
、
雨
天
、
下
野
教
育
会
長
森
本
泉
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
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森
本
泉
に
送
る
、
○W

indelband, Einleitung in die Philosophie

を
読
む
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
遣
は
し
て
シ
ヤ
ツ
を
深
作
安
文
に
送
る
、
○

雨
歇
む
、
○
南
宗
寺
よ
り
「
天
文
板
論
語
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
曇

天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
外
務
大
臣
夜
会
の
招
待
状
来
る
、
○
「
江

戸
時
代
文
芸
資
料
」
を
送
来
る
、
○
有
風
、
○
夜
、
帰
一
協
会
に
赴
く
、

廿
七
日
、
午
前
、
曇
天
、
深
作
安
文
、
山
口
龍
藏
、
堀
内
尚
同
よ
り
来
状
、

○
村
瀨
雄
平
、
久
保
良
英
、
島
本
愛
之
助
、
高
木
武
、
田
中
義
能
来
る
、

○
大
江
敬
香
逝
く
、
享
年
六
十
、
○
清
水
市
太
郎
母
の
訃
報
来
る
、
○

午
后
、「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
甫
守
謹
吾
来
る
、
○
明
治
火
災
及

び
野
原
茂
六
等
よ
り
来
状
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○

夜
、
書
状
を
桑
原
隲
藏
、
十
時
弥
及
び
廣
池
千
九
郎
に
送
る
、
○
有
風
、

廿
八
日
、
午
前
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
十
時
二
十
分
上
野
出

発
、
吉
田
熊
次
、
荻
野
仲
三
郎
と
会
談
す
、
○
午
后
、
一
時
五
十
分
宇

都
宮
市
着
、
安
達
常
正
来
迎
す
、
直
に
師
範
学
校
に
赴
く
、
○
「
神
勅

1

1

と
国
体

1

1

1

」
に
就
い
て
講
演
を
な
す
、
聴
衆
約
七
百
名
、
○
岩
田
静
夫
（
中

学
校
長
）、
本
多
鐐
吉
（
市
長
）、
津
川
竹
次
郎
（
高
等
女
学
校
長
）、

佐
伯
仲
藏
（
郵
便
局
長
）
等
と
会
見
す
、
○
留
守
宅
、
文
部
省
よ
り
試

験
の
答
案
を
送
来
る
、
○
姉
﨑
宅
よ
り
松
茸
を
送
来
る
、
○
保
険
会
社

員
来
る
、
○
伊
藤
秀
吉
よ
り
御
礼
を
送
来
る
、
○
日
清
印
刷
よ
り
「
東

亜
の
光
」
口
絵
を
送
来
る
、
○
日
下
部
常
吉
よ
り
書
状
と
冨
貴
摺
と
を

送
来
る
、
○
文
科
大
学
よ
り
来
状
、

廿
九
日
、
午
前
、
雨
天
、
十
時
二
十
分
安
達
常
正
と
共
に
大
田
原
に
赴
く
、

○
午
后
、
小
学
校
に
於
て
、「
神
勅
と
国
体

1

1

1

1

1

」
に
就
い
て
一
場
の
講
演

を
な
す
、
聴
衆
約
二
百
名
、
○
安
井
清
雄
、（
中
学
校
長
）、
冨
田
美
次

郎
、（
郡
長
）、生
沼
米
太
郎（
小
学
校
長
）、及
び
添
野
信
等
と
会
見
す
、

○
五
時
過
ぎ
西
那
須
野
出
発
、
○
夜
、
十
時
過
ぎ
帰
宅
、
○
此
日
、
留

守
宅
鈴
木
弘
来
る
、
○
武
藤
儀
亮
、
林
檎
を
携
来
る
、
○
珍
書
同
好
会

よ
り
「
日
次
紀
事
」
を
送
来
る
、
○
此
日
、
矢
板
大
安
、
東
亜
協
会
々

員
と
な
る
、

三
十
日
、
午
前
、
雨
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
伊
藤
吉
之
助
及
び
土

田
誠
一
と
大
学
に
会
談
す
、
○
「
東
亜
の
光
」
口
絵
解
題
を
日
清
印
刷

に
送
る
、
○
午
后
、
西
岡
秀
之
助
、
藤
岡
藏
六
、
来
る
、
○
縫
子
、
三

井
銀
行
に
赴
く
、
○
金
井
延
在
職
廿
五
年
の
祝
賀
会
に
上
野
精
養
軒
に

赴
く
、
水
野
連
太
郎
、
矢
野
恒
太
等
と
会
談
す
、
○
不
在
中
長
谷
川
福

平
、「
漢
文
大
系
」第
二
十
二
巻
を
携
来
る
、○
服
部
宇
之
吉
よ
り
来
状
、

○
夜
、
八
時
頃
帰
宅
、
○
文
科
大
学
及
び
文
明
協
会
よ
り
来
状
、

丗
一
日
、
天
長
節
、
午
前
、
曇
天
、
検
定
試
験
の
答
案
を
読
む
、
○
書
状

を
吉
田
静
致
に
送
る
、
○
中
島
善
太
郎
よ
り
歌
を
送
来
る
、
○
午
后
、

半
晴
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
引
続
き
、
答
案
を
読
む
、
○
齋
藤
勇
来
弔

す
、
○
書
状
を
清
水
市
太
郎
、
文
明
協
会
、
大
英
百
科
全
書
会
社
に
送

る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
夜
、
東
亜
協
会
評
議
員
会
を
開
き
、

深
作
安
文
の
為
に
送
別
の
宴
を
催
ふ
す
、
来
会
者
二
十
余
名
、
○
不
在

中
蓮
沼
門
三
及
び
坂
本
剽
来
る
、○
高
島
平
三
郎
及
び
其
他
よ
り
来
状
、

○
此
日
、
黄
興
逝
く
、
享
年
四
十
三
、

十
一
月

一
日
、
午
前
、
雨
天
、
史
学
会
よ
り
書
状
と
速
記
と
を
送
来
る
、
○
学
習

院
に
赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
到
る
、
○
御
殿
場
東
山
湖
耕
地
整
理
組

合
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
帝
国
教
育
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会
及
び
峯
間
信
吉
よ
り
来
状
、
○
明
治
火
災
の
西
岡
秀
之
助
来
る
、
乃

ち
改
め
て
火
災
保
険
を
な
す
、
保
険
金
総
額
金
壱
萬
七
千
八
百
円

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
保4

険
料
金
五
拾
壱
円
也

4

4

4

4

4

4

4

4

、
○
阿
部
維
巖
、
硯
箱
を
携
来
る
、
○
夜
、「
以

賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、

二
日
、
午
前
、
晴
天
、
文
部
省
に
赴
き
、
八
時
よ
り
修
身
科
検
定
本
試
験

の
口
述
試
験
を
行
ふ
、
○
夜
、
七
時
頃
試
験
了
る
、
○
八
時
半
頃
帰
宅
、

○
不
在
中
小
西
重
直
来
る
、
○
草
野
甚
太
郎
、
芹
澤
喜
一
郎
、
多
木
悦

造
、
三
上
義
夫
、
清
水
市
太
郎
、
森
本
泉
、
同
文
館
及
び
文
科
大
学
よ

り
来
状
、
○
「
東
亜
の
光
」（
十
一
の
十
一
）
成
る
、
○
日
清
印
刷
よ

り
「
東
亜
の
光
」
拾
部
を
送
来
る
、
○
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」

東
亜
の
光
に
出
づ
、
○
此
日
、
大
野
太
衞
よ
り
書
状
と
原
稿
と
を
送
来

る
、
○
田
辺
春
枝
よ
り
清
子
に
来
状
、

三
日
、
午
前
、
晴
天
、
宮
中
に
於
て
立
太
子
礼
を
行
は
せ
ら
る
、
○
立
太

子
礼
奉
賀
式
に
大
学
に
参
す
、
○
渡
辺
政
吉
、
高
木
武
来
る
、
○
午
后
、

修
養
団
本
部
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
書
状
を
山
口
龍
藏
及
び
芹
澤
喜
一

郎
に
送
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
「
原
始
神
道
」
世
界
に
出

づ
、
○
夜
、
雑
誌
類
を
読
む
、

四
日
、
午
前
、
晴
天
、
島
本
愛
之
助
及
び
在
米
国
押
田
三
郎
よ
り
来
状
、

○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
鈴
木
弘
、
姉
﨑
袖
子
及
び
御
殿
場
の
農
渡

邊
某
来
る
、
○
伊
藤
秀
吉
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
文
部

省
の
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
試
験
答
案
を
付
与
す
、
○
不
在
中
佐
々
木

省
三
来
る
、
○
午
后
、
柏
原
文
太
郎
妻
、
吉
田
熊
次
等
来
る
、
○
宣
光

五
十
日
祭
に
相
当
す
、
神
官
来
り
て
式
を
行
ふ
、
○
「
中
学
漢
文
」

五
百
部
の
奥
附
を
光
風
館
に
付
与
す
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
現
代
社
会

心
理
」
を
送
来
る
、
○
「
日
本
経
済
叢
書
」
を
送
来
る
、
○
浦
谷
熊
吉
、

姉
﨑
正
治
来
る
、
○
縫
子
、
吉
田
熊
次
等
と
雑
司
ヶ
谷
に
赴
く
、
○
「
以

賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○
夜
、
書
状
を

文
科
大
学
、
草
野
甚
太
郎
及
び
榎
本
勝
多
に
送
る
、

五
日
、
午
前
、
晴
天
、
独
逸
よ
りFünftes 

Jahrbuch 
der 

Schopenhauer-Gesellschaft

を
送
来
る
、
○
「
神
勅
と
国
体

1

1

1

1

1

」
後
援

に
出
づ
、
○
四
宮
兼
之
、
島
本
愛
之
助
来
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、

○
午
后
、
書
状
を
久
保
良
英
及
び
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○
縫
子
、
押
田

翼
宅
に
赴
き
、
尋
い
で
伊
澤
修
二
宅
に
到
る
、
○
鈴
木
弘
来
る
、
○

U
eberw

eg, Grundriss der Geschichte der Philosophie

及
び

Leibniz, D
iscourse on M

etaphysics

を
読
む
、
○
島
本
愛
之
助
よ

り
来
状
、
○
「
日
本
国
粋
全
書
」（
第
十
八
輯
）
を
送
来
る
、
○
夜
、
帝

国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
夜
、
書
状
を
帝
国
学
士
院
に
送
る
、
○
研
究

六
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
三
上
參
次
を
史
料
編
纂

に
訪
ふ
、
○
伊
藤
秀
吉
よ
り
筆
記
を
送
来
る
、
○
荻
村
錦
太
の
訃
報
来

る
、
○
丹
波
敬
三
夫
妻
よ
り
招
待
状
来
る
、
○
国
華
社
よ
り
案
内
状
来

る
、
○
午
后
、
征
矢
野
晃
雄
、
久
保
良
英
来
る
、
○
府
税
市
税
金

一
六
、四
八
〇
也
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
原
稿
を
伊
藤
秀
吉
に
送
る
、

○
西
岡
秀
之
助
来
る
、
○
「
林
外
文
稿
」
を
征
矢
野
晃
雄
に
托
し
て
廣

瀨
陽
太
郎
に
返
さ
し
む
、
○
弔
状
を
荻
村
錦
太
に
送
る
、
○
「
以
賽
亜

書
」
を
読
む
、
○Carnegie 

Endow
m
ent 

for 
International 

Peace 
（Y

ear Book 1916

）
を
送
来
る
、
○
縫
子
、
深
作
安
文
宅
に

赴
き
、
尋
い
で
間
端
吾
及
び
井
上
成
美
宅
を
訪
ふ
て
帰
る
、
○
夜
、
遠

山
操
、
馬
淵
冷
佑
来
る
、
○
書
状
を
帝
国
教
育
会
に
送
る
、
○
書
状
を
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製
本
屋
に
送
る
、

七
日
、
午
前
、
晴
天
、
深
作
安
文
、
弘
道
館
記
榻
本
を
携
来
る
、
○
岩
井

勇
藏
及
び
製
本
屋
来
る
、
○
書
状
を
塩
谷
溫
に
送
る
、
○Leibniz, 

D
iscourse 

on 
M
etaphysics

を
読
む
、
○
冨
岡
永
馬
よ
り
来
状
、

○
午
后
、
引
続
きLeibniz, D

iscourse on M
etaphysics

を
読
む
、

○
清
子
、
高
子
と
共
に
三
越
に
赴
く
、
○
書
状
を
森
良
三
郎
に
送
る
、

○
「
日
本
大
藏
経
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
引
続
きLeibniz

を
読
む
、

○
座
親
玄
山
及
び
山
本
右
太
郎
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
天
皇
陛
下
九
州

へ
行
幸
、

八
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
臼
杵
東
㠗
、
松
宮
春
一
郎
、

加
藤
政
司
郎
、
杉
浦
初
太
郎
、
塩
谷
溫
よ
り
来
状
、
○
堀
維
孝
と
学
習

院
に
会
見
す
、
○
書
状
を
山
内
計
作
、
山
﨑
達
之
輔
、
座
親
玄
山
及
び

冨
岡
永
馬
に
送
る
、
○Leibniz, D

iscourse on M
etaphysics

を

読
む
、
○
午
后
、Leibniz, D

iscourse on M
etaphysics

を
読
了
す
、

○
金
港
堂
よ
り
来
状
、
○
「
師
範
修
身
」
二
百
部
の
奥
附
を
晩
成
処
に

付
与
す
、
○
書
状
を
金
港
堂
に
送
る
、
○
島
本
愛
之
助
よ
り
小
包
を
送

来
る
、
○
馬
淵
冷
佑
よ
り
来
状
、
○
運
動
に
音
羽
方
面
に
出
で
「
俳
聖

芭
蕉
翁
」
と
「
儒
学
大
観
」
と
を
購
入
し
て
帰
る
、
○
夜
、
国
体
研
究

会
案
内
状
九
通
を
発
送
す
、
○Correspondance 

de 
Leibniz 

et 
D
'A
rnauld

を
読
む
、
○H

öffding, 
Geschichte 

der 
neueren 

Philosophie

を
読
む
、

九
日
、
午
前
、
雨
天
、
大
倉
喜
八
郎
及
び
湯
原
元
一
よ
り
来
状
、
○
齋
木

織
三
郎
来
る
、
有
故
不
遇
、
○
所
得
税
金
四
〇
、三
五
〇
也
、
府
税
市

税
金
七
、四
二
也
、
合
計
金
四
七
、七
七
也
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
吉
田

雪
子
来
る
、
○H
öffding, Geschichte der neueren Philosophie

を
読
む
、
○
国
体
研
究
会
案
内
状
を
上
原
勇
作
に
送
る
、
○K

uno 
Fischer, Geschichte der neueren Philosophie

を
読
む
、
○
夜
、

書
状
を
岸
田
蒔
夫
に
送
る
、
○
引
続
きK

uno Fischer

を
読
む
、
○

H
öffding, Geschichte der neueren Philosophie

を
読
む
、

十
日
、
午
前
、
曇
天
、
小
松
静
よ
り
来
状
、
○
佐
々
木
省
三
、
磯
部
幸
太

郎
来
る
、
有
故
不
遇
、
○
高
木
武
、
島
本
愛
之
助
、
武
藤
儀
亮
来
る
、

○H
öffding, Geschichte der neueren philosophie

を
読
む
、
○

午
后
、
勉
強
、
○
夜
、
雨
天
、
国
体
研
究
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
来

会
者
約
二
十
五
六
名
、上
杉
慎
吉
の
講
演
あ
り
、○
山
口
龍
藏
よ
り
来
状
、

十
一
日
、
午
前
、
雨
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
酒
饌
料
を
拝
受
す
、

○
哲
学
会
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
下
谷
の
練
成
小
学
校
に
赴
き
、「
神

勅
と
国
体
」
と
に
就
い
て
一
場
の
講
演
を
な
す
、
聴
衆
約
二
百
名
、
草

野
甚
太
郎
、
濵
田
國
松
等
と
会
見
す
、
○
エ
ミ
ー
ル
、
エ
ツ
ク
教
授
在

職
二
十
五
年
記
念
祝
賀
会
に
上
野
精
養
軒
に
赴
く
、
仏
国
大
使
レ
ニ
ヨ

及
び
其マ
マ

仏
国
人
と
会
見
す
、
○
夜
、
十
時
頃
帰
宅
、
○
文
部
省
よ
り
来

状
、
○
此
日
、
宮
﨑
光
男
、
上
野
精
養
軒
に
来
訪
す
、
○
渡
邊
久
太
郎

よ
り
来
状
、

十
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
羽
倉
信
一
、
柳
井
ハ
ル
ヲ
及
び
辻
清
吉
商
店
よ

り
来
状
、
○
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○
勉
強
、
○
豊
国
屋
に
赴
き
昼
食
す
、

片
山
国
嘉
と
会
談
す
、
○
午
后
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
二
百
年
記
念
講
演
会

を
大
学
に
開
く
、
即
ち
哲
学
会
秋
季
大
会
な
り
、
聴
衆
約
二
百
五
十
名
、

○
夜
、
山
上
御
殿
に
会
食
す
、
○
九
時
頃
帰
宅
、
○
藤
井
健
治
郎
及
び

山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
宮
﨑
光
男
、
大
学
に
来
訪
す
、
○
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「
霊
魂
信
仰
と
祖
先
崇
拝
」
を
送
来
る
、

十
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
大
学
よ
り
「
大
日
本

史
料
」（
四
の
十
五
）を
送
来
る
、○
小
山
鞆
繪
よ
り
来
状
、○
大
掃
除
、

○
ア
ラ
ビ
ア
王
国
成
立
の
報
あ
り
、
○
独
軍
死
傷
総
数
三
百
七
十
五
萬

五
千
六
百
九
十
三
名
、
中
戦
死
数
八
十
五
萬
五
千
八
百
十
七
名
な
り
と

云
ふ
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
午
后
、
下
村
春
之
助
、
高
橋
友

吉
、
高
木
武
、
藤
岡
藏
六
、
西
岡
秀
之
助
、
長
谷
川
福
平
来
る
、
○
「
以

賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
「
国
体
神
道
と
立
太
子
式

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
徳
島
日
々
新
聞
に

出
づ
、
○
山
田
新
一
郎
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
巣
鴨
長
屋
総
計

八
棟
十
二
戸

4

4

4

4

4

、
此
保
険
金
三
四
二
〇
也
、
保
険
料
金
一
八
、八
五
也
、

故
に
保
険
金
総
額
金
一
八
六
二
〇

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

也
、保
険
料
金
五
八

4

4

4

4

4

4

、七
四
也

4

4

4

、〇
夜
、

書
状
を
高
木
武
に
送
る
、
○
「
二
程
全
書
」
を
読
む
、
○
此
日
、
深
作

安
文
出
発
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
引
続
き
大
掃
除
、

○
動
物
園
に
遊
ぶ
、
○
午
后
、
曇
天
、
豊
国
屋
に
昼
餐
す
、
○
文
展
を

観
る
、
磯
江
潤
、
九
鬼
周
造
等
と
遭
逢
す
、
○
巣
鴨
池
袋
方
面
に
赴
く
、

○
宮
内
省
よ
り
観
菊
御
宴
の
招
待
状
来
る
、
○
冨
岡
永
馬
及
び
文
科
大

学
よ
り
来
状
、
○
風
生
ず
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、
○
夜
、「
礼
記
」

及
び
「
二
程
全
書
」
を
読
む
、
○
東
亜
協
会
秋
季
講
演
大
会
の
案
内
状

を
尾
原
亮
太
郎
、
三
枝
光
太
郎
、
若
守
義
孝
、
久
保
良
英
、
征
矢
野
晃

雄
に
送
る
、
○
書
状
を
冨
岡
永
馬
に
送
る
、
○
帝
国
学
士
院
及
び
大
野

太
衞
よ
り
来
状
、

十
五
日
、
午
前
、
曇
天
、
丸
井
圭
次
郎
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
赴
く
、

○
深
作
安
文
宅
よ
り
来
状
、
○
中
島
半
狂
よ
り
書
状
と
原
稿
と
を
送
来

る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
午
后
、
雨
天
、
書
状
を
山
﨑
亀
太

郎
に
送
る
、
○
東
亜
協
会
案
内
状
を
阿
部
莊
二
、
麻
生
正
藏
、
藤
岡
藏

六
等
に
送
る
、
○
原
稿
を
整
理
す
、
○
書
状
を
峯
間
信
吉
及
び
大
倉
喜

八
郎
宅
に
送
る
、
○
夜
、
論
文
を
草
す
、
○
書
状
を
冨
山
房
に
送
る
、

十
六
日
、
午
前
、
曇
天
、
東
洋
大
学
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
東
洋
大
学
に

送
る
、
○
「
大
正
詩
文
」
を
送
来
る
、
○
パ
ー
シ
ヷ
ル
、
ロ
ウ
ェ
ル
去

る
十
二
日
を
以
て
逝
く
、
享
年
五
十
八
と
の
報
あ
り
、
○
去
る
十
五
日

草
場
磋
助
（
佩
川
）
は
従
四
位
を
、
青
柳
勝
次
は
従
四
位
を
、
佐
田
白

茅
と
緒
方
春
朔
は
正
五
位
を
、
村
上
潜
藏
（
仏
山
）
も
正
五
位
を
贈
ら

る
と
の
報
あ
り
、
○
勉
強
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○

帰
一
協
会
及
び
大
阪
毎
日
新
聞
社
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学

に
赴
く
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
小
林
文
七
よ
り
印
刷
物
を
送

来
る
、
○
夜
、
齋
藤
精
輔
よ
り
来
状
、
○
論
文
を
草
す
、

十
七
日
、
午
前
、
曇
天
、
二
松
堂
よ
り
「
新
作
詩
自
在
」
を
送
来
る
、
○

小
林
文
七
よ
り
来
状
、
○
「
漢
詩
の
将
来

1

1

1

1

1

」
新
作
詩
自
在
」マ

マ

に
出
づ
、

○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
大
壁
某
、
高
木
武
、
島
本
愛
之
助
、
仲

野
秀
治
、
征
矢
野
晃
雄
、
武
藤
儀
亮
来
る
、
○
山
川
智
應
よ
り
来
状
、

○
冨
山
房
よ
り
「
朝
川
通
史
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
雨
天
、
教
科
書

会
に
文
部
省
に
到
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
山
川
智
應
よ
り

「
日
蓮
聖
人
と
耶
蘇
」
二
部
と
「
本
化
聖
典
大
辞
林
」
と
を
送
来
る
、

○
夜
、
風
雨
、
論
文
を
草
す
、

十
八
日
、
午
前
、
雨
天
、
飯
沼
松
枝
よ
り
来
状
、
○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、

○
論
文
を
草
す
、
○
雨
歇
む
、
○
書
状
を
倫
理
学
研
究
室
に
送
る
、
○

午
后
、
引
続
き
論
文
を
草
す
、
○
縫
子
、
高
子
を
拉
し
て
文
展
に
赴
く
、
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○
友
枝
高
彦
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
夜
、
曇
天
、
論
文
を
草
す
、

十
九
日
、
午
前
、
曇
天
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
乃
ち
之
に
原
稿
を
付
与
す
、

○
勉
強
、
○
石
井
鹿
之
助
来
る
、
○
石
井
鹿
之
助
東
亜
協
会
々
員
と
な

る
、
○
羽
倉
信
一
よ
り
「
大
嘗
会
儀
式
具
釈
」
を
受
く
、
○
午
后
、
豊

国
屋
に
昼
食
し
、
櫻
井
錠
二
と
会
談
す
、
○
東
亜
協
会
秋
季
講
演
大
会

を
大
学
に
開
く
、
聴
衆
約
五
百
名
、
講
演
者
は
会
長
の
外
箕
作
元
八
、

瀧
精
一
及
び
穗
積
重
遠
な
り
、
○
夜
、
東
亜
協
会
懇
親
会
を
山
上
御
殿

に
開
く
来
会
者
約
二
十
名
、
○
浩
々
居
及
び
山
口
龍
藏
よ
り
来
状
、
○

不
在
中
加
藤
政
司
郎
来
る
、
○
製
本
屋
亦
来
る
、
○
此
日
、
森
良
三
郎

来
る
、
乃
ち
之
に
巣
鴨
の
租
税
金
三
〇
、五
一
也
を
付
与
す
、
○
波
蘭

の
小
説
家
シ
エ
ン
キ
ウ
イ
ツ
チ
逝
く
（
一
八
四
六
年
生
る
）
の
報
あ
り
、

二
十
日
、午
前
、晴
天
、穗
積
陳
重
、田
中
元
生
及
び
竹
内
康
二
よ
り
来
状
、

○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
仏
国
の
画
エ
ラ
フ
ㇵ
エ
ル
、
コ
ラ
ン
逝
く
、

享
年
六
十
七
の
報
あ
り
、
○
午
后
、
岩
井
勇
藏
、
川
瀨
光
順
及
び
岸
田

蒔
夫
等
来
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
川
島
平
五
郎
よ
り
来
状
、

○
書
状
を
加
藤
政
司
郎
に
送
る
、
○
夜
、
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
及
び
山

口
龍
藏
に
送
る
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○
論
文
を
草
す
、

廿
一
日
、
午
前
、
陰
晴
不
定
、「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
明
治
大
学
、
羽

倉
信
一
、
文
部
省
及
びM

anufacturers Life Insurance Com
pany

よ
り
来
状
、
○
姉
﨑
老
母
病
気
稍
々
重
し
と
の
報
あ
り
、
縫
子
直
に
見

舞
に
赴
く
、
○
川
島
平
五
郎
よ
り
「
足
利
学
校
釈
奠
講
演
筆
記
」（
第

五
巻
）
を
送
来
る
、
○
「
孔
子
の
人
格
及
び
感
化

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
講
演
筆
記
に
出
づ
、

○
書
状
を
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
「
礼
記
」

を
読
む
、
○
午
后
、
晴
天
、「
礼
記
」
を
読
む
、
○
吉
田
静
致
妻
、
柿

を
携
来
る
、
○
論
文
を
草
す
、
○
大
島
正
德
来
る
、
○
宮
本
和
吉
よ
り

原
稿
と
書
状
と
を
送
来
る
、
○
夜
、
帰
一
協
会
に
赴
く
、
床
次
竹
次
郎
、

秋
月
左
都
夫
、
加
藤
熊
二
郎
等
来
る
、
○
不
在
中
練
成
小
学
よ
り
御
礼

を
送
来
る
、
○
此
日
、
女
子
高
等
師
範
よ
り
印
刷
物
を
送
来
る
、

廿
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
明
治
火
災
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
女
学
部
に
赴

く
、
○
「
礼
記
」
及
び
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
午
后
、「
礼
記
」

及
び
「
以
賽
亜
書
」
を
読
む
、
○
葉
山
照
子
、
菓
子
壱
箱
を
携
来
る
、

○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
宮
内
省
よ
り
招
待
状
来
る
、
○
研
究
、
○

夜
、
同
文
館
の
速
記
者
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
大
倉
喜

八
郎
よ
り
来
状
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、
○
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、

廿
三
日
、
新
嘗
祭
、
午
前
、
晴
天
、
田
中
元
生
、
金
井
延
よ
り
来
状
、
○

村
上
俊
江
、
橋
本
文
壽
来
る
、
○
縫
子
、
濵
本
信
一
宅
に
赴
く
、
○
「
教

界
春
秋
」
を
草
し
て
之
を
日
清
印
刷
に
送
る
、
○
「
以
賽
亜
書
」
を
読

む
、
○T

he Encylopæ
dia Britannica, Eleventh edition, 

29 
V
ols. 

来
る
、
○
午
后
、「
礼
記
」
を
読
む
、
○
高
橋
亨
、
朱
子
の
書
（
敬

斎
箴
）
を
携
来
る
、
○
運
動
に
音
羽
方
面
に
出
づ
、
○
夜
、
速
記
者
来

る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
吉
田
熊
次
夫
妻
来
る
、
○
澳
国
皇

帝
フ
ラ
ン
ツ
、
ヨ
ゼ
フ
崩
御
の
報
あ
り
、
享
年
八
十
六
、
在
位
六
十
八

年
、
カ
ー
ル
、
フ
ラ
ン
ツ
、
ヨ
ゼ
フ
即
位
、
正
に
二
十
九
歳
、

廿
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
書
状
を
小
西
重
直
及
び
山
川
智
應
に
送
る
、
○

島
本
愛
之
助
、
征
矢
野
晃
雄
并
に
製
本
屋
来
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴

く
、
○
「
耶
利
米
亜
記
」
を
読
む
、
○
午
后
、「
耶
利
米
亜
記
」
を
読
む
、

○
教
科
書
会
に
文
部
省
に
赴
く
、
○
山
﨑
亀
太
郎
よ
り
来
状
、
○
書
状

を
高
木
武
及
び
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○
夜
、
速
記
者
来
る
、
乃
ち
談
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話
を
速
記
せ
し
む
、
○
勉
強
、
○
此
日
、
女
中
ゆ
ふ
を
大
学
に
遣
は
す
、

廿
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
「
耶
利
米
亜
記
」
を

読
む
、
○
縫
子
、
府
立
女
子
師
範
附
属
小
学
に
赴
き
、
尋
い
で
姉
﨑
宅

に
到
る
、
○
史
料
編
纂
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
史
料
編
纂
に
送
る
、
○

水
道
使
用
料
総
計
金
一
二
、
○
七
也
を
郵
便
局
に
納
む
、
○
押
田
よ
の

子
来
る
、
○
預
金
通
帳
を
郵
便
局
に
出
す
、
○
午
后
、
速
記
を
訂
正
す
、

○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
大
倉
書
店
よ
り
来
状
、
○
桑
原
隲
藏
の
論

文
を
読
む
、
○
文
明
協
会
よ
り
「
日
本
人
の
海
外
発
展
」
を
、
国
書
刊

行
会
よ
り
「
江
戸
時
代
文
芸
資
料
」（
第
五
）
を
送
来
る
、
○
夜
、
雨
天
、

大
蔵
会
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
「
二
程
全
書
」
を
読
む
、

廿
六
日
、
午
前
、
半
晴
、
山
口
龍
藏
、
中
村
栄
太
郎
等
よ
り
来
状
、
○
「
耶

利
米
亜
記
」
を
読
む
、
○
高
木
武
、
中
込
本
治
郎
来
る
、
○
歯
科
医
門

石
に
赴
く
、
○
午
后
、
曇
天
、
日
清
印
刷
よ
り
「
東
亜
の
光
」
口
絵
を

送
来
る
、
○
「
東
亜
の
光
」
口
絵
解
題
を
日
清
印
刷
に
、
書
状
を
中
村

栄
太
郎
に
送
る
、
○
雨
、
○
「
耶
利
米
亜
記
」
を
読
む
、
○
速
記
の
準

備
を
な
す
、
○
夜
、
速
記
者
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
勉

強
、
○
此
日
、
河
瀨
秀
治
、
小
西
重
直
、
杉
浦
初
太
郎
及
び
修
養
団
よ

り
来
状
、

廿
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
不
在
中
八
束
清
貫
来

る
、
○
立
太
子
礼
の
饗
宴
に
赴
く
、
和
田
垣
謙
三
、
横
山
又
次
郎
、
真

野
文
二
、
箕
作
八マ
マ

等
と
会
談
す
、
○
午
后
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
大
倉

喜
八
郎
の
招
待
に
帝
国
劇
場
に
赴
く
、
大
倉
喜
七
郎
、
股
野
琢
、
市
村

瓚
次
郎
、
宮
岡
恒
次
郎
、
伊
東
忠
太
、
永
地
秀
太
、
正
木
直
彦
、
高
楠

順
次
郎
、
入
澤
達
吉
等
と
会
談
す
、
○
夜
、
十
時
頃
帰
宅
、
○
此
日
、

「
女
子
修
身
」
一
千
九
百
六
十
部
の
奥
附
を
金
港
堂
に
付
与
す
、
○
練

成
小
学
よ
り
速
記
を
送
来
る
、

廿
八
日
、
午
前
、
曇
天
、
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
高
木
武
来
る
、
○
村

澤
悦
雄
よ
り
来
状
、
○
午
后
、
安
井
小
太
郎
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

○
荒
浪
市
平
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
夜
、
書
状
を
飯
沼
松
枝
及
び
福

島
県
修
養
団
支
部
に
送
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
書
状
を
山
口
龍
藏

に
送
る
、
○
山
口
龍
藏
よ
り
薩
摩
芋
二
俵
を
送
来
る
、

廿
九
日
、
午
前
、
雨
天
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送

る
、
○
郵
便
局
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
廓
清
会
本
部
に
送
る
、
○
午
后
、

德
川
賴
倫
侯
よ
り
来
状
、
○
勉
強
、
○
興
学
会
よ
り
来
状
、
○
歯
科
医

門
石
に
赴
く
、
工
藤
一
記
と
会
見
す
、
○
柏
原
文
太
郎
妻
、
贈
物
を
携

来
る
、
○
不
在
中
製
本
屋
来
る
、
○Fullerton, 

Introduction 
to 

Philosophy

を
読
む
、
○
夜
、
引
続
きFullerton

を
読
む
、
○
勉
強
、

○
荒
浪
市
平
宅
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
此
日
、
薄
井
小
蓮
逝
く
、
享

年
八
十
八
、

三
十
日
、
午
前
、
雨
天
、
大
日
本
教
育
書
院
及
び
多
喜
乃
實
臣
よ
り
来
状
、

○
勉
強
、
○
珍
書
同
好
会
よ
り
「
唯
心
房
集
」
及
び
「
日
次
紀
事
」
を

送
来
る
、
○
午
后
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
山
中
正
雄
よ
り

来
状
、
○
書
状
を
広
文
堂
に
送
る
、
○
夜
、
速
記
者
来
る
、
乃
ち
談
話

を
速
記
せ
し
む
、
○
速
記
を
訂
正
す
、

十
二
月

一
日
、
午
前
、
晴
天
、
荒
浪
市
平
宅
よ
り
速
記
を
送
来
る
、
○
松
信
定
雄

及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
八
束
清
貫
、
森
良
三
郎
、
島
本
愛
之
助
来
る
、

○
速
記
を
訂
正
す
、
○
午
后
、
切
抜
通
信
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
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す
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
途
上
蟹
江
操
子
及
び
其
他
に
逢
ふ
、
○

日
清
印
刷
よ
り
「
東
亜
の
光
」（
十
一
の
十
二
）
拾
部
を
送
来
る
、
○

縫
子
、
中
島
德
藏
、
樋
口
秀
雄
、
得
能
文
及
び
笹
川
種
郎
諸
氏
の
宅
に

赴
く
、
○
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
東
亜
の
光
に
出
づ
、
○
夜
、

井
上
右
近
来
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
書
状
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、

二
日
、
午
前
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
明
治
火
災
及
び
東
洋
大

学
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
淺
野
某
来
る
、
○
途
上
高
木
武
と
逢
ふ
、
○

祝
の
鰹
節
を
大
倉
喜
八
郎
及
び
德
川
賴
倫
に
送
る
、
○
松
永
武
雄
逝
く

と
の
報
あ
り
、
乃
ち
香
奠
弍
円
を
文
科
の
事
務
に
托
す
、
○
飯
沼
松
枝

よ
り
来
状
、
○
書
状
を
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
午

后
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
書
状
を
東
洋
大
学
に
送
る
、
○
浦
谷
ふ
み
及

び
同
文
館
員
高
橋
友
治
来
る
、○
原
稿
の
一
部
を
高
橋
友
治
に
付
与
す
、

○
高
木
武
来
る
、
○
夜
、
学
術
講
和
会
に
大
学
に
赴
く
、
藤
井
健
次マ
マ

郎

の
講
演
あ
り
、
○
宮
本
和
吉
よ
り
原
稿
を
、
荒
浪
市
平
宅
よ
り
速
記
を

送
来
る
、
○
此
日
、
在
青
島
上
田
萬
年
、
立
花
政
樹
、
石
田
幹
之
助
、

黒
木
安
雄
よ
り
来
状
、

三
日
、
午
前
、
雨
天
、
土
田
誠
一
、
川
島
次
郎
来
る
、
○
「
陽
明
哲
学
」

一
百
部
の
奥
附
を
冨
山
房
に
付
与
す
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
目
黒
甚

七
来
る
、
○
午
后
、
曇
天
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
伊
藤
錦
子
、
御
礼
を

携
来
る
、
○
高
橋
友
治
来
る
、
乃
ち
之
に
原
稿
を
付
与
す
、
○
夜
、
速

記
を
訂
正
す
、
○
原
稿
を
岸
田
蒔
夫
に
送
る
、
○
勉
強
、

四
日
、
午
前
、
曇
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、

○
午
后
、
征
矢
野
晃
雄
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
德
川
賴
倫
嗣
子
賴
貞
の

結
婚
披
露
に
築
地
精
養
軒
に
赴
く
、
松
平
直
亮
、
横
田
国
臣
、
花
房
義

質
等
と
会
見
す
、
○
「
日
本
国
粋
全
書
」（
第
四
輯
）
及
び
「
日
本
大

蔵
経
」
を
送
来
る
、
○
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
を
送
来
る
、
○
書
状
を

山
﨑
亀
太
郎
及
び
松
永
義
雄
に
送
る
、
○
夜
、
古
橋
今
四
郎
よ
り
来
状
、

○
速
記
を
訂
正
す
、

五
日
、
午
前
、
晴
天
、
宮
本
和
吉
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
書

状
を
広
文
堂
に
、
原
稿
を
岸
田
蒔
夫
に
送
る
、
○
土
田
誠
一
来
る
、
○

午
后
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
日
清
印
刷
よ
り
「
東
亜
の
光
」
口
絵
を
送

来
る
、
○
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、
○
不
在
中
武
藤
儀
亮
来
る
、
○
「
大

正
の
青
年
と
帝
国
の
前
途
」
を
読
む
、
○
夜
、
原
稿
を
岸
田
蒔
夫
に
送

る
、
○
帝
国
学
士
院
及
び
福
島
県
修
養
団
支
部
よ
り
来
状
、
○
書
状
を

大
日
本
教
育
書
院
に
送
る
、
○
「
東
亜
の
光
」
口
絵
解
題
を
日
清
印
刷

に
、
書
状
を
帝
国
学
士
院
に
送
る
、
○
「
礼
記
」
及
び
「
孔
子
家
語
」

を
読
む
、

六
日
、
午
前
、
晴
天
、
学
習
院
に
赴
く
、
○
電
報
を
山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、

○
「
耶
利
米
亜
記
」
を
読
む
、
○
書
状
を
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○
中
島

半
狂
及
び
帰
一
協
会
よ
り
来
状
、
○
田
邊
春
枝
よ
り
縫
子
に
来
状
、
○

勇
雄
、昇
共
に
風
邪
の
気
味
あ
り
、○
午
后
、「
耶
利
米
亜
記
」を
読
む
、

○
書
状
を
帰
一
協
会
に
送
る
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
「
大
正
の
青
年

と
帝
国
の
前
途
」
を
購
入
す
、
○
医
学
士
藁
科
某
来
診
す
、
○K

uno 
Fischer, Geschichte der neueren Philosophie

を
読
む
、
○
夜
、

引
続
きK

uno 
Fischer

を
読
む
、
○
帝
国
学
士
院
よ
り
来
状
、
○

U
eberw

eg, Grundriss der Geschichte der Philosophie

を
読

む
、
○
昇
病
気
の
為
苦
痛
多
し
、

七
日
、
午
前
、
曇
天
、
書
状
を
伊
藤
秀
吉
及
び
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○
勉

東京大学文書館紀要 第44号（2026.  3）

－29（42）－



強
、
○
松
永
義
雄
よ
り
来
状
、
○
清
子
、
昇
を
携
へ
て
大
学
病
院
に
赴

き
、
弘
田
長
を
し
て
之
を
診
察
せ
し
む
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴

く
、
○
紀
平
正
美
よ
り
「
自
我
論
」
を
送
来
る
、
○
小
林
正
策
、
杉
浦

鋼
太
郎
、
日
置
健
太
郎
、
及
び
帝
国
教
育
会
等
よ
り
来
状
、
○
夜
、
山

口
鉄
市
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
書
状
を
中
島
德
藏
及
び

山
﨑
亀
太
郎
に
送
る
、
○K

uno 
Fischer, 

Geschichte 
der 

neueren  Philosophie
を
読
む
、
○
「
礼
記
」
を
読
む
、

八
日
、
午
前
、
雨
天
、
日
置
健
太
郎
よ
り
論
文
を
送
来
る
、
○
東
亜
協
会

よ
り
小
包
来
る
、
○
大
日
本
雄
弁
会
よ
り
贈
物
を
送
来
る
、
○
武
藤
儀

亮
、
宮
本
和
吉
、
島
本
愛
之
助
、
土
田
誠
一
来
る
、
○
伊
藤
秀
吉
来
る
、

乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
磯
江
潤
よ
り
鰹
節
を
送
来
る
、
○
素
行

会
よ
り
「
武
家
事
紀
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、
歯
科
医
門
石
に
赴
く
、

○
中
島
半
狂
よ
り
電
報
来
る
、○
反
電
と
原
稿
と
を
中
島
半
狂
に
送
る
、

○
金
港
堂
よ
り
印
税
を
送
来
る
、
○
書
状
を
武
藤
儀
亮
に
送
る
、
○
夜
、

納
谷
直
次
郎
来
る
、
乃
ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
此
日
、「
大
正
の

青
年
と
帝
国
の
前
途
」
を
読
む
、

九
日
、
午
前
、
曇
天
、
冨
田
貞
松
よ
り
故
春
山
一
周
忌
の
賜
物
を
送
来
る
、

○
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
清
子
、
昇
を
抱
い
て
大
学
病
院
に
赴
く
、

○
速
記
を
訂
正
す
、
○
有
風
、
○
午
后
、
晴
天
、
速
記
を
訂
正
す
、
○

「
日
本
経
済
叢
書
」（
第
三
十
巻
）
を
送
来
る
、
○
夜
、
旧
霜
月
十
五
夜
、

竹
内
康
二
よ
り
来
状
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
此
日
、
夏
目
漱
石
逝
く
、

享
年
五
十
、
○
此
頃
、
大
山
大
将
重
患
、

十
日
、
午
前
、
曇
天
、
速
記
を
訂
正
す
、
○
武
藤
儀
亮
、
坂
本
廣
道
、
竹

内
貞
三
、
佐
々
三
郎
来
る
、
○
書
状
を
竹
内
貞
三
に
送
る
、
○
山
口
龍

藏
よ
り
来
状
、
○
原
稿
を
速
達
に
て
宮
本
和
吉
に
送
る
、
○
午
后
、
蓮

沼
門
三
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
丸
善
に
送
る
、
○
雨
一
変
し
て
半
雪
と

な
る
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
草
す
、
○
内
大
臣
公
爵
大
山
巖
逝
く
、
享

年
七
十
五
、
○
藁
科
松
柏
来
診
す
、
○
博
品
館
に
赴
く
、
○
夜
、
勉
強
、

○
「
史
記
商
君
列
伝
」
を
読
む
、

十
一
日
、
午
前
、
雨
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
阿
部
維
巖
、
荻
村
龍

城
、
及
び
金
港
堂
よ
り
来
状
、
○
夏
目
漱
石
の
訃
報
来
る
、
○
雨
歇
む
、

○
午
后
、
曇
天
、
岩
井
勇
藏
、
坂
本
廣
造
、
日
置
健
太
郎
、
高
木
武
、

山
本
卯
一
、
大
壁
早
治
来
る
、
○
日
本
弘
道
会
及
び
其
他
よ
り
来
状
、

○
夜
、「
教
界
春
秋
」を
草
す
、○
山
﨑
亀
太
郎
、松
永
義
雄
よ
り
来
状
、

○
納
谷
直
次
郎
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
鷲
尾
順
敬
よ
り
「
鎌
倉
武
士

と
禅
」
を
送
来
る
、
○
「
教
界
春
秋
」
を
日
清
印
刷
に
送
る
、

十
二
日
、
午
前
、
晴
天
、
夏
目
漱
石
の
葬
式
に
青
山
斎
場
に
赴
く
、
坪
内

雄
藏
、
德
冨
猪
一
郎
、
松
浦
一
、
水
野
鍊
太
郎
、
櫻
井
房
記
、
加
藤
恒

忠
等
と
会
見
す
、
○
速
記
を
訂
正
す
、
○
書
状
を
高
木
武
及
び
弘
道
会

に
送
る
、
○
文
部
省
よ
り
「
欧
州
戦
争
写
真
帖
」
を
送
来
る
、
○
午
后
、

速
記
を
訂
正
す
、
○
小
林
照
朗
よ
り
書
状
と
「
欧
米
の
社
会
と
日
本
の

社
会
」
と
を
送
来
る
、
○
丸
善
よ
りRogers, A

 brief Introduction 
to 
m
odern 

Philosophy

を
送
来
る
、
○
谷
地
図
書
館
よ
り
来
状
、

○
中
島
德
藏
の
使
者
来
る
、
乃
ち
之
に
原
稿
を
付
与
す
、
○
鈴
木
弘
来

る
、
○
夜
、
帝
国
学
士
院
に
赴
く
、
○
文
科
大
学
、
島
本
愛
之
助
及
び

夏
目
純
一
よ
り
来
状
、
○
東
亜
協
会
よ
り
小
包
来
る
、
○
服
部
宇
之
吉
、

東
亜
協
会
評
議
員
と
な
る
、

十
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
大
野
太
衞
及
び
其
他
よ
り
来
状
、
○
学
習
院
に
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赴
き
、
尋
い
で
女
学
部
に
到
る
、
○
大
野
太
衞
よ
り
巻
煙
草
入
を
送
来

る
、
○
午
后
、
女
中
ゆ
ふ
を
東
海
銀
行
に
遣
は
す
、
○
縫
子
、
買
物
に

外
出
す
、
○
勇
雄
、
快
癒
、
昇
も
亦
殆
ど
全
快
、
○
独
逸
講
和
提
議
の

噂
あ
り
、
○
吉
田
熊
次
来
る
、
○U

eberw
eg, 

Grundriss 
der 

Geschichte der Philosophie

を
読
む
、
○
夜
、
勉
強
、
○
書
状
を

長
谷
川
文
明
に
送
る
、○
此
日
、「
国
朝
先
正
事
略
」を
求
む
、○
清
子
、

大
学
病
院
に
赴
く
、

十
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
勉
強
、
○U

eberw
eg, 

Grundriss 
der 

Geschichte der Philosophie
を
読
む
、
○
鉄
道
院
よ
り
日
本
地
図

を
送
来
る
、
○
伊
藤
秀
吉
よ
り
筆
記
を
送
来
る
、
○
櫛
引
成
太
来
る
、

乃
ち
之
に
原
稿
を
付
与
す
、
○
「
師
範
修
身
」
三
百
部
の
奥
附
を
晩
成

処
に
付
与
す
、
○
午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
岩
井
勇
藏
来
る
、

○
土
屋
為
雄
よ
り
来
状
、
○
小
林
義
則
よ
り
書
翰
箋
を
、
上
原
才
一
郎

よ
り
風
呂
敷
を
送
来
る
、
○
向
陵
社
よ
り
「
猶
太
神
話
」
を
送
来
る
、

○
夜
、
筆
記
を
訂
正
し
て
之
を
裁
縫
教
育
会
に
送
る
、
○
国
体
研
究
会

案
内
状
拾
通
を
発
送
す
、
○
日
本
弘
道
会
及
び
西
正
寺
世
話
人
よ
り
来

状
、

十
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
葉
山
照
子
及
び
鳩
山
一
郎
よ
り
来
状
、
○
坂
本

廣
造
、
島
本
愛
之
助
、
出
隆
、
田
中
義
能
、
竹
内
貞
三
来
訪
す
、
○
日

置
健
太
郎
来
る
、
乃
ち
之
に
原
稿
を
返
す
、
○
午
后
、
德
川
賴
倫
よ
り

鰹
節
と
鶴
子
餅
と
を
送
来
る
、○
日
本
学
会
案
内
状
拾
五
通
を
発
送
す
、

○
京
都
の
史
学
研
究
会
よ
り
来
状
、
○
吉
田
雪
子
来
る
、
○
夜
、
帰
一

協
会
に
中
央
亭
に
赴
き
、「
神
社
神
道
に
就
き
て
」一
場
の
講
演
を
な
す
、

来
会
者
約
三
十
名
、
会
食
後
坂マ
マ

谷
芳
郎
の
談
話
あ
り
な
り
、
○
帝
国
学

士
院
よ
り
来
状
、

十
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
浦
谷
熊
吉
及
び
杉
浦
初
太
郎
よ
り
来
状
、
○
講

義
に
大
学
に
赴
く
、
○
久
保
良
英
よ
り
味
醂
を
送
来
る
、
○
「
以
士
喇

書
」
を
読
む
、
○
午
后
、
引
続
き
、「
以
士
喇
書
」
を
読
む
、
○
文
部

省
よ
り
書
状
と
書
類
と
を
送
来
る
、
○
齋
藤
愛
子
、
菓
子
壱
箱
を
携
来

る
、
○
丁
酉
倫
理
会
に
赴
く
、
○
夜
、
国
体
研
究
会
に
山
上
御
殿
に
赴

く
、
○
谷
地
図
書
館
よ
り
来
状
、
○
こ
の
頃
、
昇
亦
全
快
、

十
七
日
、
午
前
、
晴
天
、
大
山
元
帥
国
葬
、
○
仏
書
研
究
会
よ
り
書
状
と

「
仏
教
之
美
術
及
歴
史
」
を
送
来
る
、
○
阿
部
東
作
、
大
野
太
衞
来
る
、

○
金
港
堂
よ
り
漬
物
壱
樽
を
、
日
本
経
済
叢
書
刊
会
よ
り
墨
二
箇
を
、

をマ
マ

送
来
る
、
○
反
物
を
竹
本
長
吉
に
、
味
醂
二
罎
を
一
宮
弘
人
に
送
る
、

○
「
以
士
喇
書
〔
」〕
を
読
了
り
て
「
尼
希
米
亜
記
」
を
読
む
、
○
午
后
、

日
本
弘
道
会
に
赴
き
、「
道
徳
上
よ
り
観
た
る
神
社
問
題
」
に
就
い
て

講
演
す
、
○
德
川
達
孝
、
仝
賴
倫
、
南
勝
太
郎
、
廣
瀨
孝
子
、
小
林
正

策
妻
等
と
会
見
す
、
○
日
本
弘
道
会
よ
り
来
状
、
○
菓
子
を
甘
木
冨
田

家
及
び
水
道
町
の
押
田
老
母
へ
、
反
物
其
他
を
御
殿
場
番
人
へ
送
る
、

○
「
国
体
と
神
勅
と
の
話

1

1

1

1

1

1

1

1

」
日
本
之
小
学
教
師
に
出
づ
、
○
夜
、
勉
強
、

十
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
二
宮
熊
次
郎
の
訃
報

来
る
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
学
習
院
に
遣
は
す
、
○
午
后
、
岩
井
勇
藏
、
広

文
堂
店
員
、
藤
岡
藏
六
来
る
、
○
志
水
代
次
郎
、
菓
子
壱
箱
を
携
来
る
、

○
夜
、日
本
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
き
、「
旧
約
全
書
を
読
ん
で
感
あ
り
」

を
演
述
す
、
来
会
者
約
二
十
余
名
、
○
日
本
弘
道
会
及
び
文
科
大
学
よ

り
来
状
、
○H

ugo M
ünsterberg

逝
く
の
報
あ
り
、
享
年
五
十
三
、

○
此
日
、
鷲
尾
順
敬
よ
り
来
状
、
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十
九
日
、
午
前
、
曇
天
、
武
谷
水
城
、
三
枝
光
太
郎
よ
り
来
状
、
○
「
尼

希
米
亜
記
」
を
読
む
、
○
吉
田
豊
吉
、
菓
物
壱
籠
を
携
来
る
、
○
書
状

を
二
宮
乾
一
、
鷲
尾
順
敬
及
び
麻
生
正
藏
に
送
る
、
○
香
奠
金
弍
円
入

の
書
状
を
西
正
寺
に
送
る
、
○
「
原
始
神
道
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

」
神
社
協
会
雑

誌
に
出
づ
、
○
縫
子
、
紀
平
大
島
二
氏
宅
へ
各
々
贈
物
を
携
へ
て
赴
き
、

帰
途
姉
﨑
老
母
を
訪
ふ
、
○
午
后
、
黒
田
侯
爵
邸
よ
り
鴨
七
羽
を
、
文

明
協
会
よ
り
砂
糖
を
送
来
る
、
○
文
科
大
学
よ
り
使
者
来
る
、
乃
ち
之

に
橘
惠
勝
の
論
文
を
付
与
す
、
○
床
屋
に
赴
き
、
尋
い
て
白
山
方
面
に

散
歩
す
、
○
夜
、
伊
藤
吉
之
助
来
る
、
○
谷
地
図
書
館
よ
り
「
谷
地
町

志
」
を
送
来
る
、
○
書
状
を
吉
田
熊
次
及
び
日
本
弘
道
会
に
送
る
、
○

丸
善
よ
り
洋
酒
三
罎
を
送
来
る
、
○
書
状
を
河
内
堂
に
送
る
、

二
十
日
、
午
前
、
晴
天
、「
尼
希
米
亜
記
」
を
読
む
、
○
縫
子
雑
司
ヶ
谷

に
赴
く
、
○
書
状
を
黒
田
侯
爵
邸
及
び
山
口
龍
藏
に
送
る
、
○
午
后
、

教
授
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、○
田
中
舘
愛
橘
を
近
藤
病
室
に
見
舞
ふ
、

○
不
在
中
深
作
安
文
妻
、
海
苔
を
携
来
る
、
○
清
子
、
田
中
次
郎
宅
に

赴
き
、
尋
い
て
水
道
町
押
田
宅
に
到
る
、
○
夜
、
上
田
萬
年
の
支
那
よ

り
帰
来
る
を
東
京
駅
に
迎
ふ
、
○
同
文
館
よ
り
文
房
具
を
送
来
る
、
○

学
習
院
よ
り
来
状
、
○
不
在
中
製
本
屋
来
る
、

廿
一
日
、
午
前
、
半
晴
、
勉
強
、
○
製
本
屋
来
る
、
○
釈
義
堂
来
る
、
○

午
后
、
講
義
に
大
学
に
赴
く
、
○
光
風
館
よ
り
書
状
と
印
税
と
を
送
来

る
、
○
「
尼
希
米
亜
記
」
を
読
む
、
○
帝
国
学
士
院
及
び
帝
国
教
育
会

よ
り
来
状
、
○
菓
子
を
博
多
川
端
、
中
洲
及
び
岡
山
の
田
邊
禎
夫
に
送

る
、
○
「
二
程
全
書
」
を
読
む
、
○
夜
、
書
状
を
高
木
武
及
び
飯
田
謙

二
に
送
る
、
○
書
斎
の
整
理
を
な
す
、
○
書
状
を
飯
田
謙
二
に
送
る
、

廿
二
日
、午
前
、晴
天
、「
尼
希
米
亜
記
」を
読
了
す
、○
文
部
省
よ
り「
口

語
法
」
を
送
来
る
、
○
や
ま
と
新
聞
社
よ
り
小
包
を
送
来
る
、
○
島
本

愛
之
助
、
征
矢
野
晃
雄
来
る
、
○
故
宣
光
百
日
祭
を
行
ふ
、
吉
田
夫
妻
、

柏
原
文
太
郎
来
る
、
○
伊
澤
修
二
よ
り
雉
子
を
送
来
る
、
○
森
良
三
郎

よ
り
蜜
柑
箱
を
、
送
来
る
、
○
午
后
、
井
上
波
野
来
る
、
○
縫
子
、
雪

子
及
び
柏
原
文
太
郎
妻
と
共
に
雑
司
ヶ
谷
に
赴
く
、
○
齋
藤
虎
次
郎
、

山
口
龍
藏
よ
り
来
状
、
○
帰
一
協
会
よ
り
「
社
会
道
徳
上
の
共
同
責
任
」

を
送
来
る
、
○
晩
成
処
よ
り
印
税
と
真
綿
と
を
送
来
る
、
○
姉
﨑
正
治

来
る
、
○
夜
、
哲
学
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
前
川
文
栄
閣
よ
り
数

の
子
粕
漬
を
送
来
る
、
○
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ラ
ー
ス
生
命
保
険
及
び

冨
山
房
よ
り
来
状
、

廿
三
日
、
午
前
、
晴
天
、
冨
田
貞
松
、
大
塚
先
儒
墓
所
保
存
会
よ
り
来
状
、

○
土
田
誠
一
、
黒
澤
逸
郎
来
る
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
大
学
に
遣
は
す
、
○

同
文
館
よ
り
「
教
育
冬
期
講
習
録
」
を
送
来
る
、
○
「
国
民
道
徳
上
の

1

1

1

1

1

1

重
要
問
題

1

1

1

1

」
教
育
冬
季
講
習
録
に
出
づ
、
○
吉
田
静
致
よ
り
か
ら
し
漬

二
瓶
を
送
来
る
、
○
「
以
士
帖
書
」
を
読
む
、
○
「
人
格
と
修
養
」

百
五
十
部
の
奥
附
を
広
文
堂
に
付
与
す
、
○
午
后
、
弘
道
館
よ
り
菓
子

を
送
来
る
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
三
井
銀
行
に
遣
は
す
、
○
吉
田
雪
子
、
贈

物
を
携
来
る
、
○
砂
利
屋
、
砂
利
を
運
来
る
、
○
書
斎
の
整
理
を
な
す
、

○
坂
本
嘉
治
馬
よ
り
来
状
、
○
夜
、
新
聞
雑
誌
を
読
む
、
○
島
本
愛
之

助
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
縫
子
、
終
日
臥
褥
、

廿
四
日
、
午
前
、
晴
天
、
田
中
孝
一
郎
よ
り
来
状
、
○
阿
部
東
作
来
る
、

○
大
塚
先
儒
墓
所
祭
典
式
場
に
赴
く
、
芳
川
顯
正
、
濵
尾
新
、
山
川
健

次
郎
、
岡
田
良
平
、
德
川
達
孝
、
德
川
賴
倫
、
奥
田
義
人
、
杉
浦
重
剛
、
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三
宅
秀
、
穗
積
陳
重
等
と
会
見
す
、
○
中
島
慎
一
よ
り
菓
子
壱
箱
を
送

来
る
、
○
「
以
士
帖
書
」
を
読
む
、
○
午
后
、「
以
士
帖
書
」
を
読
了
す
、

○
多
賀
羅
亭
よ
り
菓
子
を
送
来
る
、
○
文
部
省
よ
り
「
列
強
の
少
年
義

勇
団
」
を
送
来
る
、
○
中
島
槇
一
来
る
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
遣
は
し
て
反

物
を
弘
田
長
に
、
菓
子
と
診
察
料
と
を
藁
科
松
柏
に
送
る
、
○
夜
、
上

田
学
長
兼
文
科
大
学
懇
親
会
に
山
上
御
殿
に
赴
く
、
○
不
在
中
蓮
沼
門

三
来
る
、
○
篠
田
六
郎
、
山
内
興
隆
（
西
正
寺
）、
及
び
独
逸
協
会
学

校
よ
り
来
状
、

廿
五
日
、
午
前
、
晴
天
、
望
月
信
亨
よ
り
仏
教
大
辞
典
第
三
巻
を
送
来
る
、

○
「
修
養
の
秘
訣

1

1

1

1

1

」
青
年
雑
誌
に
出
づ
、
○
日
下
部
常
吉
よ
り
来
状
、

○
縫
子
、
益
之
進
と
東
京
駅
よ
り
出
発
、
長
岡
に
向
ふ
、
○
書
状
を
峰

間
信
吉
に
送
る
、
○
一
宮
弘
人
よ
り
海
老
壱
籠
を
送
来
る
、
○
高
木
武
、

菓
子
壱
箱
を
送
来
る
、
○
文
学
士
大
西
友
一
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、

○
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
石
井
鹿
之
助
、
布
施
辰
治
、
田
村
一
郎
、
藤
浪

由
之
、
東
亜
協
会
々
員
と
な
る
、
○
午
后
、
帝
国
教
育
会
講
習
会
に
赴

き
、
国
民
道
徳
を
講
す
、
聴
衆
約
四
百
五
十
名
、
○
伊
藤
錦
子
、
砂
糖

壱
箱
、
雑
誌
五
部
及
び
御
礼
を
携
来
る
、
○
六
盟
館
よ
り
ハ
ン
ケ
チ
二

打
を
、
目
黒
書
店
よ
り
砂
糖
を
、
日
本
弘
道
会
よ
り
御
礼
と
ハ
ン
ケ
チ

壱
打
を
、
博
文
館
よ
り
ポ
ケ
ツ
ト
日
記
を
送
来
る
、
○
珍
書
同
好
会
よ

り
「
日
次
紀
事
」
を
送
来
る
、
○
丸
善
よ
りH

enke, T
he Philosophy 

of  W
ang  Y

ang-m
ing

を
送
来
る
、
○
夜
、
速
記
者
森
上
某
来
る
、
乃

ち
談
話
を
速
記
せ
し
む
、
○
井
上
健
兒
よ
り
塩
鯛
を
送
来
る
、
○
文
部

省
及
び
在
米
国
深
作
安
文
よ
り
来
状
、
○
此
日
、
大
倉
喜
八
郎
よ
り
掛

物
を
送
来
る
、
押
田
よ
の
子
砂
糖
を
携
来
る
、

廿
六
日
、
午
前
、
晴
天
、
文
部
省
及
びH

arper H
. Coates

よ
り
来
状
、

○
峯
間
信
吉
よ
り
原
稿
を
送
来
る
、
○
岩
橋
遵
成
、
蜜
柑
壱
箱
を
携
来

る
、
○
今
福
忍
よ
り
菓
子
壱
箱
を
送
来
る
、
○
書
状
を
島
本
愛
之
助
、

高
木
武
、
岩
井
勇
藏
、
伊
藤
吉
之
助
、
武
藤
儀
亮
に
送
る
、
○
午
后
、

講
習
会
に
帝
国
教
育
会
に
赴
く
、
○
富
山
房
よ
り
風
呂
敷
を
、
齋
藤
基

次
郎
よ
り
鴨
二
羽
を
、
林
平
次
郎
よ
り
風
呂
敷
二
つ
を
、
大
倉
書
店
よ

り
商
品
券
を
送
来
る
、
○
多
木
悦
造
よ
り
来
状
、
○
文
科
大
学
よ
り
文

部
省
職
員
録
と
書
状
と
を
送
来
る
、
○
夜
、
島
本
愛
之
助
よ
り
葡
萄
酒

半
打
と
書
状
と
を
送
来
る
、
○
書
状
を
田
中
孝
一
郎
に
送
る
、
○
「
約

百
記
」
を
読
む
、

廿
七
日
、
午
前
、
晴
天
、「
丁
酉
倫
理
」
を
読
む
、
○
尾
上
八
郎
よ
り
鶏

卵
壱
籠
を
送
来
る
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
文
部
省
に
遣
は
す
、
○
勉
強
、
○

志
水
代
次
郎
、「
小
語
」を
携
来
る
、○
広
文
堂
よ
り
風
呂
敷
を
送
来
る
、

○
女
中
ゆ
ふ
を
遣
は
し
、
三
宅
鑛
一
に
商
品
券
を
、
菓
子
を
野
尻
某
に
、

柏
原
文
太
郎
に
鴨
二
羽
を
送
る
、
○
冨
田
貞
松
よ
り
来
状
、
○
午
后
、

講
習
会
に
帝
国
教
育
会
に
赴
く
、
○
島
本
愛
之
助
、
高
木
武
、
伊
藤
吉

之
助
、
武
藤
儀
亮
、
土
田
誠
一
、
岩
井
勇
藏
を
招
い
て
小
集
を
神
田
多

賀
羅
亭
に
催
ふ
す
、
○
夜
、
九
時
半
頃
帰
宅
、
○
縫
子
及
び
益
之
進
よ

り
来
状
、
○
多
木
悦
造
よ
り
肴
壱
箱
を
、
冨
田
順
吉
よ
り
小
包
を
、
吉

田
久
兵
衞
よ
り
菓
子
を
、
片
岡
某
よ
り
ハ
ン
ケ
チ
壱
打
を
送
来
る
、
○

不
在
中
「
書
画
大
観
」
を
携
来
る
者
あ
り
、
○
武
藤
儀
亮
よ
り
来
状
、

○
得
能
文
、
御
船
繁
来
る
、
○
「
東
亜
の
光
」（
十
二
の
一
）
成
る
、

○
日
清
印
刷
よ
り
「
東
亜
の
光
」
拾
部
を
送
来
る
、
○
「
欧
州
大
戦
と

1

1

1

1

1

其
結
果

1

1

1

」
東
亜
の
光
に
出
づ
、
○
「
日
本
経
済
叢
書
」（
第
三
十
一
巻
）
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を
送
来
る
、

廿
八
日
、
午
前
、
晴
天
、
山
口
龍
藏
よ
り
来
状
、
○
在
米
国
芳
賀
矢
一
よ

り
来
状
、
○
田
中
孝
一
郎
来
る
、
乃
ち
談
話
を
筆
記
せ
し
む
、
○
豊
田

臻
、
漬
物
壱
樽
を
携
来
る
、
○
御
船
繫
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
シ
ヤ
ツ

壱
枚
を
島
本
愛
之
助
に
、
商
品
券
を
岩
井
勇
藏
に
贈
る
、
○
砂
糖
壱
箱

を
吉
田
熊
次
宅
に
、
菓
子
壱
箱
、
肩
掛
及
び
リ
ツ
ボ
ン
を
姉
﨑
宅
に
送

る
、
○
午
后
、
有
風
、
講
習
会
に
帝
国
教
育
会
に
赴
く
、
○
帝
国
教
育

会
講
習
会
以
此
日
結
了
す
、
○
女
学
部
書
記
中
澤
重
吉
、
御
礼
を
携
来

る
、
○
武
藤
儀
亮
、
山
口
察
常
よ
り
来
状
、
○
井
上
成
美
よ
り
真
綿
を
、

博
文
館
よ
り
ビ
ー
ル
半
打
を
、
文
成
社
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
券
を
、
山
口

察
常
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
を
、
飯
田
義
一
よ
り
野
菜
壱
俵
を
送
来
る
、
○

東
亜
協
会
よ
り
「
東
亜
協
会
名
簿
」
拾
冊
を
送
来
る
、
○
宮
内
省
よ
り

新
年
宴
会
の
招
待
状
来
る
、
○
夜
、
書
状
を
大
和
館
に
送
る
、
○
「
約

百
紀
」
を
読
む
、
○
「
東
亜
の
光
」
を
読
む
、
○
書
状
を
高
木
武
に
送

る
、
○
夜
半
、
田
邊
唯
司
よ
り
電
報
来
る
、

廿
九
日
、
午
前
、
晴
天
、
小
林
文
七
よ
り
来
状
、
○
宮
島
善
次
郎
来
る
、

乃
ち
之
に
原
稿
を
付
与
す
、
○
女
中
ゆ
ふ
を
三
井
銀
行
に
遣
は
す
、
○

笹
川
貞
子
よ
り
鶏
卵
壱
箱
を
、
姉
﨑
宅
よ
り
漬
物
壱
樽
と
野
菜
と
を
送

来
る
、
○
正
勝
、
東
京
駅
に
赴
き
、
田
邊
唯
司
夫
妻
を
迎
ふ
、
○
有
風
、

○
「
書
画
大
観
」
及
びRogers, A

 brief Introduction to m
odern 

Philosophy

を
購
入
す
、
○
来
状
二
あ
り
、
○
飯
田
義
一
よ
り
来
状
、

○
午
后
、
一
時
頃
、
田
邊
唯
司
夫
妻
及
び
柏
原
文
太
郎
妻
来
る
、
○
岸

田
蒔
夫
、
御
礼
を
携
来
る
、
○
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ラ
ー
ス
生
命
保
険

よ
り
吉
川
純
一
来
る
、
乃
ち
之
に
金
四
〇
四
円
を
支
払
ふ
、
○
国
書
刊

行
会
よ
り
「
民
間
風
俗
年
中
行
事
」
を
送
来
る
、
○
夜
、
教
育
大
講
演

会
に
東
京
工
科
学
校
に
赴
き
「
国
民
教
育
の
革
新
」
に
就
い
て
一
場
の

講
演
を
な
す
、
○
届
書
を
宮
内
省
式
部
職
に
送
る
、
○
贈
物
を
馬
淵
冷

佑
及
び
篠
田
䤼
策
に
送
る
、
○
「
約
百
紀
」
を
読
む
、
○
此
日
、
製
本

屋
来
る
、

三
十
日
、
午
前
、
晴
天
、
三
省
堂
よ
り
ビ
ー
ル
壱
打
券
を
送
来
る
、
○
田

邊
唯
司
、
桂
弁
三
及
び
柏
原
文
太
郎
宅
に
赴
く
、
○
ビ
ー
ル
壱
打
券
を

桂
弁
三
に
送
る
、
○
「
約
百
紀
」
を
読
む
、
○
書
状
を
速
達
に
て
藤
岡

藏
六
に
送
る
、
○
修
養
団
本
部
よ
り
鰹
節
券
を
送
来
る
、
○
「
明
治
以

1

1

1

来
道
徳
思
想
の
変
遷
に
就
い
て

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」
教
育
研
究
に
出
づ
、
○
有
風
、
○
午

后
、
田
中
義
能
、
砂
糖
壱
樽
を
携
来
る
、
○
吉
田
修
夫
よ
り
鴨
壱
羽
を

送
来
る
、
○
藤
岡
藏
六
来
る
、
○
熊
本
謙
二
郎
、
宮
坂
喆
宗
及
び

Em
ile H

eck

よ
り
来
状
、
○
野
田
義
夫
よ
り
奈
良
漬
を
送
来
る
、
○

夜
、
蠣
瀨
彦
藏
よ
り
シ
ヤ
ツ
を
送
来
る
、
○
野
田
義
夫
よ
り
来
状
、
○

冨
田
政
喜
よ
り
縫
子
に
来
状
、
○
藤
岡
藏
六
来
る
、
○
書
状
を
縫
子
に

長
岡
に
送
る
、
○
年
賀
状
を
認
む
、
○
此
日
、
柏
原
文
太
郎
よ
り
洋
酒

二
罎
を
送
来
る
、

○
丗
一
日
、
午
前
、
晴
天
、
岡
部
為
吉
よ
り
来
状
、
○
蓮
沼
門
三
、
雉
子

二
羽
と
菓
子
と
を
携
来
る
、
○
廣
池
千
九
郎
、「
日
本
憲
法
淵
源
論
」

と
は
さ
み
と
を
携
来
る
、
○
雉
子
二
羽
を
三
浦
謹
之
助
に
送
る
、
○
在

英
国
補
永
茂
助
よ
りD

aily 
Sketch

を
送
来
る
、
○
伊
沢
修
二
よ
り

盆
栽
を
送
来
る
、
○
帝
国
教
育
会
よ
り
書
状
と
御
礼
と
を
送
来
る
、
○

午
后
、
蜜
柑
箱
と
書
状
と
を
浩
々
居
に
送
る
、
○
菓
子
を
井
上
成
美
と

田
中
次
郎
に
送
る
、
○
森
良
三
郎
、
岩
井
勇
藏
来
る
、
○
運
動
に
巣
鴨
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方
面
に
赴
き
尋
い
で
博
品
館
に
到
る
、
○
大
倉
書
店
よ
り
「
仏
教
大
辞

典
」
と
御
礼
と
を
送
来
る
、
○
縫
子
よ
り
来
状
、
○
中
島
半
狂
及
び
吉

住
元
策
よ
り
来
状
、
○
書
状
を
縫
子
及
び
中
島
半
狂
に
送
る
、
○
年
始

状
四
通
来
る
、

　

茲
に
歳
末
に
際
し
、
過
去
一
年
間
の
事
を
回
想
す
る
に
、
購
入
書
籍
総

計
壱
百
六
拾
壱
部
、
寄
贈
書
籍
総
計
壱
百
四
拾
八
部
、
合
計
参
百
〇
九

部
、
○
巣
鴨
宮
仲
に
家
二
戸
を
建
築
し
、
一
戸
を
改
築
す
、
○
保
険
金

総
額
壱
萬
八
千
六
百
弐
拾
円
也
、
○
教
科
書
及
び
著
書
の
検
印
合
計
八

萬
四
千
六
百
六
拾
五
部
、

　
　
　
　

歳
末
到
来
物
如
左

　

文
房
具　
　
　
　
　

同
文
舘　
　
　
　

塩
鯛　
　
　
　

井
上
健
兒

　

砂
糖
壱
樽　
　
　
　

押
田
翼　
　
　
　

洋
酒
二
罎　
　

柏
原

　

野
菜
壱
俵　
　
　
　

飯
田
義
一　
　
　

蜜
柑　
　
　
　

森
良
三
郎

　

盆
栽　
　
　
　
　
　

伊
沢
修
二　
　
　

蜜
柑　
　
　
　

岩
橋

　

鴨
壱
羽　
　
　
　
　

吉
田
修
夫　
　
　

砂
糖　
　
　
　

田
中
義
能

　

奈
良
漬　
　
　
　
　

野
田
義
夫　
　
　

シ
ヤ
ツ　
　
　

蠣
瀨

　

雉
子
二
羽
及
菓
子　

蓮
沼
門
三　
　
　

ビ
ー
ル
券　
　

三
省
堂

　

鰹
節
券　
　
　
　
　

修
養
団　
　
　
　

漬
物
と
野
菜　

姉
嵜

　

鶏
卵
壱
箱　
　
　
　

笹
川　
　
　
　
　

漬
物
壱
樽　
　

豊
田
臻

　

真
綿　
　
　
　
　
　

井
上
成
美　
　
　

ビ
ー
ル
半
打　

博
文
館

　

ビ
ー
ル
壱
打
券　
　

文
成
社　
　
　
　

ビ
ー
ル
壱
打　

山
口
察
常

　

鶏
卵
壱
籠　
　
　
　

尾
上
八
郎　
　
　

風
呂
敷　
　
　

広
文
堂

　

肴
壱
箱　
　
　
　
　

多
木
悦
造　
　
　

飴　
　
　
　
　

冨
田
順
吉

　

菓
子　
　
　
　
　
　

浅
倉
屋　
　
　
　

ハ
ン
ケ
チ　
　

片
岡
某

　

商
品
券　
　
　
　
　

大
倉
書
店　
　
　

風
呂
敷
二
ツ　

林
平
次
郎

　

鴨
二
羽　
　
　
　
　

赤
坂
サ
イ
ト
ウ　

鴨
七
羽　
　
　

黒
田
家

　

ハ
ン
ケ
チ
二
打　
　

六
盟
館　
　
　
　

砂
糖　
　
　
　

目
黒
書
店

　

ハ
ン
ケ
チ
壱
打　
　

弘
道
会　
　
　
　

菓
子　
　
　
　

今
福
忍

　

砂
糖
壱
箱　
　
　
　

伊
藤
錦
子　
　
　

海
老
一
籠　
　

一
宮
弘
人

　

菓
子
壱
箱　
　
　
　

高
木
武　
　
　
　

菓
子
壱
箱　
　

中
島
慎
一

　

葡
萄
酒
半
打　
　
　

島
本
愛
之
助　
　

か
ら
し
漬　
　

吉
田
静
致

　

ネ
ツ
ク
タ
イ
其
他　

吉
田
雪
子　
　
　

真
綿　
　
　
　

晩
成
処

　

海
苔　
　
　
　
　
　

深
作
安
文
宅　
　

砂
糖　
　
　
　

文
明
協
会

　

洋
酒
三
罎　
　
　
　

丸
善　
　
　
　
　

墨
二
箇　
　
　

日
本
経
済

　

菓
子
壱
箱　
　
　
　

志
水
代
次
郎　
　

菓
物
壱
籠　
　

吉
田
豊
吉

　

味
醂
二
罎　
　
　
　

久
保
良
英　
　
　

菓
子
壱
箱　
　

齋
藤
愛
子

　

漬
物
壱
樽　
　
　
　

金
港
堂　
　
　
　

掛
物　
　
　
　

大
倉
喜
八
郎

　

書
翰
箋　
　
　
　
　

小
林
義
則　
　
　

風
呂
敷　
　
　

上
原
才
一
郎

　

巻
烟
草
入　
　
　
　

大
野
太
衞　
　
　

風
呂
敷　
　
　

風マ

マ
呂
敷

　

鰹
節
券　
　
　
　
　

磯
江
潤　
　
　
　

ジ
ヤ
ボ
ン　
　

田
邊

　

ビ
ー
ル
壱
打
券　
　

や
ま
と
新
聞
社　

数
の
子
粕
漬　

文
栄
閣

　

菓
子　
　
　
　
　
　

多
賀
羅
亭　
　
　

鶏
卵　
　
　
　

製
本
屋

◎
明
治
四
十
年
来
著
書
検
印
総
数
如
左

　
　

明
治
四
十
年
…
…
五
六
、一
七
二

　
　

仝
四
十
一
年
…
…
五
六
、四
一
九

　
　

仝
四
十
二
年
…
…
八
二
、八
四
三

　
　

仝
四
十
三
年
…
…
七
〇
、八
二
二

　
　

仝
四
十
四
年
…
…
六
五
、〇
六
六
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仝
四
十
五
年
…
…
六
七
、一
四
五

　
　

大
正
二
年
…
…
…
五
〇
、八
七
五

　
　

大
正
三
年
…
…
…
六
〇
、二
二
一

　
　

大
正
四
年
…
…
…
九
八
、一
〇
〇

　
　

大
正
五
年
…
…
…
八
四
、六
六
五

　
　

大
正
六
年
…
…
…
八
四
、八
三
〇

　
　

大
正
七
年
…
…
…
一
〇
二
、〇
二
〇

　
　

大
正
八
年
…
…
…
九
〇
、四
三
〇

　
　

大
正
九
年
…
…
…
九
一
、八
〇
三

　
　

大
正
十
年
…
…
…
七
〇
、四
八
八

　
　

大
正
十
一
年
…
…
一
〇
一
、五
六
〇

（
む
ら
か
み　

こ
ず
え　

東
京
大
学
文
書
館
）

（
も
り
も
と　

さ
ち
こ　

東
京
大
学
文
書
館
）
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